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平成ユ4年度森林総合研究所北海道支所年報

まえがき

平成14年度森林総合研究所北海道支所年報をお届けします。

　わが国は国土の67％が森林に覆われた世界でも有数の森林国で、日本人は古くから森の恵みを受けて

生活してきています。また、森林は、私たちが快適に生活をしていくのに欠かせない国土保全、水資源

のかん養や生物の多様性の保全、また、木材やその他の資源を供給する機能などを持っています。近年、

こうした森林の持つ多様な機能の発揮、地球環境保全に果たす森林の役割への要望・期待の高まりの一

方で、昭和30年には94．5％だった木材自給率は平成13年度にはユ8．4％にまで低下し、我が国の木材供給

は海外からの輸入材に依存する構造が定着し、国内の林業は危機的状況下にあります。

　平成ユ3年7月にはこれまでの林業基本法が「森林・林業基本法」として新たに施行され、この新法に

基づき「森林・林業基本計画」も公表されました。この「森林」を冠した新しい基本法の理念は、森林

の有する多面的機能の持続的な発揮のための、適正な森林の整備保全、林業の持続的かつ健全な発展、

そのための林産物の供給及び利用の確保の3本柱です。国際的には地球温暖化問題や生物多様性など大

きな問題がありますが、新基本法の理念はこれらを包含したものです。

　平成14年度の北海道支所研究発表会は「森林は地球温暖化にどう貢献できるか」をテーマに企画・実

施しました。北海道支所の研究者も森林総合研究所全体の研究課題の推進のため分野ならびに地域につ

いて分担研究を行っています。今回の発表は支所の研究者が二酸化炭素、地球温暖化と森林との関係に

ついてのプロジェクト研究に参画して得た成果を報告したものです。今回のテーマは現在脚光を浴びて

いる話題であり、マスコミでも取り上げられ、若い聴衆を含め多くの方々の参加をいただきました。

　北海道支所では「森林の有する多面的機能の持続的な発揮」に関する基礎的な研究のため、北海道を

フィールドにして地球温暖化と森林との関係解明、生物多様性の保全等に関連する全所をあげての先端

的な研究開発のほか、地域の森林そのものについての調査研究、さらには地域の森林・林業の性格や発

展の態様とそれを取り巻く自然的・社会的・経済的条件の関係の継続的な調査解析研究など地域二一ズ

を踏まえ地域の森林・林業を対象とした研究もあわせて進めています。

　森林総合研究所全体の研究推進にあたっては、行政や社会二一ズに的確に対応した研究が必要で、分

野横断的・総合的研究を一層推進するため、ユ1の重点研究分野を設定し、所全体として一本化した推進

体制と研究計画に基づき研究を進めています。これについては本年報の「森林総合研究所研究課題一

覧」から読みとっていただければ幸いです。

　このように所全体の研究方向が明確な姿を示すようになった一方で、北海道支所としての体系的な研

究の流れがこの年報から読みとりにくくなっているきらいがあります。北海道支所では、支所全体の研

究目標として「北方系森林の自然力を高度に活用した管理技術の確立」を掲げ、北海道を含む汎針広混

交林の質的・量的改善を図るための特性や機能の解明、天然林及び人工林の保続と保護管理技術の改善、

地球規模の環境問題等に、5つのチーム、5つの研究グループ体制で研究に取り組んでいます。

　森林総合研究所は平成13年4月に独立行政法人へと移行しましたが、独立行政法人化後も中核的な研

究機関として森林・林業・木材産業に関する研究を総合的に進めていく方向には変わりはありません。

北海道支所においても調査研究や普及・広報を通して、重点研究分野ならびに地域に還元できる成果を

得られるように北海道支所の研究運営を進めていくことが肝要と考えています。そのために、さらに柔

軟な運営を図り、より開かれた北海道支所になることを目指しています。

皆様のさらなるご指導とご鞭捷をお願いいたします。

平成15年3月

森林総合研究所北海道支所長

　　　　　　　　　　　　高橋文敏
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I．森林総合研究所研究課題一覧

森林総合研究所研究課題のうち北海道支所担当課題については担当者氏名を記載した。

研究分野・研究課題・研究項目・実行課題
責

組　織　名

任　　者　　　　北海道支所

称　氏名　担当者氏名
ア森林における生物多様性の保全に関する研究分研究管理官
　野

（ア）生物多様性の評価手法の開発

　ユ生物多様性を把握する指標の開発　　　　　　森林植生領域長

　a森林動物・微生物の多様性評価とモニタリン　昆虫生態室長
　　グ手法の開発

　b森林群落の多様性評価のためのモニタリング　群落動態室長
　　手法の開発と森林動態データベースの確立

　cアンブレラ種であるオオタカを用いた生物名　北・丁長（アンブレ
　　様性モニタリング手法の開発　　　　　　　　ラ種）

（イ）人為が生物多様性へ及ぼす影響の評価と管理
　　手法への応用

1森林植物の遺伝的多様性管理手法の開発

　a主要樹木集団の遺伝的多様性評価手法の開発
　　および繁殖動態の解析

2縁の回廊等森林の適正配置手法の開発

　a森林の分断化が森林生物群集の生態及び多様
　　性に与える影響の解明

　b森林の分断化が森林群落の動態と多様性に与
　　える影響の解明

3森林施業が生物多様性に与える影響の解明・評
　価

　a森林施業が森林植物の多様性と動態に及ぼす
　　影響の解明

　b森林施業が鳥・小動物・昆虫の多様性に与え
　　る影響の解明

（ウ）脆弱な生態系の生物多様性の保全技術の開発

ユ地域固有の森林生態系の保全技術の開発

　a崩壊に瀕した大台ヶ原森林生態系の修復のだ
　　めの生物間相互作用の解明

　b小笠原森林生態系の修復技術の開発

　C南西諸島における森林生物群集の実態と脆弱
　　性要因の解明

田畑　勝洋

清野　嘉之

牧野　俊一　佐山　勝彦
　　　　　　平川　浩文
　　　　　　石橋　靖幸

新山　　馨　田内　裕之

尾崎　研一　尾崎　研一
　　　　　　工藤　琢磨
　　　　　　松岡　　茂
　　　　　　佐山　勝彦
　　　　　　鷹尾　　元
　　　　　　河原　孝行

森林遺伝領域長　　長坂　壽俊

生態遺伝室長　　　吉丸　博志

東・地域研究官

東・地域研究官

群落動態室長

森林植生領域長

植生管理室長

丁長（昆虫多様性）

九・地域研究官

関・丁長（野生鳥獣
類管理）

丁長（昆虫多様性）

九・丁長（南西諸島
保全）

三浦　慎悟

三浦　慎悟

新山　　馨

滝野　嘉之

清野　嘉之

大河内　勇

河原　孝行
松崎　智徳
永光　輝義

吉田　成章

日野　輝明

大河内　勇　河原　孝行
　　　　　　山下　直子

佐橋　憲生
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研究分野・研究課題・研究項目・実行課題

2希少・固有動植物種の個体群の保全技術の開発

a希少・固有動物の個体群に影響を与える要因
　の解明

b希少樹種の遺伝的多様性と繁殖実態の解明

C屋久島森林生態系の固有樹種と遺伝的多様性
　の保全条件の解明

イ森林の国土保全、水源かん養、生活環境保全機
　能の高度発揮に関する研究分野

（ア）森林土壌資源の諸機能の解明と持続的発揮へ
　　の適用

　1森林土壌資源の環境保全機能の発現メカニズム
　　の解明と評価手法の開発

　a斜面スケールでの水分環境変動と主要元素の
　　動態の解明

　b広域機能評価のための土壌資源インベントリ
　　一の構築と分類手法の高度化

2土壌・微生物・植物系における物質循環プロセ
　　スの解明と予測手法の高度化

　a斜面系列における養分傾度と樹木の養分吸収
　　・利用様式の解明

　b多重共生系における各菌の発達様式と宿主の
　　生育への影響解明

（イ）森林の持つ国土保全、水資源かん養、生活環
　　境保全機能の解明と評価

ユ人工林地帯における崩壊防止機能の力学的評価
　手法の開発

a主要人工林における樹木根系による斜面崩壊
　防止機能の解明

b降雨強度を指標とする土砂災害危険地判定手
　法の開発

C斜面災害の予測技術の開発

2山地崩壊・地すべり発生に関わる間隙水圧と土
　塊移動の相互作用の解明

a林地における崩壊土砂の到達範囲予測技術の
　高度化

b林地における崩壊・土石流の発生条件の解明
　と崩壊土砂流出危険流域判定手法の向上

C地すべり移動土塊の変形機構の解明

責

組　織　名
任者　北海道支所
称　　氏　名　　担当者氏名

森林遺伝領域長　　長坂　壽俊

丁長（希少動物）

丁長（希少樹種）

生態遺伝室長

川路　則友

金指あや子

吉丸　博志

研究管理官　　　　真島　征夫

立地環境領域長

土壌特性室長

土壌資源評価室長

立地環境領域長

養分環境室長

微生物生態室長

河原　孝行
永光　輝義

加藤　正樹

吉永秀一郎

荒木　　誠　酒井　寿夫
　　　　　　石塚　成宏

加藤　正樹

高橋　正通　酒井　佳美

岡部　宏秋

水土保全領域長　　竹内　美次

山地災害室長　　　阿部　和時

山地災害室長　　　阿部　和時

山地災害室長　　　阿部　和時

水土保全領域長　　竹内　美次

治山室長　　　　　落合　博貴

治山室長　　　　　落合　博貴

下長（災害危険地判　松浦　純生
定）

中井裕一郎
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研究分野・研究課題・研究項目・実行課題
　　　責　　任　　者

組　織　名　称　　氏　名

d地下水の動態が大規模地すべり地に与える影　丁長（災害危険地判
響の評価　　　　　　　　　　　　　　定）

3水資源かん養機能の解明と評価及びモデルの構
　築

　a水流出のモニタリングと全国森林流域の類型
　化

b森林流域における水循環過程の解明

　C森林施業が水資源かん養機能に及ぼす影響評
　個

4森林における水質形成過程の解明と変動予測手
　法の開発

a水質形成に関わる土壌資源特性の解明

b森林流域における窒素等の動態と収支の解明

5森林の持つ生活環境保全機能の高度化

a海岸林の維持管理技術の高度化

b森林群落内部における熱・CO、輸送過程の解
　明とモデル化

C積雪地域の森林流域における環境保全機能の
　評価手法の開発

6渓流域保全技術の高度化

a渓畔林の環境保全機能の解析と評価手法の開
　発

b湿雪なだれの危険度評価手法の開発

水土保全領域長

水保全室長

丁長（水資源利用）

水保全室長

土壌特性室長

土壌資源評価室長

土壌特性室長

気象環境領域長

丁長（渓畔林）

気象室長

東・森林環境G長

気象環境領域長

丁長（渓畔林）

十日町試験地主任

松浦

竹内

清水

坪山

清水

北海道支所

担当者氏名

純生

美次

　晃　中井裕一郎

良夫

　晃

吉永秀一郎

荒木　　誠

吉永秀一郎

河合　英二

坂本　知己

大谷　義一　中井裕一郎
　　　　　　北村　兼三
　　　　　　鈴木　　覚

齋藤

河合

坂本

村上

武史

英二

知己

茂樹

ウ森林に対する生物被害、気象災害等の回避・防
　除技術に関する研究分野

（ア）生物被害回避・防除技術の開発

　ユ森林病害虫の動向予測と被害対策技術の開発

　a被害拡大危俣病虫害の実態解明と被害対策技
　術の開発

　b集団的萎凋病の対策技術の開発

2松くい虫被害の恒久的対策技術の開発

　aマツノマダラカミキリ生存率制御技術の開発

　bマツノザイセンチュウの病原性制御技術の開
　　発

　Cマツ抵抗性強化技術の開発

3有用針葉樹の病虫害対策技術の高度化

　aスギ・ヒノキ材質劣化害虫の管理技術の高度
　　化

研究管理官　　　　田畑　勝洋

森林昆虫領域長

森林病理室長

昆虫管理室長

森林昆虫領域長

丁長（松くい虫）

丁長（病害制御）

関・生物被害G長

森林微生物領域長

九・森林動物G長

福山

河辺

中島

福山

島津

小倉

黒田

楠木

伊藤

研二

祐嗣　坂本　泰明
　　　尾崎　研一

忠一　坂本　泰明

研二

光明

信夫

慶子

　学

賢介



平成ユ4年度森林総合研究所北海道支所年報

研究分野・研究課題・研究項目・実行課題

　bスギ・ヒノキ等病害の病原体と被害発生機構
　　の解明

　C北方系針葉樹の病虫害対策技術の開発

4野生動物群集の適正管理手法の開発

　aニホンジカの密度管理技術の開発と植生への
　　影響

　bサル・クマ等の行動・生態と被害実態の解明

（イ）気象災害等の予察技術・復旧技術の開発

1気象災害等の発生機構の解明と予察技術・復旧
　技術の開発

　a気象災害と施業履歴の関係解明

　b森林火災の発生機構と防火帯機能の解明

工多様な公益的機能の総合発揮に関する研究分野

（ア）森林資源の調査・モニタリングによる解明・
　　評価

　1多様な森林機能の調査・モニタリング技術の開
　　発

　a高精細センサーによる森林情報抽出技術の高
　　度化

　b広域森林資源のモニタリング技術の開発

（イ）森林の多様な機能を総合発揮させる森林管理
　　システムの開発

　1森林の多様な機能を持続的に発揮させる森林管
　　理手法の開発

　a針葉樹一斉林の付加機能を高めるための森林
　　管理手法の開発

　b森林作業が環境に与える影響の評価と軽減技
　　術の開発

　2森林計画策定手法の高度化及び合意形成手法の
　　確立

　a持続的な森林管理に向けた森林情報解析技術
　　の開発

　b社会的背景にもとづく公益的機能評価及び意
　　志決定支援手法の開発

（ウ）地域の自然環境、社会経済二一ズに対応した
　　森林管理システムの開発

責

組　織　名

任　　者　　　　北海道支所

称氏名担当者氏名
東・丁長（針葉樹病
害）

北・丁長（森林国際
基準）

野生動物領域長

九・丁長（生物被害）

関・生物多様性G長

気象環境領域長

気象害・防災林室
長

気象害・防災林室
長

研究管理官

窪野

山口

北原

小泉

大井

河合

吉武

吉武

高徳

岳広　山口　岳広
　　　尾崎　研一
　　　坂本　泰明

英治

　透　平川　浩文

　徹

英二

　孝

　孝

佐々　朋幸

森林管理領域長　　天野　正博

四・流域森林保全G　平田　泰雅
長

丁長（環境変動モニ　齋藤　英樹
タリング）

植物生態領域長

植物生態領域長

造林機械室長

森林管理領域長

資源解析室長

環境計画室長

石塚

石塚

遠藤

天野

家原

杉村

森吉

森吉

利明

正博

敏郎　石橋　　聡
　　　宇都木　玄
　　　田内　裕之

　乾



平成ユ4年度森林総合研究所北海道支所年報

研究分野・研究課題・研究項目・実行課題

ユ北方天然林を中心とした森林の機能を持続的に
　発揮させる管理手法の開発

a択伐を主とした天然林の施業・管理技術の高
　度化

b北方林における環境保全、持続的利用の実態
把握と多目的管理手法の開発

2多雪地域森林の機能を持続的に発揮させる管理
　手法の開発

a白神山地等森林生態系の保全地域とその周辺
　地域における動態予測

b調和的利用を目指した森林情報システムの開
　発

C地域共同・住民参加型の森林管理・利用手法
　の開発

3豪雨・急傾斜地環境下における森林の機能を持
　続的に発揮させる管理手法の開発

a急峻山岳林における立地環境特性の解析と複
　層林への誘導のための森林生態系変動予測技
　術の高度化

b高度に人工林化された河川源流域における地
　域森林資源の実態解明

4暖温帯の高度に人工林化した地域の森林の機能
　を持続的に発揮させる管理手法の開発

a人工林流域における林業成立条件の解明

b山地災害多発地帯における水流出機構の解明

C放置された育成林の動態予測と有用性・危急
　性解明

オ地球環境変動下における森林の保全・再生に関
　する研究分野

（ア）海外における持続的な森林管理技術の開発

責

組　織　名

任　　者　　　　北海道支所

称　氏名　担当者氏名
北・地域研究官　　猪瀬　光雄

北・丁長（天然林択　石橋　　聡
伐）

北・北方林管理G長　駒木　貴彰

東・研究調整官　　藤枝　基久

東・森林生態G長　　金指達郎

東・森林資源管理G　粟屋　善雄
長

林業システム研究　奥田　裕規
室

四・研究調整官　　竹内　郁雄

四・丁長（複層林生　奥田　史郎
態管理）

四・丁長（源流域森　佐藤　重穂
林管理）

九・地域研究官　　吉田　成章

九・森林資源管理G　野田　　巌
長

九・山地防災G長　　大丸裕武

九・丁長（育成林動　小南　陽亮
態）

研究管理官　　　　小林　繁男

石橋　　総
高橋　正義
鷹尾　　元
阿部　　真
酒井　佳美
松岡　　茂
山口　岳広
往々木尚三

駒木　貴彰
八巻　一成
天野　智将
高橋　正義
石橋　　聡
山口　岳広
田中　永晴
田内　裕之
河原　孝行
丸山　　温
北尾　光俊
平川　浩文

5一



平成14年度森林総合研究所北海道支所年報

研究分野・研究課題・研究項目・実行課題

1アジア太平洋地域等における森林の環境保全機
　能の解明と維持・向上技術の開発

a2熱帯雨林の遺伝的多様性の指標化

　b熱帯域のランドスケープ管理・保全に関する研
　　究

b2マングローブ天然林の炭素固定機能及び有機
　　物分解機能の評価

　C国際的基準に基づいた生物多様性及び森林の
　　健全性評価手法の開発

2熱帯荒廃林地等の回復技術の高度化及び体系化

　a森林火災による自然環境への影響とその回復
　　の評価に関する研究

　b開発途上国の荒廃地回復手法の開発

b2荒廃熱帯林のランドスケープレベルでのリバ
　　リヒテーションに関する研究

（イ）地球環境変動の影響評価と予測

1森林における酸性降下物及び環境負荷物質の動
　態の解明及び影響評価

　a酸性雨等の森林生態系への影響解析

　b森林域における内分泌かく乱物質の動態解明

2森林の炭素固定能の解明と変動予測

　a森林資源量及び生産力の全国評価

a2地球温暖化が森林・林業に与える影響の評価
　　及び対策技術の開発

　b炭素収支の広域マッピング手法の開発

　C人為的森林活動及び森林バイオマスのポテン
　　シャリテイ評価

　d森林生態系における炭素固定能の変動機構の
　　解明

責

組　織　名
任者　北海道支所
称　氏名　担当者氏名

海外領域長　　　　沢田　治雄

海外森林資源保全　松本　陽介
室長

丁長（昆虫多様性）　大河内　勇

　　　　　　　　　藤井　智之

丁長（微生物多様　阿部　恭久
性）

海外森林資源保全　松本　陽介
室長

立地環境領域長　　加藤　正樹

下長（環境負荷物赤間　亮天
質）

丁長（環境負荷物　赤問
質）

植物生態領域長　　石塚

林業システム室長　松本

山口
河原
松崎
田内
阿部
田中
鷹尾
高橋
坂本
丸山
北尾
酒井

岳広
孝行
智徳
裕之
　宜
永晴
　元
正義
泰盛
　温
光俊
寿夫

田内　裕之
宇都木　玄

丸山　　温
北尾　光俊
飛田　博順
酒井　寿夫

田内
田中
石塚
酒井
北村

裕之
永晴
成宏
寿夫
兼三

亮夫

森吉

光朗　田内　裕之

東・森林資源管理G　粟屋　善雄
長

森林管理領域長

気象室長

天野　正博

大谷　義一

鷹尾　　元

駒木　貴彰
八巻　一成



平成ユ4年度森林総合研究所北海道支所年報

研究分野・研究課題・研究項目・実行課題

　e多様な森林構造におけるC　O。固定量の定量化

e2陸域生態系モデル作成のためのパラメタリゼ
　　ーションの高度化

　　　責　　任　　者

組　織　名　称　　氏

気象室長

　f主要樹種の光合成・呼吸特性の解明　　　　　樹木生理室長

　g森林土壌における有機物の蓄積及び変動過程　丁長（温暖化物質）
　　の解明

3温暖化等環境変動が森林生態系の構造と機能に　海外研究領域長
　及ぼす影響の解明と予測

a2自然林・人工林の脆弱性評価と適応策に関す　丁長（環境影響）
　　る研究

b2寒温帯植生の積雪変動に対する脆弱性評価に　東・丁長（温暖化
　　関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　影響）

　c生育環境変化に対する樹木の応答機構の解明　北・植物土壌系G長

カ効率的生産システムの構築に関する研究分野

（ア）多様な森林施業と効率的育林技術の開発

　1生産目標に応じた森林への誘導及び成長予測技
　　術の開発

　a各種林型誘導のための林冠制御による成長予
　　測技術の開発

　b非皆伐更新における林木の生育環境と成長応
　　客様式の解明

2天然更新・再生機構を利用した省力的森林育成
　　技術の開発

　a再生機構を利用した初期保育技術の高度化

　b天然更新過程を利用した森林修復過程の解明
　　と動態予測

（イ）持続的な森林管理・経営に向けた機械化作業
　技術の開発

　　　北海道支所

名　　担当者氏名

大谷　義一　中井裕一郎
　　　　　　北村　兼三
　　　　　　宇都木　玄

　　　　　　田中　永晴
　　　　　　丸山　　温
　　　　　　北尾　光俊
　　　　　　飛田　博順
　　　　　　石塚　成宏
　　　　　　酒井　寿夫
　　　　　　鷹尾　　元
　　　　　　田内　裕之
　　　　　　中井裕一郎
　　　　　　北村　兼三

石田　　厚　丸山　　温
　　　　　　北尾　光俊
　　　　　　飛田　博順

森貞　和人　田中　永晴
　　　　　　石塚　成宏
　　　　　　酒井　佳美
　　　　　　酒井　寿夫

松本　陽介

田中　信行

池田　重人

丸山　　温　丸山　　温
　　　　　　北尾　光俊
　　　　　　飛田　博順
　　　　　　山下　直子

研究管理官　　　　櫻井　尚武

　　　　　　　　　清野　嘉之

物質生産室長　　　千葉　幸弘

植物生態領域長　　石塚

植物生態領域長　　石塚

森林植生領域長　　清野

東・丁長（森林修復）杉田

田内　裕之
宇都木　玄
阿部　　真
山下　直子

森吉

森吉

嘉之　阿部　　真

久志



平成ユ4年度森林総合研究所北海道支所年報

研究分野・研究課題・研究項目・実行課題

1効率的な森林作業を行うための林業機械の性能
　向上

　a伐出用機械の機能の高度化

　b省力化のための植栽技術の開発

2機械作業技術と路網整備の高度化

　a機械化作業に適応した路網整備と環境に配慮
　　した計画・施工法の開発

　b安全性を重視した森林作業技術の開発

　C伐出システムの作業性能評価手法の開発

（ウ）持続的な森林管理・経営のための効率的生産
　システムの開発

1生産目標に応じた効率的生産システム策定技術
　の開発

　a伐出および育林コストに及ぼす諸要因の解明

　b林業・生産システムの類型化と多面的評価手
　　法の開発

　C森林施業情報の評価手法と施業指針の作成

　d森林管理の効率化のための管理用機械の開発

　e林業機械のテレコントロールシステムの開発

2地域林業システムの構築

　a北方林の長伏期化に伴う森林管理システムの
　　構築

b東北地域における大径材生産のための持続的
　管理技術の高度化

　　　責　　仕

組　織　名　称

林業機械領域長

伐出機械室長

造林機械室長

森林作業領域長

林道室長

作業技術室長

作業技術室長

丁長（作業計画）

丁長（作業計画）

林業システム研室
長

丁長（自動化技術）

丁長（自動化技術）

丁長（自動化技術）

北・地域研究官

北・丁長（針葉樹長
伏期）

者　　　　北海道支所

氏　名　　担当者氏名

井上　源基

広部　伸二

遠藤　利明

大川畑　修

梅田　修史

今富　裕樹

今富　裕樹

間

岡

松本

陣川

陣川

陣川

猪瀬

田内

　勝

　勝

光朗

雅樹

雅樹

雅樹

光雄

裕之　駒木　貴彰
　　　石橋　　聡
　　　今川　一志
　　　松崎　智徳
　　　山口　岳広
　　　田中　永晴
　　　田内　裕之
　　　宇都木　玄
　　　酒井　寿夫
　　　佐々木尚三

東・育林技術G長森茂太

キ森林の新たな利用を促進し山村振興に資する研
　究

（ア）里山・山村が有する多様な機能の解明と評価

　ユ里山の公益的機能及び生産機能の自然的・社会
　　的評価に基づく保全・管理手法の開発

　a都市近郊・里山林の生物多様性評価のための
　　生物インベントリーの作成

　b人と環境の相互作用としてとらえた里山ラン
　　ドスケープ形成システムの解明

研究管理官　　　　櫻井　尚武

関・丁長（ランドス
ケープ保全）

関・連絡調整室長

関・森林生態G長

大住

藤田

石田

克博

和幸

　清



平成ユ4年度森林総合研究所北海道支所年報

研究分野・研究課題・研究項目・実行課題
　　　責　　仕

組　織　名　称

　c都市近郊・里山林における環境特性の解明　　　関・森林環境G長

　d都市近郊・里山林の管理・利用実態の解明　　丁長（流通システ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ム）

2保健・文化・教育機能の評価と活用手法の開発　科・多摩森林科学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　園長

　a自然環境要素が人の快適性と健康に及ぼす影　丁長（生理活性）
　　響評価

　bスギ花粉症克服に向けた総合研究　　　　　　生物工学領域長

　c保健休養機能の高度発揮のための森林景観計　関・森林資源管理G
　　画指針の策定

　d森林の環境教育的資源活用技術と機能分析・　主研（科・教育的資
　　評価手法の開発　　　　　　　　　　　　　　G）

（イ）伝統文化や地域資源を活用した山村活性化手
　　法の開発

1伝統文化等を活用した都市山村・交流の効果の
　解明

a地域伝統文化の構造解明

2特用林産物等地域資源の活用手法の高度化

a有用野生きのこ資源の探索と利用技術の開発

bきのこの病虫害発生機構の解明

Cきのこ新育種技術の開発

d機能性付与のための木炭評価技術の開発

ク安全・快適性の向上を目指した木質材料の加工
　　利用技術の開発に関する研究分野（循環型社
　会の構築に向けた木質資源の利用に関する研
　究）

（ア）バイオマス資源の多角的利用技術の開発

　1樹木成分の高度利用技術の開発

　aリグニン、多糖類等樹木主成分の効率的分離
　　　変換・利用技術の高度化

　b樹木抽出成分の有用機能の解明と利用技術の
　　高度化

　c微生物・酵素利用による糖質資源の高度利用

　dセルロースの高次構造形成と生分解機構の解
　　明及び高度利用技術の開発

　2化学変換等による再資源化技術の開発

上席研究官

立所（資源解析
研）

きのこ・微生物領
域長

九・森林微生物管
理G長

きのこ室長

丁長（きのこ遺伝
子）

樹木化学領域長

者　　　　北海道支所

氏　名　　担当者氏名

金子　真司

野田　英志

三輪雄四郎

宮崎　良文　佐山　勝彦

篠原　健司

奥敬一八巻一成

新島　浜子

香川　隆英

田中　伸彦

石原　光朗

根田　　仁

角田　光利

馬場崎勝彦

西田　篤實

研究管理官　　　　海老原　徹

成分利用領域長

木材化学室長

樹木抽出成分室長

生研（微生物工学
研）

セルロース利用室
長

木材改質領域長

細谷　修二

真柄　謙吾

大原　誠資

材　　徳子

平林　靖彦

瀬戸山幸一



平成ユ4年度森林総合研究所北海道支所年報

研究分野・研究課題・研究項目・実行課題

　a液化、超臨界流体処理等によるリサイクル技
　　術の開発

　b炭化及び堆肥化による高品質資材化技術の開
　　発

　C化学的、生化学的手法によるバイオマスエネ
　　ルギー変換技術の開発

3環境影響評価及び負荷を低減する技術の開発

　a環境ホルモン関連物質生成機構の解明及び拡
　　散防止技術の開発

　b木材利用のライフサイクル分析

（イ）木質材料の高度利用技術の開発

1積層・複合による高性能木質材料の開発

　a複合化のための接着技術の高度化

　b複合材料の性能向上技術の開発

2木質材料の高機能化，高耐久化技術の開発

　a木材及び木材表面への機能性付与技術の開発

　b低環境負荷型耐久性向上技術の開発

3木質系廃棄物からの土木・建築用資材等の開発

　b破砕細片化原料を用いた土木・建築用資材の
　　開発

ケ木質資源の環境調和・循環利用技術の開発に関
　する研究分野（循環型社会の構築に向けた木質
　資源の利用に関する研究）

（ア）安全・快適性の向上を目指した木質材料の利
用技術の開発

　ユ木材特性の解明及び評価手法の開発

　a日本産広葉樹材の識別データベースの開発

　bスギ等造林木の成長と樹幹内構造変異及び用
　　材の品質に影響を及ぼす要因の解明

　C木材のレオロジー的特性及び圧電機構の解明

　2住宅や申・大規模木質構造物の構造安全性の向
　　上

　a製材の強度性能評価技術の開発

　b接合強度の耐力発現機構の解明と耐力評価方
　　法の確立

　C木質構造の構造要素の耐力発現機構の解明と
　　その理論化

責

組　織　名
任者　北海道支所
称氏名担当者氏名

主研（木材保存研）

主研（樹木抽出成
分冊）

成分利用領域長

成分利用領域長

樹木抽出成分室長

物性室長

複合材料領域長

接着積層室長

複合化室長

木材改質領域長

機能化室長

木材保存室長

複合材料領域長

丁長（資源再利用）

原田

大平

細谷

細谷

大原

寿郎

辰朗

修二

修二

誠資

外崎真理雄

鈴木憲太郎

井上　明生

秦野　恭典

瀬戸山幸一

大越　　誠

上杉　三郎

鈴木憲太郎

藤井　　毅

研究管理官　　　　久田　卓興

木材特性領域長

丁長（識別データベ
ース化）

組織材質室長

物性室長

構造利用領域長

丁長（強度性能評
価）

材料接合室長

丁長（構造性能評
価）

藤井　智之

能城　修一

平川　泰彦

外崎真理雄

神谷　文夫

長尾　博文

林　　知行

杉本　健一

ユO



平成ユ4年度森林総合研究所北海道支所年報

研究分野・研究課題・研究項目・実行課題

3木質居住環境の改善

　a木質材料で囲まれた空間で生じる熱、水分の
　　移動、振動、音の伝播などの物理現象の解明

　b生理応答を指標とした木質居住環境の快適性
　　評価技術の開発

（イ）国産材の加工・利用技術の開発

ユスギ材の効率乾燥技術の開発

　aスギ材の用途選別技術の開発

　b高温・高圧条件下での木材組織・物性変化の
　　解明

　C圧力・温度条件の制御による高速乾燥技術の
　　開発

2住宅部材の性能保証のためのスギ乾燥材生産シ
　ステムの構築

　aスギ品種等の材質特性に応じた最適乾燥プロ
　　セスの解明と性能評価

　b性能及び信頼性確保のための乾燥．処理基準の
　　明確化

3木材加工技術の高度化

　a変化する木材資源・新木質材料に対する機械
　加工技術の高度化

　b木材加工機械の消費エネルギーの削減と性能
　　向上技術の開発

コ生物機能の解明と新素材の開発に向けた研究分
　野

（ア）森林生物のゲノム研究

　ユ高密度基盤遺伝子地図の作成

　a高密度遺伝子地図作成のための分子マーカー
　　の開発と利用

（イ）森林生物の生命現象の分子機構の解明

　ユ成長・分化及び環境応答等生理現象の分子機構
　　の解明

　a形態形成等成長・分化の特性解明と関連遺伝
　　子の単離及び機能解明

　b林木の成長・分化の制御に関与する細胞壁等
　　因子の解析と機能解明

　C限界環境応答機能の生理・生化学的解明と関
　　連遺伝子の単離及び機能解明

　dきのこ類の子実体形成機構の解明

（ウ）遺伝子組換え生物の開発

貢

組　織　名

任　　者　　　　北海道支所

称氏名担当者氏名
構造利用領域長

木質構造居住環境
室長

木質構造居住環境
室長

加工技術領域長

組織材質室長

木材乾燥室長

木材乾燥室長

加工技術領域長

木材乾燥室長

材料接合室長

加工技術領域長

木材機械加工室長

丁長（高度切削加
工）

神谷　文夫

末吉　修三

末吉　修三

藤原

平川

黒田

黒田

藤原

黒田

林

藤原

村田

小松

勝敏

泰彦

尚宏

尚宏

勝敏

尚宏

知行

勝敏

光司

正行

研究管理官　　　　田崎　　清

森林遺伝領域長　　長坂　壽俊

ゲノム解析室長　　津村　義彦

生物工学領域長

樹木分子生物学室
長

樹木生化学室長

丁長（限界環境応
答）

丁長（子実体）

篠原

吉田

石井

角園

馬替

健司

和正

　忠

敏郎

由美

ユエ



平成ユ4年度森林総合研究所北海道支所年報

研究分野・研究課題・研究項目・実行課題
　　　責　　仕

組　織　名　称

者　　　　北海道支所

氏　名　　担当者氏名

ユ遺伝子組換え生物作出技術の開発

　a林木における不定胚経由の個体再生系の開発

　bきのこ類の形質転換に必要なベクター及び遺
　　伝子導入技術の開発

2導入遺伝子の発現機構の解明及び安全性評価

　a遺伝子組換え林木における遺伝子発現及び野
　　外影響事前評価

（工）森林生物機能の高度利用技術の開発

ユ森林生物の多様な機能の解明と利用技術の開発

　a環境適応手段として樹木が生産する各種成分
　　の探索と機能の解明

　bきのこ類の多様な機能の解明

2森林生物等が持つ環境浄化機能の解明と遺伝的
　改変による機能強化

　a木材腐朽菌による環境汚染物質の分解機能の
　　評価と解明

サ森林・林業・木材産業政策の企画立案に資する
　研究分野

（ア）主要木材輸出国及び我が国における木材需給
　　と貿易の動向分析

　ユ国内外の木材需給と貿易の動向分析

　a林産物貿易の拡大が持続的森林利用に与える
　　影響評価

　b木材市場の動向分析及び国産材需要拡大条件
　　の解明

（イ）持続的な森林管理・経営のための政策手法の
　　高度化

　！中山間地域の動向分析と森林管理・経営主体の
　　育成方策の解明

　a持続的な森林管理・経営の担い手育成及び施
　　業集約・集団化条件の解明

　b中山間地域の活性化条件及び適切な森林管理
　　のための公的関与方策の解明

シ基盤等研究調査

　ユ基礎基盤等研究

　a病原細菌による昆虫生体防御の抑制機構の解
　　析

生物工学領域長

形質転換室長

生研（きのこ研）

生物工学領域長

丁長（導入遺伝子評
価）

樹木化学領域長

生研（樹木抽出成
分冊）

丁長（微生物環境修
復）

樹木化学領域長

丁長（微生物環境修
復）

研究管理官

林業経営・政策領
域長

林業動向解析室長

丁長（流通システ
ム）

林業経営・政策領
域長

林業動向解析室長

林業システム室長

研究管理官

立所（昆虫生態研）

篠原

石井

村田

篠原

木下

西田

大平

関谷

西田

関谷

健司

克明

　仁

健司

　勲

篤實

辰朗

　敦

篤實

　敦

桜井　尚武

加藤

柳幸

野田

加藤

柳幸

松本

　隆

廣登　駒木　貴彰

英志　天野　智将

　隆

廣登

光朗

佐々　朋幸

山内　英男

ユ2



平成ユ4年度森林総合研究所北海道支所年報

研究分野・研究課題・研究項目・実行課題

b森林昆虫類等の分類

C森林生息性菌類の同定と分類

d硫黄安定同位体解析による樹幹流水質形成メ
　カニズムの解明

2調査観測

a雲仙普賢岳における植生遷移および土壌生成
　モニタリング

b収穫試験地等固定試験地の調査

C森林水文モニタリングネットワーク

e病虫獣害発生情報の収集

f森林の成長・動態に関する長期モニタリング

g森林性鳥類の地域群集モニタリング

h多摩森林科学園サクラ保存林の開花調査

　i積雪観測

責

組　織　名

任　　者　　　　北海道支所

称　　氏　名　　担当者氏名

丁長（熱帯荒廃材）　横原　　寛

森林微生物領域長　楠木　　学

九・森林生態系G長　酒井　正治

九・森林生態系G長

資源解析室長

水土保全領域長

森林昆虫領域長

丁長（植物多様性）

東・生物多様性G長

科・教育的資源G

＋日町試験地主任

酒井

家原

竹内

福山

田中

鈴木

勝木

村上

正治

敏郎　高橋　正義

美次　中井裕一郎

研二

　浩　田内　裕之

祥悟

俊雄

茂樹

北・北海道支所、東・東北支所、関・関西支所、四・四国支所、九・九州支所、科　多摩森林科学園

領域長：研究領域長、室長：研究室長、主研：主任研究官、丁長：チーム長、G：研究グループ、

G長：研究グループ長
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平成14年度森林総合研究所北海道支所年報

I．北海道支所特掲課題一覧

研究課題名【課題略称】

森林総合研究所運営費交付金

交付金プロジェクト

○酸性雨等の森林・渓流への影響モニタリング
【影響モニタリング】

○森林、海洋等におけるC〇二収支の評価の高度化
【C0二収支】

　微細環境が光合成・呼吸特性に与える影響の解
明

　枯死木や根株の腐朽分解によるC0。放出量の評
価

　主要林相における土壌呼吸特性の解明

　北方系落葉広葉樹林における大気一森林系CO。
フラックスの解明

　杯分成長モデルによる樹種・地域別CO個定・
貯留量の評価

○国際的基準に基づく持続的森林管理指針に関す
る国際共同研究【持続的森林管理】

　生物多様性におよぼす森林の組成・構造の影響
の評価手法の開発

　広域の森林を対象とした森林生態系の健全性評
価手法の開発

政府受託事業費

農林水産技術会議（行政対応特別研究）

○林産物貿易自由化が持続可能な森林経営に与え
る影響評価【林産物貿易自由化】

　我が国及び主要輸出国の持続可能な森林経営に
向けた資源管理の現状と問題点の分析及び各種施
策の評価

農林水産技術会議（地域シーズ活用・発展型研
究）

○森林・林業・木材産業分野における温暖化防止
機能の計測・評価手法の開発【温暖化防止機能】

　メタン吸収・排出メカニズムの解明

　亜酸化窒素吸収・排出メカニズムの解明

期間　　主査等

ユ2～ユ6

11～14

ユ2～ユ6

　　　　　　　　実行課題
担当組織
　　　　　　　　との関係

加藤（正）　CO。収支丁長、
（赤問）　針葉樹長伏期丁
　　　　　長、植物土壌系
　　　　　研究G、寒地環
　　　　　境保全研究G

理事長

丸山

鳥居

石塚（成）

中井

家原

／」・林

田内

黒田（慶）

ユ2～ユ4　加藤（隆）

　　　　柳幸

ユ4～ユ6　天野

ユ4～ユ6　石塚（成）

ユ4～16　石塚（成）

植物土壌系研究
G

植物土壌系研究
G

植物土壌系研究
G

寒地環境保全研
究G

北方林管理研究
G

オイ王a

オイ2f

オイ2g

オイ2g

オイ2e

オイ2a

森林育成研究G　オアユ。

森林生物研究G　オアユ。

北方林管理研究　サアユa
G

植物土壌系研究　オイ2g
G

植物土壌系研究　オイ2g
G
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研究課題名【課題略称】

農林水産技術会議（環境研究）

○流域圏における水循環・農林水産生態系の自然
共生型管理技術の開発【自然共生】

　都市と里山のランドスケープ構造が森林の生物
多様性に及ぼす影響評価

・森林僕能変動モデルのための生物多様性・生態
系機能データベースの構築

○地球温暖化が農林水産茎に与える影響の評価及
び対策技術の開発【地球温暖化】

・二酸化炭素吸収能向上のための森林施業システ
ムの開発

期間　　主査等

14～18

　　　　　　　　実行課題
担当組織
　　　　　　　　との関係

櫻井
（竹内）

尾崎　　　アンブレラ種丁
　　　　　長、森林育成研
　　　　　究G

服部　　　森林育成研究G

14～ユ8　石塚（森）

ユ4～18 石塚（森）植物土壌系研究
　　　　　G

アア1c

アア！b

オイ2a

誰春雛結雛㌣欝節減のための農林生ユ3～！7（北原）

　隔離エゾシカ個体群を用いた適正個体群密度の
検証

　GPSテレメトリーによるエゾシカ大規模個体群
の空間利用の解明

森林生物研究G　ウア4a

森林生物研究G　ウア4a

林野庁（治山事業）

○森林生態系を重視した公共事業の導入手法調査
1導入手法】

8～17　佐々　　　北海道支所 ユウ！b

文部科学省（人・自然・地球共生プロジェクト）

○陸域生態系モデル作成のためのパラメタリゼー
ションに関する研究【陸域生態系モデル】

　冷温帯落葉広葉樹林生態系一大気問のCO。収支
の長期連続性、変動要因の解明とデータベース化

　森林土壌の炭素放出フラックスの測定とパラメ
タリゼーション

　森林林群落の吸収・放出炭素フラックスの測定
とパラメタリゼーション

　森林群落の成長動態に伴う炭素フラックスのパ
ラメタリゼーションと観測データの精度検証

ユ4～ユ8

14～ユ8

ユ4～ユ8

ユ4～18

中井　　　寒地環境保全研
　　　　　究G

田中（永）　CO。収支丁長

丸山　　　植物土壌系研究
　　　　　G

千葉　　　北海道

オイ2e2

オイ2e2

オイ2e2

オイ2e2

環境省（地球環境保全等試験研究費）

○透明かつ検証可能な手法による吸収源の評価に
関する研究【透明検証】

○帰化生物の影響排除による小笠原森林生態系の
復元研究

ユ3～！5　天野

ユ2～16　大河内

天然林択伐丁　エイ2a
長、森林育成研
究G

森林育成研究G　アウ1b
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研究課題名【課題略称】

○アンブレラ種であるオオタカを指標とした生物
多様性モニタリング手法の開発【アンブレラ】

○絶滅が危倶される希少樹種の生息域内保全に関
する基礎的研究【絶滅危倶】

期間　　主査等

ユ1～ユ4

ユ4～ユ6

　　　　　　　　実行課題
担当組織
　　　　　　　　との関係

尾崎　　森林生物研究
　　　　　G、森林育成研
　　　　　究G、北方林管
　　　　　理研究G

金指（あ）　森林育成研究G

アアユC

アウ2b

環境省（環境研究総合推進費）

○荒廃熱帯林のランドスケープレベルでのリハビ
リテーションに関する研究【荒廃熱帯林】

・プランテーションや荒廃草地などのナチュラル
フォレストコリドー導入に関する立地管理方法開
発

○京都議定書吸収源としての森林機能評価に関す
る研究【森林機能評価】

　リモートセンシングを活用したバイオマス手法
の開発

　森林土壌の炭素吸収量評価モデルの開発

ユ4～16小林

松本　　　植物土壌系研究
　　　　　G

14～ユ6　天野

鷹尾　　　北方林管理研究
　　　　　G

高橋（正）　植物土壌系研究
　　　　　G

オア2b2

オイ2c

オイ2g

淵へ挑玉ンκ㍑ス卿1生肝発中核

　東アジアの森林土壌におけるCH！、N・O収支の評
価に関する研究

○木質系バイオマス・エネルギーの利用技術及び
供給可能量の評価に関する研究【木質系バイオマ
ス】

　木質系バイオマス・エネルギー供給のシステム
化に関する研究

○地球温暖化対策のための京都議定書における国
際制度に関する政策的・法的研究【京都議定書】

　農村地域からの温室効果ガス排出量の制御可能
性とその効果の国際比較

12～ユ4

ユ2～14

！2～ユ4

石塚（成）　植物土壌系研究
　　　　　G

天野

久保山　　北方林管理研究
　　　　　G

天野　　　北方林管理研究
　　　　　G

オイ2g

オイ2c

エイ2b

政府外受託事業費

北海道環境科学研究センター（環境省…環境技術
開発等推進事業（実用化研究開発課題）の再委託
分）

○移入哺乳類排除システムの確立に関する研究
【移入哺乳類】

科学研究費補助金

○小笠原島喚の移入樹種の分布拡大メカニズムの
解明と森林保全管理手法の開発【小笠原島瞑】

○メキシコ・ブラジル産ステビア属の種分化【ス
テビア】

ユ3～ユ4　平川　　　北海道

ユ4～ユ7 石田（厚）　植物土壌系研究
　　　　　G

河原　　　森林育成研究G

アアユa

オイ3c

ユ7
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研究課題名【課題略称】 期問　　主査等

前田一歩財団（助成金）

○北海道における森林のCO。吸収量のマッピング　　　ユ4　田内
1マッピング】

　　　　　　　　実行課題
担当組織
　　　　　　　　との関係

針葉樹長伏期丁　オイ2a
長、森林育成研
究G

科学技術振興事業団（戦略的基礎研究推進事業）

○植生システム研究【植生システム】

○リモートセンシングによる温暖化ガスプラック
ス観測のスケールアップ【温暖化ガスプラック
ス】

10～15

ユO～ユ5

齋藤（昌）森林育成研究G

鷹尾　　　北方林管理研究
　　　　　G

オア2b

オイ2b
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皿．試験研究の概要

ユ．北海道支所における研究成果の概要

北方系森林の高度に自然力を活用した管理技術の確立

　北海道支所では、北方系森林の自然力を活用した管理技術を推進するために、北方系森林における天

然林及び人工林について、その質的及び量的な改善を図るための特性や機能の解明、資源の保続、保護

・管理技術の改善や地球規模での環境問題の研究を行っている。平成14年度における主要な研究成果

の概要は以下の通りである。

「森林の育成及び遺伝に関する研究分野」

　支所実験林内で、ササの被覆が幼木稚樹群集の動態に及ぼす影響を調べた結果、ササ密度の薄い調査

区では群集増加率がユエ6．1％と高いが、ササ密度の濃い調査区では94．3％と衰退傾向にあることが分かっ

た。また、景観の異なる森林（大面積森林、孤立林、都市林、農村防風林）について、ササの桿高・被

度・量と下層植生の種類及び種多様度には一〇．32～一〇．58と負の相関があることを示した。絶滅危倶種で

あるアポイカンバについてリボゾームDNA遺伝子問領域（ITS）の塩基配列を他のカバノキ属植物と比較

を行った結果、アポイカンバがダケカンバとヤチカンバの雑種に起源するか、ヤチカンバから分化した

後ITSに固有の派生形質を生じるまもなくダケカンバからの浸透交雑を受けたことが示された。適切な

森林の遺伝的管理範囲を知るためにDNAマーカーのユつであるRAPDマーカーを使ってトドマツの変異を

調べた結果、豊平川流域レベルで各集団は遺伝的に均質であり、ユつの管理区域と見なせることが分か
った。

「植物生理及び土壌に関する研究分野」

　窒素栄養条件と灌水頻度を変えてシラカンバ苗木を生育させて光合成能と光阻害感受性を調べた結果、

灌水停止後の土壌乾燥に伴って、栄養条件に関係なく光合成が低下した。CO、濃度（通常大気、

720ppm）及び窒素栄養条件を変えてケヤマハンノキ、ミズナラ、イタヤカエデの光合成特性を調べた結

果、イタヤカエデ成熟葉は窒素供給量にかかわらず高CO。濃度で光合成活性が低下した。また、ケヤマ

ハンノキは窒素供給量が少ない場合でも高CO。濃度下で光合成速度を比較的高く維持することが分かっ

た。新規造林、再造林、森林伐採などが土壌炭素蓄積に与える影響についての調査事例を分析した結果、

長期問農耕地として使用してきた土地に新規植林した場合、土壌炭素は増加するケースが多かった。一

方、森林を伐採して農地に転換した場合、土壌炭素は減少するケースが多かった。

「寒地の環境保全に関する研究分野」

　羊ヶ丘実験林の広葉樹二次林において、2000．2001．2002年のCO。フラックスの季節変化を相互比較

した結果、消雪時期は正味吸収日射量と地温を介して開葉期早遅とCO、吸収の本格的開始時期に大きく

影響すること、夏の異常高温時における正味のCO。吸収量の減少、秋の気温と日照条件が落葉時期を介

してCO。吸収から放出側へのタイミングにかかわること等が認められた。定山渓水文試験地の観測結果

から年間水流出の半分以上が積雪を起源とすることが推定でき、水源酒養の観点から積雪が重要である

ことが分かった。

「森林生物に関する研究分野」

　スズメバチ類による死傷事故を防止するため、野幌森林公園等4カ所でベイトトラップ調査を行った

結果、種類別の増減傾向及び北海道産コガクスズメバチにもスズメバチネジレバネが寄生していること

を明らかにした。オオタカの行動圏を推定するため、小型電波発信機を雄ユ8羽、雌9羽に装着し観測し

た結果、雄ではユ5．2㎞2、雌では27．ユ㎞2の平均行動圏をもつことが分った。エゾヤチネズミの免疫関連

遺伝子の多様性を調べるため、根室半島内2カ所にO．5haの試験地を設け5，8、ユO月にユ54個体を捕獲

し、DNAを抽出した。その結果、すべてのプライマーのセットで増幅できない対立遺伝子があることを

示した。自動撮影調査において、寄せ具の使用がコウモリの撮影頻度を高めることを明らかにした。
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「北方系森林の管理方法に関する研究分野」

　奥定山渓国有林の大林者の実態把握のため、2カ所の林道に自動カウンター（Trail　Tra舖。　Counter）

を設置して調査した結果、大林者は季節、曜日、天候等によって大きく異なること、林道毎に大林者の

傾向が異なることが明らかになった。ロシア極東及びシベリア地域での1998年以降の木材伐採の動向を

調査した結果、木材貿易の自由化が違法伐採を助長しないよう、ロシア国内の対策はもとより関係諸国

と連携した国際的な対策の必要性がわかった。浦幌町森林組合の経営収支を調査した結果、収入の内補

助金が占める比率は87％と高く、カラマツ林造成に補助金が大きな役割を果たしている事が分かった。
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2．研究チームの試験研究概要

アンブレラ種担当チーム

研究課題名：アンブレラ種であるオオタカを指標とした生物多様性モニタリング手法の開発

予算区分：公害防止（環境省受託費）

研究期間：平成1ユ年度～平成ユ4年度（ユ999～2002）

課題担当者：尾崎　研一、工藤　琢磨、磯野　昌弘、河原　孝行、佐山　勝彦、鷹尾　　元、

　　　　　　松岡　　茂

［研究目的と背景］

　近年、里山に代表される二次的自然の保全が重

要となっている。二次的自然においては、森林や

草地等の個々の環境が分断化されモザイク状に配

置されているため、生物多様性の保全には、異な

る環境の組み合わせを広域的つまり景観レベルで

考慮する必要がある。しかし、生物多様性の広域

的な把握には多大な労力がかかるため、簡便なモ

ニタリング手法が求められている。

　二次的自然を代表する希少種であるオオタカは、

一千ha以上にも及ぶ広い範囲の中に、森林や草地

などの異なる環境がセットで保全されていないと

生息することができない。つまりオオタカは、個

々の環境だけでなく、それらが組み合わされた広

域的な環境構成の指標となることが出来る。さら

に、オオタカは、特定の生息環境を広い面積必要

とするため、その種を保全することが、他の多く

の種の保全につながる「アンブレラ種」、つまり

広域的な生物多様性の指標とされ、里山の豊かな

自然の指標とされている。しかし、具体的にオオ

タカがどのような環境構成を必要とし、生物多様

性のどのような指標となるかは解明されていない。

本研究では、まず、オオタカの生息に必要な環境

構成を明らかにする。そして、オオタカが生物多

様性のどのような指標になるかを調べ、オオタカ

を指標とした生物多様性モニタリング手法を開発

することを目的とする。

［成果の概要］

1）オオタカの生息環境構成

　北海道中央部に面積約ユ，600㎞2の調査地を設定

し、その内部を森林、開放地（水田、畑等）、水

面、市街地（都市、宅地等）に区分した。次に、

国内で初めてオオタカの効率的な捕獲法を開発し、

32個体のオオタカを捕獲した。捕獲した18個体の

雄の平均行動圏面積は1ユOOhaであった。行動圏内

の森林率は5～90％までの大きな変異を示したが、

市街地率は最大でも10％にすぎなかった。オオタ

カは、主に、水田や畑等の開放地の中に防風林が

点在する農耕地帯に生息していた。行動圏内の平

均森林率は20％以下であるにもかかわらず、オオ

タカは約70％の時間を森林内で過ごした。また、

開放地にいた場合でも、その80％は林縁から200m

以内の範囲で観察され、オオタカは森林に依存し

て生息していることが示された。これまでの研究

ではオオタカは森林性の鳥だとされており、森林

率がユO％以下の場所に生息した例は国内外を通し

てこれが初めてである。そのため、本結果は、今

後オオタカの保全方策を策定する上で重要な知見

となる。

　オオタカの生息に影響すると考えられる12の環

境要因を行動圏内と行動圏外で比較した結果、オ

オタカの行動圏内の環境構成には、①開放地率が

高く、水面率と市街地率が低い、②林縁長、特に

開放地と接する林縁長が長い、③平坦であるとい

う特徴があった。次に、これらの環境要因を用い

てステップワイズ・ロジスティック回帰分析を行

った結果、水面率、傾斜値、林縁から200m以内の

開放地率、林縁から200m以上内部の森林率という

4つの要因を用いた生息確率モデルが得られた。

このモデルを用いて調査地全域のオオタカの生息

確率を推定した結果、生息確率がO．5以上の地点

は、実際の行動圏の分布にほぼ一致しており、こ

のモデルにより84％の精度でオオタカの生息状況

を推定できた。以上の結果より、オオタカが指標

となる広域的な環境構成が示されるとともに、こ

のモデルを用いて、調査地内をオオタカの生息適

地と不適地に区分することが可能となった。

2）オオタカの営巣環境

　調査地内で繁殖した30つがいのオオタカについ

て、その営巣環境を調査した。営巣林の外分構造

を、近隣の非営巣林と比較した結果、平均胸高直

径、平均樹高、立木密度には有意差がなかった。

一方、巣の周辺の最小立木密度は営巣林の方が有

意に低かったが、これは、周辺に開放空間があり、

巣への進入が容易な杯分をオオタカが好むからだ

と考えられた。また、営巣木としては6種の樹種

が利用された。営巣木としては営巣林の中で平均
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より大きな木が選ばれていた。しかし、営巣が可

能なサイズの木は、非営巣林にも存在したため、

木のサイズが原因で営巣林が選択されたとは考え

られなかった。以上の結果より、本調査地におい

て、営巣林の杯分構造は、近隣の非営巣林のそれ

とは大きな違いがないことが示された。また、オ

オタカの営巣木となりうる樹種及びサイズの木は

調査地内に豊富にあるため、営巣木の有無が生息

の制限要因とはなっていないと考えられた。

　オオタカが繁殖期問中に巣に運び込んだ餌をカ

メラシステムを用いて調査した。オオタカの雄は

1回の繁殖につき、平均269個、ユ9．9kgの餌を巣

に運び、雛と母鳥に与えた。餌となった動物は鳥

類23種と哺乳類6種であった。餌の個数でみると

鳥類が全体の90％以上を占め、その中でも小型の

鳥類が45％と最も大きな割合を占めた。一方、餌

の重量でみると大型の鳥類が全体の56％と最も大

きな割合を占めた。

3）オオタカのアンブレラ種としての機能

　二次的自然を代表する生物群として鳥類、蝶類、

地表性甲虫類、植物を選んだ。そして調査地全域

から多数の森林を調査地点として選び、各調査地

点でこれらの生物群の種多様性を調査した。その

結果、鳥類では53種、蝶類では70種、地表性甲虫

類では67種、林床植物（在来種に限る）では268

種が記録された。

　まず、オオタカの生息の有無を生物多様性の指

標とするために、各調査地点をオオタカの行動圏

内の地点と行動圏外の地点に区分し、両者の問で

各生物群の種多様性を比較した。その結果、いず

れの生物群においても、地点あたりの種数は行動

圏内と行動圏外の地点で有意差がなかった。この

ことはオオタカの生息が、地域の生物多様性のホ

ットスポットの指標とはならないことを示してい

る。同様に、地点あたりの多様度指数と総個体数

にも有意差はなかった。しかし、鳥類の中でオオ

タカの餌となる種の合計個体数は行動圏内で有意

に高く、オオタカの生息場所では餌となる鳥類の

個体数が多いことが示された。次に、オオタカの

生息に適した環境構成を生物多様性の指標とする

ために、生息確率モデルによるオオタカの生息適

地と不適地の区分を用いて、各調査地点の種多様

性を比較した。その結果、いずれの生物群におい

ても、地点あたりの種数、多様度指数、総個体数

はオオタカの生息適地と不適地で有意差がなかっ

た。また、オオタカの餌となる鳥類の合計個体数

にも有意差はなかった。以上の傾向は、都市部の

調査地点を除いた場合にも、農耕地帯にある調査

地点に限定した場合にも同様であった。

　オオタカの生息場所に特徴的な生物種を抽出す

るため、4地点以上に出現した種について行動圏

内及び行動圏外における指標値を求めた。指標値

は各区分における出現個体数と出現地点数の両方

を考慮するため、個体数や地点数だけの解析より

もその区分の指標となる生物種の抽出に適してい

る。その結果、指標値が行動圏内で有意に高かっ

た種は鳥類で6種、蝶類でユ種、地表性甲虫類で

3種、植物で3種にすぎなかった。同様の方法に

より生息適地と不適地における指標値を求めた場

合においても、指標値がオオタカの生息適地で有

意に高かった種は鳥類で3種、蝶類で4種、地表

性甲虫類で2種、植物でO種にすぎなかった。

　本研究の結果により、オオタカは、約1000haに

及ぶ広い範囲の中に、森林や開放地等が特定の組

み合わせで配置されている場所に生息することが

明らかとなった。このことを利用して、オオタカ

を広域的な環境構成の指標とすることが可能であ

る。特に、オオタカは市街地率が10％以上の場所

には生息しなかったため、その生息により周辺環

境の都市化がモニタリング可能である。しかし、

オオタカの生息の有無、または生息に適した環境

構成は、森林に生息する他の生物群の種数の高い

場所の指標とはならなかった。これは、オオタカ

の生息場所もしくは生息環境を、他の場所に優先

して守ることが、その地域の種多様性全体の保全

に有効とは限らないこと示している。また、個々

の生物種についてみると、オオタカの生息場所で

指標されるものとして4つの生物群から計ユ3種が、

オオタカの生息適地で指標されるものとして計9

種が抽出された。これらの種は、この地域におい

て、オオタカを指標としてモニタリングできると

考えられる。オオタカで指標される種が少なかっ

た原因としては、オオタカの生息が水面率、傾斜

値、林縁から200m以内の開放地率、林縁から200m

以上内部の森林率という4つの異なった環境要因

に影響されるために、生息に必要な環境構成がオ

オタカに特有なものとなり、他の生物と共通では

なかったことが考えられる。以上の結果より、オ

オタカは、「その種を保全することが、他の多く

の種の保全につながる」アンブレラ種として向い

ていないと考えられる。
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天然林択伐担当チーム

研究課題名：択伐を主とした天然林の施業・管理技術の高度化

予算区分：一般研究費
研究期問：平成ユ3年度～平成！7年度（200ユ～2005）

課題担当者：石橋　　聡、佐々木尚三、鷹尾　　元、高橋　正義、阿部

　　　　　　松岡　　茂、山口　岳広

真、酒井　佳美、

［研究目的と背景］

　1）天然林択伐による生態系への影響等を解明

するために新たに共用試験地として設定する幾寅

天然林択伐試験地の択伐前の杯分状況を把握する

とともに、この調査結果を用いて元国有林試験地

である当株分47年間の動態及び枯死木の実態を把

握し、無施業天然林の動態を明らかにする。

　2）北方林の立木の三次元構造とその夏冬の二

方向性反射の因果関係を明らかにするために、近

接リモートセンシングと地上調査による杯分の精

密測定を行う。

　3）森林性鳥類の種類数について同時多地点で

の調査や調査省力化のために、録音機器を用いた

インベントリ手法を開発する。

　4）長期間の分解による材の分解過程を明らか

にすることを目的に、枯死の履歴がある倒木を用

いて、分解期問の異なる材の分解速度を測定する。

た。本林分内では、枯死により生まれた比較的新

しい倒木が多くみられるものの古い倒木は少なく、

そのため倒木更新は散見される程度である。一方、

現存する針葉樹は列状に並んだものが多く倒木更

新由来と思われる。これらのことから、本林分は

エゾマツを主体にみれば、風倒等による跡に一斉

更新し成立した株分が、株分の推移過程の中の成

熟期を経て退行期に入ってきていると考えられる。

そのため、今後は現在残っているエゾマツやトド

マツ大径木の枯死が続き、徐々に広葉樹を主体に

トドマツ、エゾマツを混交した杯分に変化してい

くことが予想される。

表一1出現樹種（2002年）

［成果の概要］

　ユ）北海道森林管理局旭川分局上川南部森林管

理署内の旧固定成長量試験地（1．Oha）において

調査中断後25年ぶりに幾寅天然林択伐試験地とし

て再設定を行い、胸高直径および樹高を調査して

杯分の現況およびユ955年の設定後47年間にわたる

森林動態を解析した。また、調査が中断していた

ユ970年から2002年までの32年間に発生した枯死木

の状態を調査した。

　その結果、幾寅天然林択伐試験地の現況は、立

木本数505本／ha、蓄積440m3／haであり、立木本

数、蓄積ともエゾマツが最も多かった（表一1）。

47年間の蓄積の推移はほぼ横這い傾向だったが、

立木本数は小径木が増加したため増加傾向を示し

ていた（図一ユ）。組成長量と枯損量について47

年間をトータルでみると、ほぼ組成長量と枯損量

が釣り合った状態、すなわち純成長量がほぼOに

近い状態（O．54m3／ha・yr）であり、このことが

蓄積の横這い傾向につながっている。47年間の樹

種構成の変化をみると、エゾマツ、トドマツは大

径木を主体に次々と枯れて減少する一方、広葉樹

はトドマツ、エゾマツが枯れたギャップに天然更

新しシナノキ、イタヤカエデを主体に増加してい

樹種 立木本数　％　　蓄積（m3）　％

　エゾマツ

　トドマツ

　シナノキ

　ヤチダモ

ウタ“イカン’、“

エゾイタヤ

シウリサ“クラ

　キハダ

　パリキ“リ

コシアブラ

ミヤマサ“クラ

　オヒョウ

ナナカマド

オカ“ラバ“ナ

ノリウツギ

ハウチワカエデ“

　タラノキ

　ミス“ナラ

127

75

96

38

　5
43

52

　7

　7

　7

　8

　2
11

12

　8

　5

　1

　1

25，1

14，9

19．0

7．5

1．0

8，5

10．3

1．4

1．4

1．4

1．6

0．4

2．2

2．4

1．6

1．0

0．2

0．2

277．53

85．49

40．11

10，22

　9，97

　7，90

　3，18

　2，88

　1，21

　0159

　0，30

　0，24

　0，21

　0，15

　0，12

　0，10

　0，06

　0．03

63，0

19．4

9．1

2．3

2．3

1．8

0．7

0．7

0．3

0．1

0．1

0．1

0．0

0．0

0．0

0．0

0，0

0．0

合計　　　　505 440．29

注）胸高直径5㎝似．ヒ
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図一1　蓄積と立木本数の推移

　次に、ユ970年から2002年の32年間に発生した胸

高直径30cm以上の枯死木の現在の状態を調べた。

枯死木本数51本のうち、振返り木は8本で16％を

占めていた。また、立枯れ木は6本でユ2％を占め

ているが、これらは最近枯れたものと判断でき、

いずれは幹折れによって倒れる可能性が高い。5ユ

本の樹種別内訳はエゾマツ23本、トドマツユ3本、

イタヤカエデユ本でエゾマツが多かった。

　2）苫小牧国有林内において、千葉大学環境リ

モートセンシングセンターのラジコンヘリコプタ

ーを用いた近接リモートセンシングにより、夏季

　（若葉期）および冬季（落葉・積雪期）に、樹冠

の形状、分光反射率、分光反射率の二方向性分布

を計測した。計測対象林分の立木について、その

位置、樹種、サイズを計測した。また、参考資料

として航空機LIDARによる林冠高推定値を用いた。

夏季観測は7月、冬季観測はユ月に行った。

　その結果、夏季のラジコンヘリコプターによる

空中写真モザイクにより立木位置図を作成した。

これと、地上調査により立木位置図とを突合した

ところ、上層木（各プロット最高樹高約ユ8m～

約ユ2mの針広立木）については位置、樹種が正し

く判読された。また、航空機LIDARによる地図座

標つき林冠高と地上調査樹高およびギャップ分布

を突合することにより、正確な地図座標が与えら

れた。

　3）北海道農業研究センターの落葉広葉樹林に

ユ2haの調査地を設定し、5月中下旬の早朝に鳥類

のラインセンサスと機器（ポータブルMD録音機）

による音声録音を行った。ラインセンサスは、調

査者による偏りを避けるため、調査地での調査が

初めての調査員に依頼し、two－be1ts法で6回

（ユ回約2時間）行った。また、録音は延べ26回

（ユ回80分）行った。

　その結果、ラインセンサスでは33種、録音で

は38種の鳥類が記録され、このうち27種が共

通していた。識別できなかったキツツキ類をのぞ

くと、各手法でのみ記録された種は観察頻度の低

い種であり、両手法での記録時間をさらに増加さ

せることで記録されることが予想される種であっ

た。これらの点から、録音によるデータ取得でも、

録音機設置場所周辺の鳥の種類の記録は可能であ

ると考えられた。また、ラインセンサスも録音に

よる記録でも、時間経過に伴う種類数の増加は、

最初は急激な立ち上がりを示すが、次第に上昇率

が小さくなる傾向がみられた。次に、ラインセン

サスで得られた記録種類数を目標として、録音デ

ータから効率的に種類数を数え上げる方法を検討

した。その結果、録音場所については、今回の調

査範囲程度では、場所を頻繁に変えても、あるい

は同じ場所で数日間の録音を続けても、記録され

る種類数に違いは認められなかった。また、録音

時間に関して数値実験を行った結果、サンプリン

グ時間を短くしたほうが、効率的に種類数を数え

上げられることが判明した。録音による種類数記

録の長所は、調査者が毎回現場に行かなくてもよ

い、同時多点で記録可能、夜間あるいは危険動物

の活動時間帯にも安易に記録可能、調査者の条件

を一定レベル以上にできる、データ保存による再

検査が可能であるなどである。一方、短所として

は、解析には録音時間と同等以上の時間がかかる、

鳴かない種は記録されない、種の確定が困難な場

合があるなどがあげられるが、これらの点に注意

すれば本インベントリ手法は十分実用可能である。

　4）幾寅天然林択伐試験地において、Graham
（1982）による分解度の定義を用いて、枯死後30

～40年以上経過した倒木の分解度調査を行った。

　その結果、この試験地の毎本調査履歴からもっ

とも古いものではユ955年、新しいものではユ966～

1970年に倒れたエゾマツとトドマツ倒木を同定で

きた。ユ955～ユ96ユ年に倒れたエゾマツとトドマツ

の分解度は主に3に相当した。また、同じ年代の

倒木でも、心材部の腐朽が辺材よりも進んでいた

倒木は、Ao層に埋まって形も崩れ、さらにユm以

上の高さの実生も存在し分解度4に近い状態であ

った。ユ966～1970年に倒れた倒木は分解度2に相

当した。
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針葉樹長伏期担当チーム

研究課題名：北方林の長伏期化に伴う森林管理システムの構築

予算区分：一般研究費
研究期問：平成13年度～平成ユ7年度（200ユ～2005）

課題担当者：田内　裕之、今川　一志、田中　永晴、山口　岳広、石橋

　　　　　　佐々木尚三、松崎　智徳、宇都木　玄

［研究目的と背景］

　近年の林業を取り巻く社会経済的条件、森林に

対する環境保全・水土保全などの役割重視等のた

め長伏期施業が推進されている。しかし、長伏期

化に伴う生産性・経済性に関しては、地域性を考

慮した評価がなされておらず、行政および森林所

有者から管理手法の確立が要望されている。

　現行の人工林の管理手法は、大部分が本州のそ

れを模倣したものであり、北方針葉樹の凍裂害や

腐朽害など北方寒冷林業地帯に特有の問題を回避

する手法が確立していない。また、植栽木の高齢

級化に伴って、上記被害の増加が懸念されている

が、その実態は殆ど解っていない。一方、長伏期

化による森林（林内）環境の変化が解明されてお

らず、公益的機能や生産量に関して、長伏期経営

を行うメリット、デメリットが明らかにされてい

ない。更に、経営指針の元になる収穫予想などの

基礎データが不備であるため、長伏期化に伴うこ

れらの要因の早期解明・解決を図ったうえで、的

確な経営モデルの構築が期待されている。

［成果の概要コ

　本課題は、長伏期化に伴う立地変化の解明（立

地変化）、立木被害の機構（被害機構）、成長予

測と経営評価の解明（予測評価）の3テーマに分

類し、本年度は以下のような研究を行った。

　ユ）立地変化：毎本調査、林内（下層）の植生

　現存量調査、光環境調査、土壌調査、凍裂調査

を行った。現存量については光環境・施業履歴と

の関係について解析を行った。土壌試料は化学性

の分析を行った。高性能林業機械を利用した間伐

による立木被害や環境変化づいて、聞き取り調査

等を行った。

　2）被害機構：凍裂については上記現地調査デ

ータと全道調査データを用いて、林齢と凍裂との

関係を解析した。カラマツ高齢林において伐採後

の間伐株分を調査し、本数被害率および腐朽断面

積比率（総代根断面積に対する伐板面での総腐朽

断面積の比率）などを明らかにした。

　3）予測評価：国有林においてカラマツ人工林

データを収集した。また、東京大学北海道演習林

聡、駒木　貴彰、

において95年生林分の調査を行い、収穫表改訂の

基礎資料として解析した。十勝地域の森林組合を

対象にカラマツ造林・保育に関わる収支を調査・

分析した。

これらの研究によって得られた結果は、

　1）立地変化：下層植生現存量は林齢の増大と

ともに増加したが、立木密度が1OOO本ha！以上で

は、O．5ton．ha■1を超える下層植生は存在しなかっ

た（図一1）。一方、立木密度がユOOO本ha■1以下

である50年生以上の外分では、最終施業後の経過

年数が大きい杯分ほど下層植生現存量が大きい傾

向にあった。50年生以上の低木層現存量の急激な

増大傾向の理由として、下層植生は光条件に合わ

せて葉面積をある程度まで増大させ、その後施業

の無い間に非同化部位の現存量を増加させること、

また高密度区では少ない生育空間と低い光環境条

件の影響で、下層植生は現存量を増大させること

ができないことが示された。施業後の時間を考慮

すれば、より精度の高い現存量推定モデルが構築

できることが示唆された。表層土壌中の全炭素・

窒素の含有率は、林齢40年までは減少しその後80

年までは増加する傾向を示した。交換性塩基では、

最表層は増加傾向であったが、深さ20～25cmでは

減少傾向となり、表層への蓄積が見られた。これ

らの関係は、土壌変化モデルのパラメータ設定

（次年度計画）に有効である。

　機械作業のインパクトを明らかにするためには、

間伐効果と列問幅の関係を明らかにすること、幅

を小さくする作業方法や機械の開発が不可欠であ

る事がわかった。次年度現地調査を行なうときの

調査項目が明らかになった。

　2）被害機構：全道調査から人工林、天然林あ

わせて259杯分において林齢と凍裂木の出現割合

の関係を見ると、40年生以上から凍裂が現れ、70

年生を過ぎるとほとんどの杯分で凍裂が認められ

た（図一2）。70年生以上の杯分では凍裂木の割

合が40％から20％の問で推移した。また、予備解

析では標高に伴って凍裂の割合が高くなる傾向が

見られ、多変量的な立地環境との関係解析が必要

であることが解ってきた。カラマツの腐朽に関す

る伐根調査から、本数被害率と腐朽面積比卒の問
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図一2　トドマツ林の林蛉と凍裂木の出現割合

には正の相関関係があることが明らかになった。

伐根調査のデータをみると、多くの調査杯分では

比較的ランダムに腐朽木が出現するため20～30本

ほど調査を行うと本数被害率の変動は落ち着いて

くるが、腐朽木が集中して分布しており急激な被

害率の変動を示す調査杯分もあった。これは、同

一林分内でも微地形などの要因による被害の差が

大きい可能性を示すものであった。

　3）予測評価．：すでに調査を終了した北海道森

林管理局の日高地方と北見分局管内のデータを既

存の地位指数曲線にあてはめると、全般的に上位

に位置し成長が良いことがわかった。このことよ

り、現在の収穫表より高い精度のものが得られる

（来年度成果）予定である。なお、その研究は国

有林・道と連携して行なっている。十勝地域の浦

幌町森林組合を対象に、カラマツ造林及び育林の

1ha当たり収支を調査レた。1ha当たり2，500本

植栽の造林事業の収支を見ると、30年生で造林

経費184千円に対し、収入は225千円（内補助金

135千円）であった。別の資料を加味すると、カ

ラマツ林造成後40年間（主伐時点まで）の総収入

は260万円が見込まれるが、補助金の占める割合

が高く、期間別では造林（更新）初期の経費（支

出）が格段に多い。長伏期施業を行った際も同様

な収支バランスになるかどうかの分析基礎資料が

揃ってきた。
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CO。収支担当チーム

研究課題名：森林におけるCO・収支の総合評価

予算区分：CO・収支（技術会議受託費）

研究期問：平成1ユ年度～平成ユ4（13）年度（ユ999～2002）

課題担当者：田内　裕之、宇都木　玄、丸山　　温、北尾　光俊、飛田

　　　　　　北村　兼三、鈴木　　覚、石塚　成宏、酒井　寿夫、酒井

博順、中井裕一郎、

佳美、田中　永晴

［研究目的と背景］

　大気中のC0・濃度の上昇が明らかになり、地球

温暖化の顕在化が懸念されている。地球温暖化は

人類の生活や経済活動に重大な影響を及ぼし、地

球環境の大きな変化をもたらすことが予想される。

このためC0。吸収・固定のメカニズムを明らかに

し、その評価を行うことが求められている。京都

議定書において各国のCO・肖1」減割当量の達成に吸

収源の吸収量を利用する仕組みが取り入れられた。

しかしながら、陸域生態系の炭素循環に関する科

学的知見や吸収源による吸収量推定の技術が未熟

な現状では、吸収源の取り扱いと吸収量の評価に

ついて、様々な問題点が残されており、今後さら

に吸収源に関する議定書の解釈、吸収量算定の方

法論を中心として国際交渉が継続される予定であ

る。このため、京都議定書の有効性が検証できる、

吸収源のより正確な国際的評価システムの確立が

求められている。したがって、森林のCO吸収・

固定に関する科学的データを蓄積し、国際的な検

討に反映させることが必要である。

　本課題では、北方林を中心にバイオマス量と林

地生産力および土壌炭素貯留量を評価し、主要樹

種の光合成・呼吸特性測定、大気一森林C0・フラ

ックス観測、土壌の有機物分解や土壌呼吸量の測

定をすることによって、森林生態系における、

C0。の吸収・固定とその変動機構の解明に資する

事を目的とする。

［成果の概要コ

　ユ）北方系落葉広葉樹林における大気一森林系

C0。フラックスの解明

　北海道支所実験林内のシラカンバ、ミズナラ、

シナノキ等からなる落葉広葉樹林に観測タワーを

設置し、微気象学的手法によって森林と大気の間

のCO。フラックスを3年半にわたり連続観測し、

森林群落と大気のCO。交換量（NEE）を算出した。NE

Eの日変化・季節変化、年々変動量とその影響要

因を解析した。C0。の吸収（NEEが負になる時）は5

月、樹木のLAIが1を超えた付近から始まり、7

月にピークに達した後漸減し、秋期LAIが3以下

に急激に低下すると同時に終了し、CO。放出に転

じた。日々のNEEは日射量の変化に鋭敏に応答し

て増減し、夏期であってもCO・放出となる日があ

った。

　NEEが吸収となる開始時期は2000，200ユ、2002

年の順に早くなった。これは積雪が無くなる時期

の早い年ほど樹木の開葉が早かったためである。

生態系呼吸量を地温の関数として表現すると、そ

の年周期変化には明らかなヒステリシスが存在し

た。一年間の正味のCO吸収量は年によって差が

った。これは生態系呼吸量の違いによるもので、

温度や積雪の違いが生態系呼吸量に影響している

ためと考えられた。これらの結果から、成熟した

シラカンバを主とした森林においても十分なCO。

吸収能力があることがわかった。

　2）微細環境が光合成・呼吸特性に与える影響

の解明

　光環境、CO。濃度に対する光合成・呼吸特性を

明らかにするために、主要落葉広葉樹2～3年生

ポット苗を用い、光環境を変化させたり、C0。濃

度を360pPmと720pPmに制御した条件で、葉の光合

成・呼吸特性を調べた。また、一部の苗では、窒

素施肥量を制限して栄養条件が光合成に与える影

響を調べた。

　光合成能の目安なるC0。飽和の光合成速度は庇

陰下の弱い光環境で低下が認められた。シラカン

バは庇陰下から裸地に移した苗が強光に速やかに

順化していたが、ヤチダモやシナノキには順化に

遅れが見られた。

　光合成速度は大気CO。濃度によって左右され、

CO。濃度が高いほど光合成速度は高かった。ブナ

やケヤマハンノキではCO。濃度と光光合成速度の

関係は生育時のCO。濃度の影響を受けていなかっ

た。しかし、シラカンバ、ミズナラ、イタヤカエ

デ、カラマツでは720ppmの高C0。濃度条件下で育

てた場合、360ppmで育てた苗と比べて同じCO。濃

度に対する光合成速度は低く（ダウンレギュレー

ション）、生育時のC0。濃度条件下での光合成速度

はCO処理問で差がなかった。成熟葉の光合成速

度に対するCO。濃度と窒素供給量の影響は樹立に

より異なり、イタヤカエデでは窒素供給量にかか

わらず、高CO。の光合成活性が低下し、生育時と
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同じCO。濃度下の光合成速度はCO。処理問で差がな

かった。ミズナラでは窒素供給量が多い場合に、

光合成活性のダウンレギュレーションが遅い傾向

が認められた。ケヤマハンノキは窒素固定能を持

つことから、窒素供給量が少ない場合でも高CO。

濃度下で光合成速度を比較的高く維持していた。

これらのことから、大気中のCO。濃度が上昇した

場合、ブナとケヤマハンノキでは光合成速度上昇

が予測されるが、シラカンバ、ミズナラ、イタヤ

カエデ、カラマツでは変化しないと考えられる。

　3）枯死木や根株の腐朽分解によるCO。放出量

の評価

　枯死木や倒木などの炭素貯留能を評価するため

に、アカエゾマツ、トドマツ、カラマツ、シラカ

ンバ、ミズナラの丸太材を用いて初期の分解速度

を推定した。分解が最も速かったものはシラカン

バで（分解定数は、O．25～O．27）、次いでミズナラ

（O．07～O．ユ3）、カラマツ（O．046）、トドマツ

（O．043）となった。アカエゾマツは2年5ヵ月後

に残存率がユ．OOであった。広葉樹の方が針葉樹に

比べて分解が速く、また、広葉樹二種問の分解速

度の差は大きかった。

　4）主要林相における土壌呼吸特性の解明

　日本の森林土壌から放出されるCO。総量を算出

するため、日本の主要林相からのCO。放出速度を

実測するとともに、放出速度と各種土壌パラメー

ターとの関係を明らかにした。全国ユ2箇所でフラ

ックス観測を行った。土壌呼吸量は地温と強い正

の相関を示し、5cmの地温とフラックス値の問に

は指数関数的な関係があった。しかし、同じ温度

であれば年間積算地温が少ない地点ほどCO。放出

速度は高く、年間発生量は沖縄を除いて概ね北に

いくほど大きくなった。また、標高別では、標高

が高くなるほど年間発生量が少なくなる傾向が認

められた。土壌円筒試料を培養し、土壌有機物分

解による年間CO。放出量を推定した結果、北に行

くほど土壌有機物分解以外からのC〇二生成量、つ

まり、Ao層分解と根の呼吸によって放出される

CO。が増加した。沖縄を除く関東以西ではAo層分

解と根の呼吸によるCO。生成量はほぼ一定である

のに対し、東北・北海道では北に行くほど大きく

なるため土壌呼吸量が大きくなることが分かった。

また、土壌有機物分解由来のCO。発生量と土壌分

析値との関係を解析したところ、微生物活性や微

生物の生活環境にかかわるパラメーター群と有意

な関係が認められた。

　5）北海道における森林の炭素吸収量

　現存植生データセットを基礎に、地形データ

　（国土地理院）、気象データ（気象庁）、光デー

タ（農環研・森林総研）、立地データ（森林総

研）等のデータセットを活用して、北海道の森林

別年間炭素吸収能力を計算した。さらに、主要な

樹種の現存量を推定し、土壌中の炭素蓄積量の推

定値と併せて、北海道の森林が貯留している炭素

量を算出した。

　6）森林群落の吸収・放出炭素フラックスの測

定とパラメタリゼーション

　フラックス観測タワーによりシラカンバ、シナ

ノキ、ミズナラ、ハリギリの樹冠部にアクセスし、

8月29日から3ユ日の3日間、携帯型光合成蒸散測

定装置（LI－6400，Li－Cor）を用いて、光合成速

度、気孔コンダクタンス、蒸散速度と葉面の気象

環境の日変化を測定した。林冠上部の葉を各樹種

5枚づつ、夜明け前から日没までO．5～ユ時間間隔

で測定した。

　その結果、シラカンバの場合、気孔コンダクタ

ンス（gS）は光強度の影響をほとんど受けていない

こと、またgsは大気水蒸気胞差（VPD）の上昇によ

って低下したが、光合成速度（Pn）の制限になるほ

どではなく、光合成は主として光強度に依存して

いる傾向が見いだされた。一方ミズナラでは、gS

は光強度の上昇に伴って上昇し光合成有効放射束

密度（PPFD）500μmo1／m2／s程度で飽和し、gsは

VPDの影響をほとんど受けていなかった。ミズナ

ラの光合成は、弱光下では光強度に、強光下では

gSに依存する傾向が見られた。また、シナノキの

gsはシラカンバと同様にVPDの上昇によって低下

したが、シナノキのPnは光強度が十分でもgsによ

って大きく左右されており、夏期の日中にVPDの

高い上昇によって気孔閉鎖を起こしてPnが大きく

低下する現象が見られた。ハリギリのPnは光強度

とgsと強い関係を持つが、9sに対するVPDの影響

は小さく、日中の光合成は主に光強度で制御され

ていると考えられた。
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森林国際基準担当チーム

研究課題名：国際的基準に基づいた生物多様性及び森林の健全性評価手法の開発

予算区分：国際共同（技術会議受託費）

研究期間：平成ユ2年度～平成ユ6年度（1999～2002）

課題担当者：田内　裕之、河原　孝行、田中　永晴、酒井　寿夫、松崎　智徳、阿部　　真、

　　　　　　鷹尾　　元、高橋　正義、山口　岳広、丸山　　温、坂本　泰明

［研究目的と背景］

　持続可能な森林経営を示すための基準・指標

（モントリオールプロセス）のうち、特に「生物

多様性」及び「森林の健全性」の基準に関しては、

その客観的指標化が非常に困難となっている。そ

こで国際的視点に立った科学的根拠を有する指標

化のために、海外研究機関との共同研究を通じて

ノウハウを集積し、我が国をはじめ環太平洋の寒

・温帯林の持続可能な森林経営に寄与する必要が

ある。このようなことから環太平洋諸国研究機関

と共同し、国際的基準に基づいた指標を得るため、

生物多様性に及ぼす森林の組成・構造の評価手法、

及び森林の健全性の評価手法を開発することを目

的としている。

［成果の概要］

　奥定山渓流域において、毎木および植生調査し

た55地点についての種多様性や植生構造を解析し

た。更新補助作業法の違いにより地がき処理区、

植栽区、非更新補助作業区、無施業区の4つの施

業形態に分け人為撹乱の影響についての解析をし

た。　多変量解析（DCA法）によると更新補助作業

法によって植生構造に違いがあることが解った。

また、別の多変量解析（CCA法）によると木本種

やツル植物の出現が自然環境では標高によって変

化するものの、更新補助作業による出現種の違い

が顕著であった。例えば、ヤナギ類、タラノキ、

カンバ類は地表処理区に高い優占度で出現し、ミ

ズナラ、カエデ類は植栽区に出現した。多様性に

関しては、更新補助作業問で多様度指数に違いが

認められ、それは2m以上の群集で顕著であった。

　奥定山渓、簾舞、羊ヶ丘地域のトドマツ集団に

ついて、RAPD（Random1yAmplifiedPolymorphic

DNA）法による遺伝的変異を調査した。また、シミ

ュレーションにより択伐率を変えた際におこる遺

伝的多様性の変化を調べた。簾舞・奥定山渓・羊

ヶ丘のトドマツ集団を任意交配集団と仮定して各

遺伝子座の対立遺伝子頻度を求め、各集団問の遺

伝的類似度を求めたところ、各集団問（相互距離

30㎞1以内）は類似性が高く（I．O．996～O．945）、

200㎞以上離れた地域の集団とは類似性が低かっ

た（I・O．980～O．869）。この結果はトドマツのよう

な主要風媒性樹種では遺伝子多様性に関して、流

域内レベルを単位とする管理が重要である事を示

唆している。シミュレーションではユ00個体に20

種類の対立遺伝子を均質または偏った分布で与え、

それをO～30％の本数割合で択伐したときに生じ

る遺伝子多様度（He）と対立遺伝子数（An）の変化を

調べた。その結果、遺伝子多様度は択伐強度を強

めても減少率は小さかったが、対立遺伝子数では

択伐強度に応じて多様性の減少が見られた。また、

対立遺伝子の分布に偏りがある方が減少の度合い

が大きかった。また、対立遺伝子に偏りのある場

合は中程度の頻度を持つ対立遺伝子でも消失する

ことがあり、択伐強度が強くなるほど偶発的に消

失される危険度が高かった。

　既存の林型区分情報のうち、樹種群について再

分類したものを景観とみなし、地理情報システム

及び景観解析モジュール単位での構造解析を行っ

た。ユ947年、ユ969年及びユ997年の林型区分のうち、

樹種群による区分を8分類に統合したものについ

て、景観構造解析を行った。解析にはPatch
Ana1ystを使用した。パッチ数、平均バッチ面積、

パッチ面積中央値などから、ユ969年はパッチ面積

が小さく、かつ細かく分かれていたが、ユ997年に

はユ947年以上にパッチが大きくなっていることが

明らかになった。シャノンの多様度指数および均

一指数も、1969年はユ947年と比べて多様度が下が

り、かつ均一化傾向を示した後、1997年に再び多

様度が上がり、不均一化していた。一方、面積重

み付け形状指数や面積重み付けフラクタル次元は

ほとんど変化がなかったことから、形状はあまり

変化がみられなかったことが示唆された。

　択伐林流域においては択伐後更新不良になり、

林冠が疎開しササ地になる開放地の存在が多様性

の保全に大きな影響を与える（平13報告）。衛星

画像を用いて、開放地（林冠疎開地・ササ地）の

抽出および林相（針広混交比、材積）の推定を行

った。さらに過去の衛星画像と比較して林相およ

び開放地の変化地点を抽出した。ユ992年2月の画

像を用い、ユ997年の空中写真との比較により開放

地および林相の解析を行った、開放地抽出には可
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視バンドが有効であり、一方針葉樹抽出には中間

赤外バンドが有効であった。開放地について、奥

定山渓流域に格子状に約300点のプロットを設定

し空中写真上で判読を行った結果、可視バンドで

開放地のほうが森林よりも明るく、その閾値は森

林・開放地区分の誤差率最低となるように設定し、

開放地を抽出した。予想される誤差率は12％とな
った。

　奥定山渓小流域内の杯分で、レーダー波による

非破壊探査装置を用いてトドマツ立木の腐朽変色

の有無について判定を伐採前に行ない、その結果

と伐採後の伐根から得られた実際の腐朽の有無に

ついて比較を行った。トドマツの樹幹で、非破壊

装置の結果と実際の腐朽・変色の有無を比較した

たところ、実際に変色・腐朽があった38本のうち

約84％にあたる32本に、明らかに腐朽があると事

前に判定できた。またトドマツ健全木9本のうち4

本を事前判定で健全木と判定することができた。

全体では47本のうち36本で正しい判定ができ、76

％の正解率であった。ただし、画像の解読方法に

ついては判読に経験が必要なことから、画像の数

値的な解析方法を取り入れるなどにより判定精度

の向上を目指す必要があると思われる。

　阿寒町似々志別の国有林内の衰退が進んでいる

トドマツでは、昨年に引き続きレーダー波非破壊

測定装置で樹幹部の水分状態の把握が可能かどう

かを検討した。今年度は劇害外分の他に近くの微

害外分およびまだ若い（38年生）健全トドマツ林

分でも同様の調査を行ない比較した。トドマツ衰

退劇害株分では若葉率が低い個体は非破壊装置に

よる判定でもほとんど異常が見られた。微害杯分

でも、若葉率が低い個体は異常を示すことが多く、

外観が正常でも内部でわずかに異常が見られる個

体もあった。一方38年生の健全林分ではほとんど

が正常と判定されたが、わずかに異常が観察され

た個体がユ本あった。

　奥定山渓国有林を対象に、エゾマツ、アカエゾ

マツ、トドマツの衰退状況を目視により行なった。

衰退程度の数値評価は、林道から樹冠の状態が視

認できる範囲（距離にして300m程度まで）の個体

について、樹冠部の葉量減少と枯れ枝発生の程度

から、個体の衰退度を1（健全／微害）から5
（激害／枯死）の5段階で評価した。これらの結

果をもとに奥定山渓国有林における針葉樹林分の

衰退マップを作成した。衰退は標高の高い一部の

地域や大きな撹乱を受けた国道230号線沿いの他

は、尾根筋などの樹冠部が突出した個体に限られ

ており、他の大部分の杯分はほぼ健全と評価され

た。衰退が認められた杯分でも衰退度は2．5から

3程度で、関東平野のスギなどと比較して衰退は

あまり進行していない。一部では激害～枯死の個

体も見られたが、草木的でその割合は非常に少な

く、衰退と評価すべきでないと考えた。

　2001年に択伐した2210林班の施業指標林A，C，

Dのトドマツとエゾマツの成木を対象に択伐の前

後で樹冠部の水ポテンシャルを調べ、環境変化が

樹木の水分状態に与える影響を検討した。枝葉を

ユ箇所ユ樹種につき4～7個体から採取し、実験

室に持ち帰ってプレッシャーチャンバーを用いて

木部圧ポテンシャルを測定した。択伐前の葉の水

ポテンシャルは、通常のエゾマツ、トドマツ成木

で調べられた結果ほぼ同じであった。エゾマツは、

択伐の入らなかったD’区では年によって変わら

なかったが、択伐の入ったA，C，D区では択伐

後の2002年が択伐前の200ユ年と比べて低かった。

一方トドマツは、D区では択伐後の2002年の水ポ

テンシャルが低かったが、A区とD’区では変わ

らなかった。これらの結果は、択伐後に残された

エゾマツの蒸散量が増大し、樹冠部の水分状態が

悪化した可能性を示唆している。ただし、択伐後

の水ポテンシャルは、衰退が進行した外分で調べ

られたエゾマツ（一ユ．82～一ユ．74MPa）と比べてや

や高く、またエゾマツ針葉のしおれを起こす水ポ

テンシャルが一2．4MPa程度と比較的低いことを考

えると、現時点では残されたエゾマツが強い水ス

トレスを受けているとは言えなかった。
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3．研究グループの試験研究概要

森林育成研究グループ

グループ長　河原　孝行

グループ員　松崎　智徳、宇都木　玄、阿部

［研究目的と背景］

　森林の健全な育成のためには、個体・種・群落

の様々なレベルにおいて、種子の発芽から定着、

成長、開花、結実、種子散布、休眠にいたる生活

史全体にわたる挙動を明らかにする必要がある。

また、遺伝子・種・群落各レベルの森林の多様性

は健全な種子生産を保証し、森林が各種災害に耐

性を備えるために必要である。天然林や人工林に

おいて、これらの森林の動態と多様性を測定し、

それに関わる要因とその強度を解明することによ

り、増殖・保育などの造林技術の向上を図り、森

林を持続的に育成・保全・利用していくことを目

的に研究を行っている。

［成果の概要］

　ササは樹木の世代交代に影響を与えることが知

られている。支所構内の混交林長期モニタリンク

サイドで幼木稚樹群集の動態に対するササ被覆の

影響をマトリクスモデルにより調査・解析した。

ササ被覆の程度によりユOO個の調査方形区を2分し

て検討したところ、ササの薄い調査区は群集増加

率が1！6．1％で実生の新規参入量が多く、ササ被

覆層の上に稚樹が抜け出す移行確率が高かったが、

ササの濃い調査区は群集増加率が94．3％と衰退傾

向を示した。また、ドングリなどを貯食し、樹木

の発芽や更新サイトに影響を与えるネズミの影響

を革ヶ丘・芦別の両調査地で調査した。ネズミは

検出用磁石が内挿されたドングリの多くをササ被

覆地に引き込んでおり、ネズミの採餌行動圏が大

きくササの被覆圏に影響されることを示した。サ

サの被覆は全体の種多様度にも大きく影響をして

いる。景観の異なる森林（大面積森林、孤立林、

都市村、農村防風林）についてササの桿高・被度

・量と下層植生の種数・種多様度H’・J’の相関

を調べたと結果では、一〇．32～一〇．58といずれも高

い相関を示した。また、下層植生と上層木の種多

様性には正の相関があり、ササの被覆が植生全体

に影響していると考えられた。奥定山渓の施業履

歴の異なる杯分で植生構造の違いを多変量解析

（DCA法）によって解析したところ、更新補助作業

が大きく影響を与えていた。地かき処理区（撹乱

の大きいところ）ではヤナギ、タラノキ、カンバ

臭、永光　輝義、山下　直子

など先駆樹種が優占する一方、更新補助植栽（部

分ササ刈り）ではミズナラ、カエデなど遷移後期

樹種が出現していた。非更新補助植栽区や無処理

区ではササが優占し、更新不良のササ開放地にな

っていた。

　希少樹種の現地保全を目標としての遺伝的・生

態的研究も行なっている。アポイカンバは北海道

アポイ岳にのみ生育する絶滅危倶種（IA）であるが、

その起源をさぐるため核DNAのリボソームDNA遺伝

子間領域（ITS）の塩基配列について他のカバノキ

属植物と比較を行なった。その結果、アポイカン

バから決定された塩基配列は非常に多型を示し、

ダケカンバまたはヤチカンバと単系統群になるか、

両者の枝の分岐点付近より分岐する結果となった。

アポイカンバとダケカンバまたはヤチカンバの間

では15ヶ所の塩基置換による多型が認められたが、

アポイカンバに固有の塩基置換はなかった。これ

らの結果はアポイカンバがダケカンバとヤチカン

バの雑種に起源するか、ヤチカンバから分化した

後ITSに固有の派生形質を生じる間もなくダケカ

ンバからの浸透交雑を受けた可能性を示唆する。

クロミサンザシは北海道と長野県に分布する絶滅

危倶種（IB）であるが、札幌周辺では防風雪林にそ

れぞれ小集団で各杯分に3～70個体局所的に見ら

れる。果実の持ち去りを調査したところ10月に多

く持ち去られた個体と12月でも半分以上残存して

いる個体があった。果実はツグミ類・ヒヨドリに

よく食べられるものと考えられる。個体数の増加

に伴い、杯分内の開花率が上がっており、鳥によ

る種子移住のよいモデルとなっている。

　小笠原諸島では外来帰化生物による在来種への

影響が大きな問題となっている。移入種のアカギ

は在来の高木種を大きく被圧している。アカギと

在来種で、光合成能と光条件の変化に対する適応

能力を調査した。その結果、在来種で遷移前期樹

種のウラジロエノキと遷移中期樹種のムニンヒメ

ツバキは、強光下で生育した葉は弱光下に移して

も高い光合成能力を維持し、新たな葉を展開させ

て地上部を増加させていた。一方、移入種で遷移

中期種のアカギと在来種で遷移後期樹種のシマホ

ルトノキでは、強光下で展開した葉は弱光下で光

合成能力を減少させ、地下部を増加させていた、
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アカギの強光下での最大光合成速度はウラジロエ

ノキよりわずかに小さいが、弱光下では変わらな

い。また、光合成窒素利用効率は弱光下ではアカ

ギが最も高かった。これらの結果はアカギが小笠

原諸島でしばしば生じる台風によるギャップにい

ち早く強光下の元で伸長し、林間閉鎖後の弱光条

件に変化しても効率よく弱光を利用して生存でき

ることで、在来樹種に置き換わって優占するよう

になったことを示唆する。アカギの生活史を調査

した結果、アカギの送粉者はハエ・カメムシなど

一般送粉者であり、特定の花粉媒介昆虫に依存し

ないことが明らかになった。また、性比は雄に偏

っているが性転換が双方向に見られることがわか

った。生活史段階による推移行列モデル解析を行

なった結果、母島桑ノ木山アカギ個体群は年3．5％

の割合で増加するポテンシャルをもっていた。こ

のうち、個体群動態に最も影響のある生活史段階

は非開花木であったのでこのステージの駆除がア

カギの排除には最も効率的であると考えられる。

　森林の生産量と組成及び経年変化、またそれら

に影響を与える要因を明らかにすることは、森林

のCO・固定能の評価、木質資源評価の上で重要な

基礎情報を与える。ユ978年以降支所実験林内に固

定試験地を設け、その変化を記録している。200ユ

年現在この固定試験地はシラカンバが過熟し、枯

死が目立つ一方、ミズナラやハリギリ・イタヤカ

エデが侵入しつつある森林であり、伐倒調査に基

づくアロメトリを当てはめた結果、2ユ8ton／haの

現存量が推定された。これは全国の同齢の落葉広

葉樹林と比べると中庸な値である。この外分では、

シラカンバがもっとも現存量が多く、シラカンバ

　ハリギリ・ミズナラの上位3種で85％を占めて

いた、また、経年変化ではユ978年には20～25cmク

ラスの出現頻度が最大であったが、ユ998年及び

2002年では25～30㎝クラスが最大であった。2002

年には40cm以上のクラスが増大した。分布の歪度

はユ978年O．44からユ988年にO．58に上昇し、一度径

の大きな個体がばらついて生じるようになったが、

1988年O．45に減少し、小径木クラスから中経木ク

ラスヘのピークの移動が生じてきた。2002年は

O．85と再び上昇し、大径木が大きくばらついて生

じる分布構造に変化している。

　森林総合研究所天岳良試験地のヒノキ人工林を

使って得られたデータに基づき、葉面積、葉仰角、

化面積について季節的・垂直的変化を加味した構

造パラメータとして、また、最大光合成速度及び

葉呼吸速度について垂直的変化を加味した温度の

パラメータとして、モデルの構築を行なった。モ

デルに基づき、気温の変化（±2度）と間伐率

（O～70％）の影響を葉のみの純正産量で評価し

た。間伐率O～30％で純CO吸収量（C0・ton／ha／yea

r）は47．5～59．3と変化したが、気温の影響は、

間伐率O％で47．O～46．ユ、間伐率30％で57．卜

60．Oと、相対的に／」・さかった。

　遺伝的多様性は優良な森林の育成や保続管理に

欠かせない要素である。道内のカラマツ産地試験

地3ヶ所に23産地のカラマツが植栽されており、

材質と相関する繊維長（仮道管長）の産地問変異を

本年度は年輪毎に調べた。その結果、最外周で繊

維長の長い富士系（静岡）、八ヶ岳系（海ノロ、

稲子、立沢高地）のものはどの年次でも長く、最

外周で繊維長の短い浅間系（沓掛、草津、万座）、

日光系（赤沼、光徳）のものはどの年次でも短い傾

向が認められ、産地毎に遺伝的な影響が大きいと

考えられた。適切な森林の遺伝的管理範囲を知る

ためにDNAマーカーの1つであるRAPD（Random
Amp1ifiedPo1ymorphic　DNA）マーカーを使って、

トドマツの変異を調べた。簾舞・糠平・落石の杯

分間で、簾舞でのみ検出された8種類のバンド（仮

想遺伝子座）は、豊平川流域の簾舞・奥定山渓・

羊ヶ丘で共通に見られた。一方、糠平または落石

で特異的に見られたバンドは豊平川流域の3集団

では見られなかった。類似度指数でも簾舞・奥定

山渓・羊ケ丘の集団問は類似度が高い（I・O．996

～O．945）のに対し、糠平・落石の2産地との問で

はI．O．980～O．869と低かった。この結果は豊平川

流域レベルで各集団は遺伝的に均質であり、ユつ

の管理区域と見なせることを示している。また、

シミュレーションにより択伐の影響をO～30％に

変えて解析したところ、遺伝子多様度による指標

は影響を受けにくいが、対立遺伝子数による指標

はより感度よく反応することがわかった。特に、

遺伝子の分布に偏りがある場合や有効な集団の大

きさが小さい場合に、その影響は大きかった。

　森林の育成には前記の更新補助作業や間伐に加

え機械集材など施業による影響を評価していく必

要がある。マレーシア・ブキタレ水文試験地にお

いてブルドーザ集材路2年後のの植生回復度に及

ぼす影響を解析した結果、路面斜面の長さが長い

ほど植生回復が進んでいなかった。これは斜面が

長いと表面流水量が多くなって地表を削り、実生

の定着を阻害するためと考えられた。
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植物土壌系研究グループ

グループ長丸山温
グループ貝　石塚　成宏、酒井　寿夫、北尾 光俊、飛田　博順、酒井　佳美

　［研究目的と背景］

　大気CO。濃度の上昇と温暖化による地球環境変

動が予想されている。C0。濃度上昇や温暖化は、

光合成・呼吸、蒸発散、栄養塩類の要求度、落葉

落枝の分解、物質の循環移動など、森林生態系の

様々な過程に影響を与え、樹木の生存・生育に新

たな環境ストレス要因を生じさせるおそれがある。

また温暖化は、温度上昇だけでなく降水の量や頻

度の変化、大気水蒸気胞差の上昇による蒸発散要

求度増大などの水分環境の変動を伴い、土壌の養

分・水熱環境などの環境形成機能に影響を与える

ことが予想される。温暖化による温度上昇は高緯

度ほど著しくなるため、道内の森林が環境変動に

よって受ける影響は特に大きくなる。将来にわた

って森林を適切に維持管理するためには、環境変

動が森林生態系の構造と機能に与える短期的・長

期的影響を明らかにする必要がある。

　植物土壌系研究グループでは、森林土壌の立地

特性や分布様式、生産力、物質の循環移動などを

明らかにし、光、水、温度などの環境条件に対す

る樹木の反応を明らかにすることで、大気C0。濃

度の上昇や温暖化が立地環境と樹木に与える影響

を様々な角度から評価・予測する研究を行ってい

る。研究テーマは大きくユ．生育環境条件に対す

る主要樹種の生理的応答機構の解明、2．温暖化

等環境変動が主要樹種の生育・成長に与える影響

の予測、3．タワー観測を中心とした温帯域にお

ける生態系パラメタリゼーションの高度化、4．

酸性雨等の森林生態系への影響評価モニタリング、

5．広域機能評価のための土壌資源分類の高度化

とインベントリー構築、6．森林土壌における有

機物の蓄積及び変動過程の解明、の6つに分けら

れ、「イ．森林の国土保全、水資源かん養、生活

環境保全機能の高度発揮に関する研究分野」、

「工．多様な公益的機能の総合発揮に関する研究

分野」、「オ．地球環境変動下における森林の保

全・再生に関する研究分野」、「カ．効率的生産

システムの構築に関する研究分野」の4分野・5

研究課題・9研究項目の下でユ2実行課題の計ユ9構

成課題を延べ32人で担当し、研究を行っている。

うち、1実行課題は課題責任者、ユ実行課題は課

題副責任者として、中心的に研究を進めている。

［成果の概要］

　生育環境条件に対する主要樹種の生理的応答機

構に関する研究では、土壌乾燥および窒素栄養の

複合ストレス影響を明らかにする目的で、シラカ

ンバ苗木を窒素栄養条件と灌水頻度を変えて育て、

光合成能と光阻害感受性を調べた。灌水停止後の

土壌乾燥に伴って、栄養条件に関係なく光合成が

低下した。また、乾燥による光合成速度の低下割

合には、栄養条件による違いはほとんど見られな

かった。光が強くなると、光エネルギーの吸収で

生じた電子を光合成反応で消費しきれず、傷害を

引き起こす場合がある。こうした過剰な電子は熱

エネルギー放出などの形で消費されるが、栄養条

件を制限した個体では、熱エネルギー放出だけで

なく、光合成以外の反応で過剰な電子の消費を促

進する適応が示唆された。

　環境変動が主要樹種の生育・成長に与える影響

に関する研究では、栄養条件と大気二酸化炭素濃

度が光合成特性に与える影響を明らかにする目的

で、ケヤマハンノキ、ミズナラ、イタヤカエデの

苗木をC0。濃度と窒素栄養条件を変えて育て、光

合成特性を調べた。CO。濃度が高いほど光合成に

有利になるが、高いC0膿度環境で生育した場合、

光合成活性が低下する、いわゆるダウンレギュレ

ーションという反応が起こることが知られている。

今回の実験では、未成熟葉では窒素供給量に関わ

らず高C0。による光合成能の顕著な低下は認めら

れなかった。イタヤカエデ成熟葉では、窒素供給

量に関わらず高CO。の葉の光合成活性が低下し、

生育時と同じCO。濃度下での光合成速度はCO処理

問で差がなかった。開葉ユヶ月後のミズナラでは、

窒素栄養が制限になる場合に高CO。で光合成活性

の低下がやや大きい傾向を示した。しかし開葉後

約6週間になると、窒素供給量に関わらず高C0。の

葉の光合成活性が大幅に低下した。ケヤマハンノ

キも高CO。の葉の光合成活性が低い傾向を示した

が、葉の成熟に伴いCO処理による光合成活性の

低下が顕著になることはなかった。イタヤカエデ

は窒素要求度が低く、今回の窒素栄養を制限した

条件でも充分量の窒素が供給されていた可能性が

高く、より窒素供給量が多い場合でも高CO。濃度

下で光合成速度が上昇することは期待できないと

考えられる。ミズナラは窒素供給量が多い場合に

光合成活性のダウンレギュレーションが遅れる可

能性がある。ケヤマハンノキは窒素固定能をもつ
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ことから、窒素供給量が少ない場合でも高CO・濃

度下で光合成速度を比較的高く維持することが期

待される。

　酸性雨等の森林生態系への影響評価モニタリン

グの研究では、支所構内において降水のモニタリ

ングを継続するとともに、定山渓理水試験地にお

いて、降水、林内面、渓流水のモニタリングを行

った。今年度は4月より羊ヶ丘の降水の採取場所

を新たに1カ所設定し、2器の採水装置を追加した。

羊ヶ丘の降水のpHは4．ユ～7．5で、年平均5．1であ

った。最高は昨年よりも高く、最低はほぼ同じで

あった。EC（電気伝導度）は3．8～150．5mS／㎝で、

年平均は32．ユmS／cmであった。最低値と平均値は

昨年とほぼ同様であったが、最高値は昨年よりも

高い値となった。pHの最高値は、中国大陸から飛

来する黄砂がもっとも激しい時期に観測され、EC

の最高値は2月の降雪時に観測された。定山渓理

水試験地の降水のpHとECの平均値は5．4と28．2μS

／cmで、羊ヶ丘と比較すると、pHはほぼ変わらず、

ECは若干低い傾向を示した。pHの最高値は7．3で、

羊ヶ丘と同様に中国大陸から飛来する黄砂がもっ

とも激しい時期に観測された。渓流水のpHは6．4

～7．7、平均7．Oで、昨年同様に年間を通して大き

な変動はなかった。羊ヶ丘、定山渓ともpH4未満

の降水は観察されず、渓流水のpHも比較的高かっ

たことから、環境の酸性化は進んでいないと考え

られる。

　土壌資源分類の高度化とインベントリー構築に

関する研究では、北海道における暗色系褐色森林

土（dB）の分布状況や性質を明らかにする目的で、

奥定山渓の標高640m（プロットJOM一ユ）、800m
（同JSN－3）、880m（同JSN一ユ）、960m（同JSN－4）、！00

0m（同JSN－2）の緩斜面地において土壌調査を行い、

土壌断面の特徴から分類上の位置付けについて検

討した。標高800m以上の地点でA層は厚く、H層

（HA層）の形成が見られる地点もあった。特にJSN－

3はHA層が形成されており、A層からB層への土

色の変化が漸変的で、肉眼では溶脱集積など兆候

は見られず、暗色系褐色森林土の特徴を有してい

た。JSN一ユ、2，4はA層が厚いものの、A層から

B層への変化が明瞭で、暗色系褐色森林土の特徴

とは若干異なっていた。JOM一ユは他のプロットと

比較してA層が薄く、また断面形態の特徴から褐

色森林土（BD）と判断された。

　森林土壌における有機物の蓄積及び変動過程に

関する研究では、昨年に引き続いて根や材の分解

速度、分解による二酸化炭素放出、土壌からの温

暖化ガスの放出、土壌への炭素吸収、土壌呼吸特

性などを調べた。根の分解速度は全般的に広葉樹

が針葉樹と比べて高かった。根の直径が大きくな

るほど分解が遅くなったが、特に針葉樹において

その傾向が顕著であった。分解材からの二酸化炭

素放出速度は、温度上昇とともに大きくなった。

また、分解が進んだパーティクル状の村よりも、

まだ分解がそれほど進んでなく材の形が残ってい

るものの方が二酸化炭素の放出量は大きい傾向に

あった。温暖化ガスの一つであるメタンについて

は、表層土壌のメタン酸化活性の大小がメタン酸

化量を決定する主要因であることが、モデル解析

から明らかになった。新規植林、再植林、森林伐

採などが土壌炭素蓄積に与える影響についていく

つかの調査事例を調べた結果、長期問農耕地とし

て使用してきた土地に植林した場合（新規植林）は、

土壌炭素は増加するケースが多かった。森林を伐

採し農地に転換した場合は、土壌炭素は減少する

ケースが多かった。新規植林、森林伐採のように

土地利用が変化する場合は、土壌表層の物理的状

態（容積重）が変化することが指摘されており、正

確な評価には炭素含有率と容積重のデータセット

が必要と考えられた。

　以上の研究の他、天然林択伐担当チーム、針葉

樹長伏期担当チーム、CO。収支担当チーム、森林

国際基準担当チームのメンバーとして研究を分担

した。また、カナダから特別研究員を受け入れて、

「高CO。と共生菌に対するカラマツの生理生態学

的応答に関する研究」というテーマで共同研究を

行った。海外研究では、環境省プロジェクト「熱

帯荒廃地のランドスケープレベルでのリハビリテ

ーションに関する研究」の海外研究を分担し、マ

レーシアでの現地調査に参加した。
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寒地環境保全研究グループ

グループ長　中井裕一郎

グループ員北村兼三、鈴木覚

1．北方系落葉広葉樹林一大気問のCO。交換量の

解明

［研究目的と背景コ

　当研究グループは、森林生育の大枠となる環境

である大気・水・土壌と森林との相互作用、いわ

ゆる生物地球物理化学、BioGeoScienceという分

野を担当している。ここでは、北海道や北方系森

林圏という地域を地球規模の視点で位置づけ、世

界に貢献することを目指して森林を介した水循環、

水循環を通じて生じる土砂移動、森林と気候との

相互作用、などの課題に取り組んでいる。

　上記のフレームワークの中で、現在重点的に取

り組んでいる研究課題のまず第一番目は、北方系

落葉広葉樹林生態系のC0・吸収・放出量の気象学

的研究である。これは、気象学的な方法を用いて、

10～100ha規模の森林生態系全体のC0。吸収・放出

量の日変化、季節変化、年々変動を明らかにでき、

森林の炭素循環、森林の生産など広い分野を大き

く発展させる可能性を持っている。

　森林群落のCO。収支に関わる研究は、重要な森

林機能の一つである森林の気候形成を解明する点

から、温暖化ガスに関わる群落、地域、さらに地

球全体に至るさまざまなスケールでの研究推進に

関して科学的、社会的な要請が大きい。また、陸

域生態系のC0。収支に関係した、温暖化防止京都

会議以降の社会的要請に対して、科学的な知見を

盛り込むためにも本研究が必要とされる。本研究

は、森林総研研究目標の重点研究領域「地球環境

変動の影響評価と予測」に位置づけられる

　森林の炭素収支を見積もる方法の中で、乱流変

動法を中心とした微気象学的な方法は、大気から

森林へのCO。輸送量（森林のCO。吸収量）を直接観

測から明らかにすることが可能な点で優れており、

世界中の陸上生態系のCO。フラックス観測ネット

ワークにおいても、標準的な手法として位置づけ

られている。乱流変動法による観測では、複雑地

形下のフラックス観測データの取り扱いに課題を

残しており、この解決が急がれている。また、乱

流変動法によるフラックス観測値は、日変化を議

論できる時間分解能を持っており、群落内のC0、

貯留変化量を加味することで、森林生態系の正味

CO。交換量の時間変化を求めうる。これは、群落

のCO。収支に関するメカニズムの解明にとって、

非常に重要なポイントとなる。さらに、精度の高

いフラックステータの比較から、気候条件や森林

タイプの異なる群落間でのCO。吸収量の傾向を把

握することが可能である。

　なお、本課題は、Hユ1年度開始の農水環境研究

（CO・）を中心とした構成となっており、H14年度は

研究期問の4年目に当たる。本課題は、HユO年度森

林総研施設設整「二酸化炭素動態観測施設」、農

水環境研究（C0。）による技会交付金と、森林総研

運営交付金によってサポートされている。

［成果の概要］

　本課題では上記微気象学的手法を用いて、大気

一北方系落葉広葉樹森林間のCO。フラックス（吸

収・放出量の正味差し引き輸送量）等を時間～年、

群落レベルの時空間スケールで継続測定し、高精

度のCO。収支データを蓄積するとともに、フラッ

クス測定データの解析・補正・補完方法を高度化

する。さらに、北方系落葉広葉樹林の正味CO、吸

収量の日～季節変化とその年々変動とその変動要

因を明らかにする。

　本年度はシラカンバ、ミズナラ、ハリギリなど

の落葉広葉樹、チシマザサ、クマイザサなどの常

緑林床植生によって構成される森林総研フラック

スネット札幌森林気象試験地において二酸化炭素

動態観測施設を利用して微気象学的手法による森

林～大気間のCO。交換量測定を継続した。また、

測定原理を同じくする森林群落のエネルギー収支

について測定・解析し測定値の妥当性を検討した。

風のない夜間のC0。フラックスを補正するための

地温の指数関数について再検討を加え、一定の妥

当性を確認した。

　2000，200ユ、2002年についてCO。フラックスの

季節変化を相互比較した結果、消雪時期は正味吸

収日射量と地温を介して開葉期の早遅とC〇二吸収

の本格的開始時期に大きく影響すること、夏の異

常高温時における正味のC0吸収量の減少、秋の

気温と日照条件が落葉時期を介してCO、吸収から

放出側へのタイミングに関わることなどが認めら

れた。

2．冬期積雪面からのC0、放出量変動のプロセス

解明
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［研究目的と背景］

　北方圏の特色として、積雪は気候にも大きな影

響を与えている。森林生態系のCO。吸収・放出量

に対しても大きな影響を与えているため、積雪を

通したCO。吸収・放出過程についても理論的・観

測的研究を行っている。北海道などの冬期問が長

い地域では、正味CO。収支が放出となる期問が長

期問継続するため、冬期問のCO・収支が年間のC0・

収支に及ぼす影響が大きく、冬期問のCO。収支を

精度高く推定することが求められる。冬期問の

CO、収支に大きなウエイトを占める要素は土壌層

からの発生し、積雪面上に放出されるC0。であり、

その変動要因や積雪中の放出プロセスについて考

察する。

［成果の概要1

　森林総研フラックスネット札幌森林気象試験地

において、土壌～積雪中のCO。濃度測定から拡散

法によって積雪面からのCO・放出量の推定を行う

とともに、タワーでのC0。フラックス測定値との

比較検討を行った。積雪の下では雪面上とは大き

く異なる環境が形成されている。地温は日平均気

温の最低が一ユ3℃まで低下しているにもかかわら

ず、積雪期問を通じてプラスの値を維持している。

観測対象地は土壌の有機物が分解されるのに十分

な地温が維持されていると言える。地温と同様に

土壌水分量についても積雪期問を通じた変化は小

さく、積雪下において土壌からのCO。発生速度が

ほぼ一定した値で継続されているものと考えられ

る。そのことは、積雪下面で測定されたCO。濃度

が積雪開始初期の800ppmから融雪期が始まる直前

の2300pPmまで積雪の増加とともに増大していく

ことによって裏付けられた。拡散法（Fickの法

則）を用いて雪面からのC0。放出量を推定すると、

融雪期を除いて約1．4～2．2gCO。／m2／dayであった。

このCO、放出量は約半年間の積雪期間で積分する

と、炭素量換算でO．8ton　C／haに相当し、年間の

森林全体の炭素吸収量約2～3tonC／haに大きなウ

エイトを占めることがわかる。

　積雪期全体ではタワーによるCO。放出速度が拡

散法によるCO。放出速度推定値よりも4割程度大き

かった。このような差が生じた原因は、濃度拡散

以外のCO、発生過程が考慮されていないこと、並

びにタワーによるCO。放出フラックスには地表面

以外からの放出が含まれている可能性があること、

また、観測値の空間代表性による相違も考えられ

た。

3．針広混交林山地小流域における水収支の実態

解明

［研究目的と背景］

　気候変動に関連するもう一つの大きな要素は水

循環である。蒸発～大気による輸送～降水～流出

という水の循環によって地球の温度環境はマイル

ドな方向に維持されている。この中の流出と蒸発

の過程において森林は重要な機能を発揮している。

この過程を研究するため、当グループでは山地の

小流域で降水と渓流の流量をユO年以上にわたって

連続測定し、解析を行ってきた。また、微気象学

的方法を用いて森林からの条発散量の連続観測を

2000年初頭より実施している。

　北海道では河川の年聞流出量の大きな割合が積

雪を源としている。そのため、積雪が水資源とし

て重要であることがまず特徴としてあげられる。

特に、夏期に降水量の少ない地域ではこのことは

重要である。しかしながら、流域の水文観測が年

間を通じて高精度に行われている例は非常に少な

く、まず年間の流域水収支を高精度に観測しデー

タを集積することが必要である。そのため、当グ

ループでは山地小流域に森林水文試験地を設定し、

山地小流域の高精度な降水～流出量のデータセッ

トを集積して解析を実施している。

［成果の概要］

　石狩森林管理署管内に定山渓森林水文試験地を

設定し、山地小流域の降水～流出データセットを

集積して、まず流況解析を行う。本試験地の森林

は天然生の針広混交林である。年間流出量の半分

以上が積雪を起源とすることが推定された。常緑

針葉樹のように着雪しやすい森林では着雪からの

蒸発（降雪の樹冠遮断蒸発）による損失が無視で

きないほど大きい。降雪の樹冠遮断蒸発は積雪水

資源保全の上から、さらには気候形成の観点から

も重要な現象であることが判明した。無積雪期の

流出量は降雨強度に大きく左右され、日流出量の

大きい順から15日のみで無積雪期流出量の7～

8割を占める。水資源酒養の観点から考えると積

雪が重要である。

　しかしながら、現在のところ降雪水当量の翻則

精度が非常に悪く、積雪期のデータに関して定量

的な解析が困難と言わざるを得ない。

　なお、当試験流域の日降水量及び日流量を「オ

イユa：酸性雨等の森林生態系への影響解析」に

おける森林流域の物質収支推定のための基本デー

タとして提供した。
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森林生物研究グループ

グループ長　平川　浩文

グループ員　佐山　勝彦、坂本　泰明、松岡 茂、工藤　琢磨、石橋　靖幸

1．スズメバチ類による刺傷事故の危険性の評価

［研究目的と背景］

　スズメバチ類による刺傷事故を防止するため、

レクリエーション機能を持つ森林において、スズ

メバチ類の発生消長を調査する。

経時的な病態解剖観察を行ったところ、抵抗性・

感受性とも、4月になれば幼原基内へ口針が侵入

していることが確認された。

3．択伐による立枯れ木、倒木の減少が生態系へ

及ぼす影響の解明

［成果の概要］

　羊ヶ丘実験林、西岡公園、白川市民の森、野幌

森林公園の4調査地において、5月から11月まで

ベイトトラップを設置してスズメバチ類を捕獲し

た。トラップは林道に沿って、50m間隔で各調査

地ユ0個ずつ設置した。1週間または2週間に1回、

捕獲されたハチを回収し、ベイトの追加・交換を

行った。捕獲総個体数は昨年とほぼ同じで各調査

地とも約1000個体、捕獲数のピークも昨年同様8

月下旬にみられた。捕獲種の構成割合が変化し、

昨年捕獲数の多かったキイロスズメバチとシタク

ロスズメバチが減少し、チャイロスズメバチとモ

ンスズメバチが増加した。北海道産コガクスズメ

バチにもスズメバチネジレバネが特異的に寄生し

ていることが明らかになった。

2．エゾマツカサアブラムシの個体群動態の解明

［研究目的と背景］

　エゾマツにはエゾマツカサアブラムシの寄生に

対して抵抗性を持つ個体がある。エゾマツカサア

ブラムシに対するエゾマツの抵抗性メカニズムを

解明する。

［成果の概要］

　抵抗性および感受性クローンの芽を固定、パラ

フィン包埋後に連続切片とし、光学顕微鏡下で観

察した。これまで、エゾマツカサアブラムシの口

針跡の観察には、組織と口針跡を染色液によって

染め分ける方法が用いられてきた。しかし、無染

色の切片を光学顕微鏡下で透過光と落射蛍光を組

み合わせると、口針跡が黄色の白象蛍光を発し、

明瞭に区別できることを発見した。これと、試料

をパラフィン包埋後に連続切片とする方法を組み

合わせることにより、従来よりも簡便に口針跡を

観察する手法が開発できた。本方法により、本種

に寄生された抵抗性および感受性クローンの芽の

［研究目的と背景］

　森林生態系における立枯れ木、倒木の役割解明

のために、1）録音による森林性鳥類インベント

リ手法の開発、2）樹洞営巣性鳥類（ハシブトガ

ラ）の冬期問の樹洞利用の実態解明を行った。

［成果の概要］

　1）北海道農業研究センターの落葉広葉樹林に

12haの調査地を設定し、5月中下旬の早朝に、人

によるラインセンサスとポータブルMDによる鳥類

音声の自動録音を行った。ラインセンサスはtWO

－be1t法で6回（1回約2時間）、録音は26回
（1回80分）行った。その結果、ラインセンサス

で33種、録音で38種が記録され、27種が共通して

いた。ラインセンサスだけで記録された種も録音

時間を延長すれば記録可能であり、録音による鳥

類インベントリは実用性があると考えられた。調

査範囲内では、調査場所を日ごとに変えても、同

じ場所で数日間録音を続けても、記録種類数に違

いはなかった。録音データを短く区切って多数

回サンプリングしたほうが、長く区切って小数回

サンプリングする場合より、効率的に種類数を数

え上げられることがわかった。自動録音の長所は、

調査者が毎回現場に行く必要がない、同時多点で

記録可能、時間帯に拘わらず記録可能、識別能力

を一定にできる、再確認が可能などであった。一

方、短所は、解析に録音以上の時間がかかる、鳴

かない種は記録されない、種の確定が困難な場合

があるなどであった。2）冬期問、同じ調査地内

で夕方ハシブトガラのねぐら入りを観察し、その

時刻、ねぐらの状態、ねぐら木の位置を記録した。

ハシブトガラは自然樹洞やコゲラの掘った穴にね

ぐらをとった。観察個体の約25％が、体の一部

が外にみえるような形でねぐらをとった。同じ個

体が同じ樹洞を長期間利用することはなく、比較

的短期間でねぐら場所を変えていた。
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4．アンブレラ種であるオオタカを用いた生物多

様性モニタリング手法の開発

［研究目的と背景］

　オオタカを用いた生物多様性モニタリング手法

の開発のために、ユ）オオタカの営巣環境選択の

解明、2）食性・解消費量の解明、3）生息場所

要求性の解明をおこなった。

［成果の概要］

　1）オオタカの営巣林、営巣林に隣接した非営

巣林、そして営巣林から離れた非営巣林でそれぞ

れ30ヵ所ずつ杯分構造を調査し、それらの平均値

を比較した。その結果、オオタカの営巣林の杯分

構造は非営巣林のものとほぼ同様であった。2）

オオタカの餌となっている動物の種を特定するた

めに、繁殖期に4つの巣に小型ビデオカメラを設

置した。巣に持ち込まれた餌の総個数はユ，075個、

これは重量換算値で7ユ，3809に相当した。餌とな

った動物は鳥類23種と哺乳類6種であった。餌の

個数でみると鳥類が全体の90％以上を占め、その

中でも小型の鳥類が45％と最も大きな割合を占め

た。一方、餌の重量でみると大型の鳥類が全体の

56％と最も大きな割合を占めた。3）小型電波発

信器を装着した雄ユ8羽、雌9羽の行動圏面積を推

定するとともに環境選択性を解明した。平均行動

圏面積は、雄でユ5．2㎞2、雌で27．1㎞2であった。

オオタカは行動圏の中では森林を選択的に利用し、

畑地、水田、水面、市街地を避けていた。

5．遺伝マーカーの開発

［研究目的と背景］

　保全すべき野生生物を感染症の危険から守るた

めには免疫関連遺伝子の多様性維持が必要である。

しかし、現在のところ利用可能なDNAマーカーが

ないため、免疫関連遺伝子の多様性に関する研究

は少ない。このため、免疫に関連するMHCC1ass

II遺伝子の多様性を評価する手法をエゾヤチネズ

ミにおいて開発する。

考に、近傍にあるマイクロサテライト配列増幅の

ためのプライマーを設計・合成し、目的とするDN

A領域の増幅の可能性と多型性の有無を調べた。

その結果、すべてのプライマーのセットで増幅で

きない対立遺伝子があることが示唆された。一方、

増幅できた対立遺伝子には、マイクロサテライト

配列の繰り返し数の変異に基づくと見られる多型

が検出された。今後、プライマーの設計改良によ

り、さらに確実に多型性を検出できるようにする

必要がある。

6．地上性哺乳類およびコウモリ類インベントリ

のための自動撮影手法の開発と評価

［研究目的と背景］

　自然環境保全モニタリングのために、独自開発

した野生生物用自動撮影装置の改良を進め、自動

撮影手法の実用化を図る。さらに、コウモリに同

手法を応用するための技術開発を行う。

［成果の概要］

　札幌市南区奥定山渓で、装置20台を用いた1回2

週間の調査を6月からユO月までユO団連続して行っ

た。装置は林道脇の木に高さ100～ユ50cm、脩角25

～37度で設置した。野幌森林公園で、装置ユO台を

用いたユ回4週間の調査を7月から12月まで5回連続

して行った。装置は高さ200～220㎝、脩角45度で

設置した。その結果、無効撮影頻度が時期によっ

て大きくばらつき、原因にも違いがあることが明

らかとなった。7月下旬には虫が、9月下旬には落

ち葉が、ユO月下旬には強風が原因で無効撮影が多

くなった。さまざまな状況に対する無効撮影対策

が必要なことが明らかとなった。一方、有効撮影

頻度のバラツキは動物活動の季節性に起因すると

考えられた。自動撮影調査結果の定量的評価に際

しては考慮する必要がある。寄せ具の使用により

大幅にコウモリの撮影頻度を高めることに成功し
た。

［成果の概要1

　根室半島内2カ所にO．5haの捕殺区とそれに隣

接する捕獲・記号放逐区を設置し、5，8、ユO月

にエゾヤチネズミを154個体捕獲し、採取した肝

臓とユ37個体分の指からフェノール・クロロフォ

ルム法を用いてDNAを抽出した。既知のエゾヤチ

ネズミのMHC　C1ass　II遺伝子近傍の塩基配列を参
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北方林管理研究グループ

グループ長　駒木　貴彰

グループ員　鷹尾　　元、八巻　一成、天野

　［研究目的と背景コ

　平成14年度、当研究グループは5名の構成貝
が合計15構成課題を実施した。主要な6課題の

研究目的と背景を以下に報告する。

①「ランドスケープの維持・改善に配慮した森林

経営の実態解明と多目的森林管理計画手法の開

発」という課題では、多様化する森林利用二一ズ

に対する森林管理の実態調査と分析を行うととも

に、多様な二一ズを森林管理計画に取り込む手法

開発の前段として、無人観測器を利用した森林利

用実態調査に着手する。

②林野庁委託費による「森林生態系を重視した公

共事業の導入手法調査」では、モントリオールプ

ロセスの7基準のうちユ～3及び5の一部について、

北海道に即した地域版指標の提案と実行面での課

題を明らかにする。

③環境省委託費による「木質系バイオマス・エネ

ルギー供給のシステム化に関する研究」では、わ

が国と木質系バイオマスエネルギー利用先進国の

現状を調査し、わが国における木質系バイオマス

エネルギー利用促進のための政策的課題を明らか

にする。

④農林水産技術会議委託費による「ロシア極東及

び東欧における持続可能な森林経営に向けた各種

施策の現状把握及び評価」では、ロシア極東地域

における林産物生産と木材貿易が、当該地域の森

林と林産業に及ぼす影響を明らかにする。

⑤カラマツを対象とした「長伏期化に伴う成長予

測と経営評価」では、私有カラマツ林の経営収支

を明らかにするため、施業及び経営実態に関する

資料を収集する』

⑥環境省委託費による「オオタカの生息場所要求

性の解明」では、リモートセンシングを利用して

観察点の林縁からの距離の分布を解析し、個体ご

と及び観察全個体の林縁周辺利用の傾向を明らか

にする。

［成果の概要］

　上記の6課題についてユ4年度の成果の概要を
報告する。

①美瑛町を対象として、農家林の町有耕地防風林

に対する意識を聞き取り調査した。美瑛町は、丘

陵地形に広がる農地と森林が織り成す景観が魅力

となって多くの観光客を引きつけている。本地域

智将、高橋　正義

　では農地を強風から守るために町有耕地防風林が

整備されてきたが、これらは景観的にも魅力ある

　ものとなっている。しかしカラマツを主要樹種と

することから、落葉による疏菜の商品価値の低下、

　日陰部分の農地の収穫量低下などによって、伐採

　を求める声が聞かれるようになっている。そこで、

農家に対して町有耕地防風林の管理に対する意識

を聞いた（対象：ユ3戸）。その結果、伐採希望が

　7戸、維持希望が3戸、伐採および維持希望が1

戸、意見なしが2戸であった。伐採希望の全戸は

農地に悪影響があると回答し、うち3戸は防風効

果がないとした。一方、維持希望の全戸は防風効

果があるとしている。防風林の効果や影響は場所

によって異なるが、農地への悪影響を感じる農家

は防風林の伐採を希望しており、町有耕地防風林

の保全を図るためには、農業への影響を考慮する

必要があることが明らかとなった。

　また、奥定山渓国有林の大林者の実態把握のた

め、大林者のほとんどが使用する奥定山渓林道及

び豊平川林道の2カ所でTrai1Traffic　Counter

を用いてモニタリング調査した。機器設置期問は

2002年5月28日からユ！月8日までであったが、エラ

ー値の観測が頻発するなどしたため、実際にモニ

タリングできたのは豊平川林道で62日、奥定山渓

林道で67日程度であり、それぞれ、ユ995，554カ

ウントを記録した。調査から、大林者は季節、曜

日、天候等によって大きく異なること、林道毎に

大林者の傾向が違うことなどが明らかになった。

一方、観測機器の精度試験はTrail　Traffic　Co㎜

terとFie1dnoteを使用し、人や車両を問わず実用

上十分な精度で大林状況を把握できることが明ら

かとなった。

②北海道で利用可能な基準・指標を検討した結果、

本年度は以下の点が明らかとなった。

　菌類の同定や分類には多大な時間を要し種数を

確定することは困難であるため、同定が比較的簡

単な種類をいくつか選んで指標として利用するこ

とが現実的であることがわかった。また、北海道

で針葉樹の健全性を評価する場合、目視により樹

冠部の葉量を健全個体をユOO％として5段階にカテ

ゴリー分けして評価すること、さらに樹木の衰退

の兆候を事前に把握するため、水ポテンシャルの

値を4段階にカテゴリー分けして水ストレスの程

度を評価することを提案した。哺乳類の視点から、
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大木・巨木の森の基準・指標として樹洞性コウモ

リ類のモニタリングが有効であることが示された。

また、生態系の多様性の観点から、個々の森林タ

イプの群落面積や配置等の空間分布的な検討が必

要であり、さらに生物多様性の保全（種の多様

性）については、他種と共存的に出現する種や地

域に優占する種の量的な観察によって全体像を推

定することが必要である。地球的炭素循環への森

林の寄与の維持については、下層植生や土壌を含

めた炭素蓄積量の測定を行う必要があるほか、施

業が炭素固定量の増減に及ぼす影響を定量化する

必要がある。一方、過去における日本での大気汚

染由来の森林衰退から、森林衰退の指標として、精

錬に関係する重金属の樹体への蓄積量を提案した。

③わが国での木質系バイオマスエネルギー原料と

しては、林地残材と建築廃材が量的に有望である。

しかし、現状では原料価格が化石燃料価格よりも

割高であり、コストの引き下げが大きな課題であ

る。バイオマスエネルギー供給システムとして、

わが国では市街地の公共機関集中地区など限定的

な地区にエネルギーを供給する小規模プラントの

方が普及の可能性がある。また、ペレットを利用

した個別暖房システムの試験的な導入がわが国で

も始まっており、一般家庭や公共施設等での普及

が期待できる。木質系バイオマスエネルギーの原

料供給に当たっては、賦存量の詳細調査や原料コ

ストの引き下げが必要である。わが国での普及の

ためには、スウェーデン等で実施されている環境

税等の税制措置や、一般市民への啓蒙普及活動が

不可欠である。

④ロシア極東及び東シベリア地域でのユ998年以降

の木材伐採量増加は、ユ998年のルーブルの対ドル

レート切り下げによる金融危機が一時的に国内産

業を刺激し、木材生産にも波及してきたことによ

ると考えられる。しかし、依然として木材生産の

ための各種インフラ整備が進んでいないことや木

材貿易促進のための投資環境整備が十分でないこ

となど、ロシア社会が抱える構造的な問題が解決

されていない。したがって、現段階で木材貿易が

自由化されれば、北米や北欧諸国など貿易競争相

手国の品質に対抗できない林産業はますます衰退

し、安価な立木価格を背景に目先の利益を追求す

る略奪的な伐採だけが横行する恐れがある。一方、

ユ998年以降急激にロシア産木材の輸入量を増やし

ている中国の動向を注視する必要がある。ロシア

政府が設定している最低立木価格は輸出価格に比

べて極めて低く、ロシア企業にとって製材品より

も丸太の輸出による利益幅の方が非常に大きい。

こうした状況はロシア国内の木材加工産業の発展

を遅らせることになり、さらに違法伐採を誘発す

る危険性もある。木材貿易の自由化が違法伐採を

助長しないように、ロシア国内の対策はもとより、

関係諸国と連携した国際的な対策が必要である。

⑤浦幌町森林組合の場合、1ha当たり2，500本植

栽のカラマツ造林事業の経費は、初年度74万円、

これに対して造林に関わる収入は補助金の64万円

であり、森林所有者は1O万円の持ち出しとなる。

造林初年度から30年までの30年間に投下される総

費用は単純合計でユ78万円、一方収入はユ59万円で

あり、累積赤字は19万円となる。収入のうち補助

金が占める比率は87％と高く、カラマツ林造成に

補助金が大きな役割を果たしていることがわかっ

た。なお、間伐収入が期待できるのは20年目の間

伐からである。造林の費用構成は、造林初年度の

投資額が最も多いことから、初年度費用の削減が

累積赤字額減少のポイントになることがわかった。

⑥オオタカは、森林内では林縁距離100mまでに全

体の98％が観察され、林縁の遠くに分布する個体

でも200mまでに90％、300mまでに96％が観察され

た。一方、開放地では林縁距離200mまでに全体の

88％、300mまでに98％が観察された。個体問のば

らつきは大きく、200mで70％に達しないものが3

個体、100％に達したものが8個体あった。

　開放地における各個体の観察点の林縁距離平均

値と、ランダム点過程モデルおよび反比例点過程

モデルによる林縁距離平均値の分析の結果、ラン

ダムモデルに対し有意差があったのは延ベユ1個体、

うち全てで観測値がモデル値よりも小さかった。

反比例モデルに対し有意差があったのは延べ8個

体、うち6個体で観測値がモデル値よりも大きく、

2個体は小さかった。両モデルに有意差があった

ものは2個体で、両モデル値よりも観測値が小さ

かった。両方ともに有意差がなかったものは3個

体であった。一方、観測個体全体の符号検定では、

ランダムモデルでは危険率くO．1％で観測値の方が

モデル中央値よりも小さく、反比例モデルでは危

険率4．2％で観測値の方がモデル中央値よりも大き

いことが示された。
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IV．主要な研究成果

1．衛星画像で再現したロシア極東の森林撹乱の履歴

　　　鷹尾　　元

［はじめに］

　ロシア連邦の森林面積は85ユ万平方キロで全世

界の森林面積の22％余りを占め、木材資源、地球

環境の両面から、その保全は緊急を要す。とくに

極東のシホテアリニ山脈の森林には多様な原生自

然が多く残る一方で、森林伐採に政府の管理が及

ばず、違法伐採や火災が多発している。これらに

よる森林撹乱の地理的分布は必ずしも明らかでは

なく、その実態を把握するためには多時期衛星画

像を用いたモニタリングが有効である。

　ロシア極東沿岸部はモンスーン気候帯であり、

夏期の晴天率が低く、低雲量の衛星画像取得頻度

も低い。一方、冬期には地表観測に好適な低雲量

画像取得頻度が高い。冬期には落葉樹は落葉し、

地表が積雪に覆われるなど、夏期とは地表状態が

大きく異なる。積雪は可視波長域において反射率

が非常に高く他の物体とコントラストがあり、か

つ林床を覆って均一にするために、森林の解析に

は適していると考えられるが、これまで積雪期の

衛星画像を用いた森林の解析例は夏期の画像によ

るものに比べて非常に少ない。

　ここでは、北方林の積雪期衛星画像を用いた森

林撹乱のモニタリング手法を開発する。そのため

に、1980～99年の冬に観測された複数のランドサ

ット画像を用いる。単バンド画像およびいくつか

の画像指標について、経年的な安定性、撹乱抽出

精度、および撹乱後の変化を評価し、それらの中

から適当なものを用いて森林撹乱の履歴を復元す
る。

RUSS1A　　　　　ドー4⑰　　　　　　　　　、5刮

Khaba『OVS

　＼

　　　　　　　Sωdyハ’ea

、、〆

！細、　…
　　　　Ja陣n
　　　　　　　　JAPAN－
EI35

曲0k卯・　　　　直145
図一1研究対象地’

［方法］

　本研究で使用したランドサット画像はユ980年か

らユ999年までの合計5シーンである（表一ユ）。

以下、各画像は表一ユの略称を用い参照する。

表一1使用した衛星画像の一覧

　　　　　　　撮影　　　　　　　本文中
衛星　センサー　　　　　　パス／ロウ
　　　　　　年月日　　　　　　　の略称
L－3

L－5

L－5

L－5

L－5

L－5

MSS

TM

TM

TM

TM

TM

80／03／ユ9

85／03／15

90／03／ユ3

96／03／13

99／02／ユ8

95／07／17

ユ21／026．

ユ12／02ボ

ユ12／026｝

112／026’．

ユエ2／026餉

ユ12／026“

MSS80

TM85

TMgO

TM96

TM99

TM95S

［研究対象地］

　研究対象地はロシア連邦ハバロフスク州でラン

ドサット画像ユシーン分である（図一ユ）。この

うち東部はシホテアリニ山脈西麓の森林地帯、西

部はアムール川をはさむ低湿地帯である。この範

囲に含まれるガジンスキーモデル森林では、主に

「カラマツ・広葉樹林」、「チョウセンゴヨウマ

ツ・広葉樹林」、「トウヒ・モミ林」に3分類さ

れる。樹種は針・広葉樹ともに北海道と属・種が

共通なものが多い。

　気候はモンスーン型で、雲が少ない画像の取得

機会は夏に少なく冬に多い。ガジンスキーでは積

雪期間は約ユ50日間、積雪深は40～50cmである。

注1L－3：山NDSAT3，L－5：L州DSAT5，

　　・WRS＿1，　．．WRS＿2

　MSS画像は可視から近赤外までの波長域に4バン

ドを持ち、地上分解能は80mである。TM画像は可

視から中問赤外までに6バンド（熱バンドを除く）

を持ち、地上分解能は30mである。TMgOに他の画

像を最近傍法（MSS画像のみ3次畳込み法）で重

ね合せて画素サイズを30mに統一した。

　可視〃5（MSSバンド5，TMバンド3）、近赤外〃

泥（MSSバンド7，TMバンド4）、中間赤外〃ア（MSS

なし、TMバンド5）の各単バンド反射率を指標と

して用いた。〃5からは積雪と暗黒点で反射率を

相対化した此。〃〃θゴ〃3も求めた。さらに、正

規化植生指数（〃閉、正規化積雪指数（〃5月、齋

藤・山崎の植生指標（〆2）、同積雪指標（53）、

Tasse1ed　Capのガ1プ功肋θ∬、0！でθ〃フθ∬、焔肋θ∬

を用いた。
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　森林・非森林の所在は、画像上での画素の連続

性などを考慮して判読し可視画像の輝度の閾値を

設け、明るい点を非森林、暗い点を森林とした。

森林・非森林の抽出精度はロシア発行20万分のユ

地形図の植生区分と比較して推定したところ93％

であった。

　撹乱の参照データは連続する3ヵ年の画像のカ

ラー合成画像の判読との比較によった。異なる年

次の白黒画像をそれぞれ赤、緑、青で発色させて

合成すると、林冠が除去されて急激に明るくなっ

た地点では黄色や赤など鮮やかな色に発色し、容

易に判読できる。現地調査などの外部情報がない

場合、皆伐など林冠除去の画像判読による精度評

価は有効であるとされている。ここでは、連続す

る2画像問で発生した撹乱を各60点（3x3画素）ラ

ンダムに取り、各指標による撹乱分離の評価に用

いた。また、異なる60点ずつをさらに取り、最後

の抽出精度評価に用いた。

　ある指標の経年的安定性は、平均値の相対変動

幅κκを用いた。

凧：m・負・）一吐

　　　mx1　－min1　　　　　リ　　　　　　’，．∫

　　　　　グ
　ここで、　け：画像1、クラスノ（・森林、または

積雪）の指標値の平均値

　森林と積雪（撹乱地）との分離度は、それらのク

ラスを正規分布と仮定した分類誤差片として求め
た。

　撹乱後の画像上での回復過程を評価するために、

TM95SおよびTM96土で、撹乱前と撹乱後での分類

誤差を求め、．さらに撹乱後の回復が直線的である

と仮定した場合の伐採前の値に回復する年数κを

推定した。

　これらの評価により適当であると判断された指

標を用い、対象地域全域に渡る森林撹乱の履歴を

画像上で抽出した。

［結果］

　可視画像に現れた森林およびその撹乱を図一2

に示す。積雪と森林のコントラストにより、撹乱

の発生が画像上で明らかである。

　多時期画像上での撹乱の発生を、各指標につい

て図一3に示す。〃8、〃〃、Tasse1ed　Capの各指

標は分類誤差月・が低く、舳は高く、〃〃、〃フ5∫、

〃、33は画像により変化が大きかった。相対変動

幅κ私によっても、これらの4指標は不安定であ

った、

1980　　　　　　1985

図一2　可視画像上に現れた森林撹乱の進行

　　　　画像範囲は縦24㎞、横10㎞

　次に、TM95S，TM96土の各指標のクロノシーク

ェンスによる撹乱および回復過程を図一4に示す
（泥θo〃〃θ∂〃5は〃5と同じ結果のため省略した）。

積雪期画像上では、㎜、〃〃および〃を除き、

分類誤差が低い。回復年数κはどの指標でも非常

に長く、撹乱後数十年を経ても画像により抽出可

能である。夏期画像上では全体的に分類言呉差が高

い。〃ア、〃〃、〃、0rθθ刀刀θ∬はんが非常に短い

（8年未満）または負となり、撹乱抽出および回復

過程監視の指標としては適切ではない。

　これら積雪期の指標のうち、〃5および附刀θ∬

が相対変動幅、分類誤差、回復年数がすべて良好

であったので、これらを用いて対象地全域の撹乱

の抽出を行った。〃5による利用者精度、作成者

精度はそれぞれ66一ユOO％、80－97％、胎肋θ∬による

両精度はそれぞれ75－99％、79－98％であった。

［考察］

　積雪期の単画像（TM96）上で、ほぼすべての指標

は撹乱15年後でも撹乱前の森林から分離した。と

くに〃5、〃ノ助肋θ∬、脆肋θ∬は良好に分離した。

一方、これら積雪期の指標は撹乱後の回復が非常

に緩やかなため、撹乱後初期の回復過程の監視に

は不適である。

　夏期の単画像（TM95S）では、各指標は積雪期と

は非常に異なる経過を示す。〃ア、〃灯、〃およ

び0κθ刀刀θ∬、いわゆる植生指数では、撹乱後は

撹乱前より高い値で変動する。通常これらの指標

は撹乱直後には撹乱前より低くなることから、撹

乱後は撹乱前の値の上下に大きく変動することと

なり、これらの指標による数年間隔の撹乱の抽出
は莫佳しい。

　夏期の伽肋θ∬では無立木地（積雪期の雪原）に

比べ伐採地は安定しかつ経過年数と相関があり、

回復年数κは約ユ6年である。画像上での回復は植

生の回復を必ずしも示すものではないが、抽出さ

れた撹乱の初期の回復監視に有効であると考えら
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れる。

　多時期画像問で比較すると、どの指標でも撹乱

のない点での変動がかなりある。その中で、灯∫

〃〃およびTasse1ed　Cap指標は単画像内での森林

　非森林の分類精度を高く保っている。このよう

な指標では、連続する2時期の画像で主成分分析

を行うことにより、変化地点が精度高く求められ

るであろう。一方、比演算で求められる〃”、〃、

〃5∫および53は、指標値自体および分離精度の変

動がともに激しく、撹乱抽出および回復監視に用

いるには不安定である。

　研究対象地全体の撹乱抽出結果で、抽出確率が

やや低くなるのは落葉樹林の伐採や択伐など反射
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率変化の少ない地点が抽出されなかったためと考

えられる。一方、見落とし確率は概ね低いものの

96～99年でやや高かった。これは撹乱面積自体が

小さいことによる誤差率の増大、太陽高度の違い

などが原因であると考えられる。全体的に森林撹

乱面積は過小に抽出されていると考えられる。

　森林撹乱のうち細かく複雑な形状のものは伐採、

単純な形状は火災と考えられる。80～85年に対象

地の北西部で火災が発生した。現地で確認された

火災跡地は画像上で冬期間にわたり抽出された。

これは、火災による枯立木が徐々に倒れていく過

程が実際の火災より遅れて撹乱と判断されたもの

と考えられる。
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図一4　T”96（積雪期）およびT”95S（夏期）に現れた撹乱前後とその回復過程。各回の左縦軸がT”96、右

縦軸が刊95Sの指標を示す。エラーバーは標準偏差を示す。実線は伐採地の経年変化をつなぎ、点線は

伐採の発生を示す。CO1伐採前（1996～99に伐採），C1：伐採後O～6年（1990～96に伐採），C2：伐採後6～l1

年（Cut1985～90），C3：伐採後11～16年（1980～85に伐採），F3：森林火災後11～16年（1980～85に火災），

S：雪原（夏期は多様な無立木地）

［おわりに］

　衛星画像を用いた北方林の森林撹乱の抽出では、

積雪期画像を用いるのが、結果の安定、観測の頻

度から、夏期画像に優ることが明らかになった。

とくに積雪期の可視バンドおよび伽ηθ∬が適し

ている。一方、撹乱後の初期の更新は、夏期画像

の伽肋θ∬がよい。

　この手法は北海道でも太平洋側など夏雨型気候

の地方で適応可能であると考えられる。豪雪地で

は積雪深や着雪、冬季の画像取得機会などを考慮

する必要があろう。
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2．全方向移動トラクタTTMの開発について
　　　　佐々木尚三

［はじめに］

　森林作業の機械化推進とその低インパクト化は、

海外材との厳しいコスト競争や人工林の公益的機

能を高度に発揮させるために依然として重要と考

えられるが、なかなか進展が見られない。その原

因の一つとして、機械による林内移動走行の問題

がある。日本の森林はそのほとんどが傾斜地にあ

り、複雑な谷や尾根など地形の変化や凹凸の多い

表土で覆われているため、機械の安定性確保や、

足回り（車輸や履帯）の均等接地が難しく、機械

の林内作業や移動走行が困難な場合が少なくない。

森林の表土は勇断・圧縮に弱く、機械走行の面か

らは走行不能、安定性の喪失、操縦不能などの直

接的原因にもなっているが、さらに深刻なことと

して、林床の有機物層が失われたり壊されて、大

きな地表撹乱となる問題がある。傾斜不整地で利

用する機械の構造には、①足回りを常に正しく接

地させておくことと車体を安定させることが両立

しにくい、②旋回に必要な差動装置が傾斜地や軟

弱地では正しく作動しない、③車両が進行状態で

旋回するため、障害物を回避できないなど、いく

つかの解決が難しい構造上の問題点を抱えている。

また、これらのことが地表撹乱の原因にもなって

いる。本研究では、以上のような問題点を解決す

るための全く新しい機械の構造（全方向移動トラ

クタT　TM）についての基礎的な検討を行ってい
る。

回の半径に合わせて駆動速度を変化させる必要が

なくなり、差動装置そのものが不要となる。この

とき足回り装置の自転は、履帯の駆動力に同調し

た垂直支持軸回転運動によって行われ、縦方向ス

リップの無い自転を実現することができる。また

不整地面では、3組の履帯足回り装置の接地面が

一致しないため、足回り装置はピッチ、ロール回

りに自由に回転できるジョイントを介して垂直駆

動軸に取り付けられる。

　上記の構造により、この車両は停止状態から全

方向に移動が開始できる特長を持つことができる

（写真一1）。このことから、通常登坂できない

’下…｝…一

　　＾　　｛

1≡撃1婁
§1§r
∵■

ド　1095

1
w
川

缶

［全方向移動形傾斜不整地走行車両の構造＝1；］

　一般的な4組以上の足回りを持つ車両が、足回

りの接地を確保するために安定性を犠牲にしてい

る問題を解決するため、この車両は足回り装置を

3組にして、それぞれを三芒星形状すなわち正三

角形の頂点位置に配置した（図一ユ）。この構造

では3脚の足回り装置が常に接地することになり、

重心も正三角形のほぼ中心に位置するため、機体

安定性が非常に優れている。また、走行装置3組

の支持アームの高さを独立に変えることで、傾斜

に対してどの方向にも機体を水平に保つことがで

き（図一2）、このことがさらに安定性の確保に

寄与する。

　次に差動装置の誤作動を解決するため、上記3

組の足回り装置を履帯形として、それぞれが独立

で全方向に自転できる構造を考案した。この自転

は車体が停止している時にも可能であるため、族

1　士、　　　　　　　　　　　　プ＼．、

∴．イエ、　　　収
　　　　　　　・一　2000・…一→vi
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図一1

　平面図1正三角形頂点に足回りを配置した

烹…山

図一2　側面図：斜面上で中央部の水平を保つ
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ような急傾斜や軟弱斜面でも、斜行とその場旋回

を繰り返す電光形の登坂が可能であり、さらに従

来の急傾斜不整地走行車両では対応できないほど

頻発する障害物を回避しながら走行することも可

能となる。

［試作車両一2｝］

　以上の構造を持ったプロトタイプを試作した。

設計概要は以下の通りである。

①列問1．8m以上の植林植え列を跨いで走行するこ

とを想定し、一辺2mの正三角形、中央部底面の平

均高さを1．3mとする。②足回りは既存の小型ショ

ベル（製品重量500kg）を利用し、動力源もそれ

ぞれのエンジン（4．5psディーゼル）と油圧装置を

使用する。③旋回装置と履帯足回りの間の低い位

置に、ピッチ・ロール軸（最大月±35。）を設け

る。この2軸は通常走行時にはフリーとなり、地
形の変化に合わせて回転する。ピッチ曲は、障害

物を越える時にはアクティブ操作を可能にする。

④3組の支持アームは四節平行リンクとし、最大

傾斜28。までの斜面では、中央部を水平に、各足

回り駆動軸を鉛直に保持できる構造にする。⑤操

作はすべて無線によるリモートコントロールを可

能とする。⑥3組の履帯の方向と駆動速度を直進

走行、方向転換、全体旋回などにパターン化して

操縦プログラムとする。

　この試作車両を使っていくつかの走行試験を実

施した。その結果、設計意図に沿った動作が可能

なことが確認できた。特に傾斜地における走行性

能では、電光形登坂を行うことで、乾燥路面では

35。の急傾斜を安定して走行でき、また湿潤斜面

でも25。を容易にクリアーした。総重量は2280kg

であり、各履帯をダブルにすることで平均接地圧

0．16kg／cm2と人間の足のそれ（0．1kg／㎝2）に近い

値になった。一方、速度やスリップ率、けん引力

は期待した性能をやや下回ったこと、履帯が不整

地走行に耐えるだけの強度を備えていないという

問題も明らかになった。これらはエンジン動力と

油圧装置が足回りに比較してやや小さいこと、履

帯を既存の機械からそのまま利用したこと、など

試作機ゆえの制約が主な原因であるが、作業機を

装備した実用機の開発では注意を要する点である。

動力を3台のエンジンから供給することも同様に

試作機の制約であったが、協調動作には問題なく、

さらに低重心とサイズの縮小に役立つことが分か

った。

［おわりに］

　森林作業のべ一スマシンに必要な機能は、①森

林を荒らさない、②傾斜不整地・軟弱地で走行で

きる、③作業機を支持し十分な動力を供給する、

ことである。伐採に利用する場合は、④重量の大

きい木材を安定して扱える、⑤車幅が小さい、こ

とも必要である。今回紹介したTTMの研究では、

低インパクトと走行性の問題に重点を置いて実施

され、全く新しい構造の開発とその効果を確認す

ることができた。

　現在TTMは、林野庁の育林用林業機械開発事

業の予算で、環境低負荷型育林機械として、実用

機としての開発が行われている。作業機には下刈

り用にハンマーナイフモア式刈払機、または地拝

え用にフォークグラップルを装備することになっ

ているが、育林機械には、二酸化炭素吸収源とし

ての造林、砂漠や裸地の緑化など、今後新たな役

割・展開も予想される。実用になる開発を進める

ために、作業性についても検討することが急務に

なっている。

写真一1

　全方向移動1停止状態からどちらの方向にも苔

　動可能である
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3．札幌周辺里山の植物の多様性にせまる

　　　　河原　孝行、飯田　滋生（海外研究領域派遣職員（JICA））

　［はじめに］

　現在、全国的に森林の断片化や孤立化が問題に

なっている。札幌周辺でも都市化が進み、周辺は

住宅に囲まれたり道路に貫通されている森林も少

なくない。それらの森林は昭和30年代までは薪炭

林・萱場としての利用がされていたが、現在はそ

の機能を失い、市民の安息場となる公園として利

用されているところも多くなってきた。また、農

村と接する地域では防風雪林が広く見られるが、

最近では農地に日陰や雪だまりをつくったり、広

がった根が農地改良の際の妨げになったりと、し

ばしば防風雪林は邪魔者扱いされるようになって

きている。

　その一方で、都市・里山における人問と自然の

共生が叫ばれるようになり、身近な自然への関心

が高まりつつある。しかし、そこに含まれる生物

にどのような多様性があるのか、また、それがど

のような要因に影響されているのか、多様性がど

のように維持されているか、または、どのように

すれば保全できるのか、十分に分かっていないの

が現状である。北海道の里山は植生や利用のされ

方について本州の里山と違いがあり、本州の事例

をそのまま適用することはできない。特に、防風

雪林はこれまで森林としての取り扱いがされてこ

なかったことから、その中の生物多様性にはほと

んど知見がない。

　札幌周辺の断片化・孤立化している里山におけ

る森林植物の多様性の現状とその特徴を明らかに

することを目的として研究を行っている。また、

この研究を通じてその多様性が保全・維持される

ための仕組みの解明を試みている。

［調査の方法］

　札幌の中心部から半径25㎞圏の48ケ所について

森林の植物の種を調査しました。内訳は大面積森

林9ヶ所（以下、大森林と呼ぶこととする）、森

林地帯の断片化林8ヶ所（以下、断片林）、都市

の孤立林9ヶ所（都市村）、農村防風雪林22ヶ所

（防風林）を調査した。樹高2m以上胸高直径5㎝

以上の上木とそれ以下の林床植生に分けて調査し

た。林内にまず50m×ユOmのトランセクトをつく

り、5m×5mのコドラートを20個設定し、それぞ

れのコドラートにでてくる樹高2m以上胸高直径5c

m以上の樹木はすべて種類を調べ、胸高直径を計

測した。また、コドラートの中央にユmXユmのサ

ブコドラートを作り、その中に出現する林床植物

（高さ2m以下）の種を記録した。上木も林床も

20個のコドラートまたはサブコドラートの内、何

カ所で記録されたかを出現頻度とした。また、各

森林の環境要素としてササの桿の高さと被度をコ

ドラートごとに記録した。また、長さ50mのトラ

ンセクトの4ヶ所で7～8月に全天写真を撮り、

球面補正を行なって、非直接光による相対有効光

量子量を開空度とした。7月（夏）とユO月（秋）

には同様に4地点で土壌を採取し、24時間乾燥後

の土壌重量の変化から土壌含水率を求めた。

　種多様度の指数として、種数とSham㎝関数に

よる種多様度H’を求めた。H’は

　H’＝一Σp」＊1og（P、）

　ここで、Plはi番目の種の出現頻度、として表

される。ここでの対数は2を底に用いている。

H’は種の多さと出現頻度を反映しており、種数

が多いほど、またどの種も平均してよく見られる

ほど高い値となる。

醐防畿鰍揃風林）　　森林地箒の断片化孫噸片称

　　　　　　　　　　　、鋒淡。葦、雫

　　　　　　　　　　　　、着1甘
　　　　　　　　　　　　　甘婁　　　　　　　　　　　　　　　　工、脅

　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノも　　　　　　　　　　　　　　　笑

　　　　　　　　　沽而
　　六面頼慈林
　　　　詔商の倒立林二翻雨林一

図一1　札幌近郊の土地利用（一部）と対象とす

る森林タイプ側

（土地利用図は北方林管理グループ、鷹尾元主任

研究官提供）
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［森林タイプごとの種多様性］

　林床に出現する平均種数は都市村（32．6種）、

断片林（31．8種）と人里に近いところの方で高い

種数が観察された（図一2A）。大森林では29．3

種と少し少なく、防風林では24．O種と最も少ない

種数であった。しかし、各タイプの森林とも大き

な変異がある。種多様度1H’でみても、同様の傾

向で、都市村・断片林での多様度が高く、防風林

で多様度が大きく下がっていた（図一2B）。

　上木には植栽されているものと自生のものがあ

るが、ここでは区別していない。大森林・断片林

とも平均15．O種が観察されるのに対し、都市林で

は12．1種、防風林では9．6種と少なくなっている

（図一2C）。H’で比べてみても同様の傾向で
あった。森林面積と種数は正の相関を生じる一2’I〕。

また、人為的処理によっても森林の種構成に影響

が出る（3〕。また、林縁の長いことも周辺効果を拡

大させるので多様性に影響を与える｛一〕。防風林の

極端な種数の少なさはこれらの影響を複合的に生

じるためと考えられる。

　上木と林床の種数の関係を図に表した（図一

3）。上木と林床の種数には1％レベルの有意な

正の相関（r2＝O．26ユ）が認められた。これは、上

木の種数が多いところでは林床の種数も多いこと

を意味する。これは回帰直線の傾きには若干の差

はあるものの、大森林、断片林、都市村、防風林

のいずれの場合にも当てはまるので、森林タイプ

に依らない一般的な傾向といえる。H’に関して

も同様に有意な正の相関が認められた。

栽などで極端に暗くなった林床にはササも生えら

れないことが知られているので、開空度は極端に

閉鎖状況にあるときにはササを制御する要因のユ

つになっていると考えられる。胸高断面積は森林

の成熟度の指標と考えられるが、林床植生の種多

様度と弱い相関があり、森林が成熟するほど種の

多様性が増加する傾向があることを示している。

　上木では種数と軒数にユ％レベルで有意な相関

が認められた（表一1）。今回の徐間伐が行われ

ている森林では、造林樹種を中心に残されるので

雑木が除かれることによるのかも知れない。

A　林床の竈蟹 B　上木の竈鐵
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C林床の竈多撮産ト1’

41

30
H’

o　l

D上木の竈多筍度H’

［種多様性に与える要因］

　種多様性に与える環境要因として、ササの桿高、

ササの被度、ササの量（桿高X被度）、胸高断面

積合計、軒数、開空度、夏の土壌水分、秋の土壌

水分を考え、林床及び上木の種多様度と相関のあ

る環境要因を相関分析によって調べた。

　その結果、表一1にあるように、林床の種多様

度（種数、H’）にはササの桿高、ササの被度、

ササの量がいずれもユ％レベルで有意な負の相関

を示した。これは、ササが高さや被度の面で林床

を覆うと林床の植生の発達が悪くなることを意味

している。この傾向は関東の雑木林のアズマネザ

サでも同様の傾向がある｛2〕。一般に、単一種が優

占し、構造が単純になると、種多様性は低下する
｛lj。それではササがどのような環境条件で繁茂し

やすくなるのだろうか。残念ながら、今回、光条

件・水分条件など上にあげた他の環境要因との問

には相関が認められなかった。しかし、過密な植

H’い

図一2　森林タイプごとの種多様性

　A：林床の種数、B：林床の種多様度H’、

　C1上木の種数、D：上木の種多様度H’

軸

　　馳
林

康蜘
種

3⑰

鋼

泌

○
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○　◆○

　　　6．
　　　　．む⑰
■　　　○　　　’）
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　。　　　　　o
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●　　　　　　◎
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○

　　　0　　　　5　　　　1（1　　　15　　　　釣　　　　35

　　　　　　　　　　上木履籔

図一3　上木の種数と林床の種数の関係

　　　　○：大森林、●1断片林、

　　　　X：都市村、■：防風林
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表一1 種多様性と環境要因の相関

環境要因 床 ㌧

H’ H
ササ高

ササ被度

ササ量

胸高断面積

軒数

開空度

土壌水分　夏

土壌水分＿秋

一〇．397＊＊

一〇．583＊＊

一〇．510＊＊

O．223

0，149

－O．ユ20

－O．014

0．045

一〇．4ユO＊＊

一0．6ユ7＊＊

一〇．509＊＊

O．132

0，070

－O．ユ25

0．069

0．101

0．049

－0．ユ6ユ

ーO．ユ23

0．070

0，387＊＊

一〇．O19

＿O．238

＿O．238

0．059

＿O．088

－O．078

0．029

0，267

－O．024

＿O．264

＿O．235

帖：1％レベルで有意

表一2 防風林の上木及び林床の出現頻度・擾出度上位種と種子散布様式（植栽木を除く）
順
位　上木出現頻度上位種 上木優占度上位種 林床出現頻度上位種 林床優占度上位種

ユ

2

3

4

5

6

7

8

9

ユO

ヤマグワ（14）B

ヤマブドウ（9）B

ハリギリ（7）B

タラノキ（6）B

エゾニワトコ（6）B

ミズキ（5）B

ナナカマド（5）B

ヤマグワ（85）B

ミズナラ（39）BG

エゾニワトコ（29）B

ハルニレ（27）W

ナナカマド（27）B

ハンノキ（24）W

アズキナシ（22）B

ヤマブドウ（21）B

クマイザサ（ユ5）CG

ヤマグワ（ユ5）B

ツルウメモドキ（ユ3）B

エゾニワトコ（11）B

ヤマブドウ（10）B

キツリフネ（ユO）M

コマユミ（9）B

ワラビ（9）CW

クマイザサ（24！）C

キツリフネ（92）M

ツルウメモドキ（79）B

オオウバユリ（72）W

ヤマグワ（68）B

ツタウルシ（66）B

ワラビ（65）CW

エゾイラクサ（52）W

イジミカワ（44）B

オオハンゴンソウ（43）W

B1鳥散布、C：クローン増殖、G：重力散布、M：機械散布、W：風散布
（）内の数字は、出現頻度においては防風林調査地22ヶ所中にその種が出現した回数、擾出度におい

ては全調査地の累計コドラートまたはサブコドラート数（22ヶ所×20個＝440個）中にその種が出

現した累計回数を示す

［森林タイプごとの種構成］

　これまでの結果から防風林の種多様性は上木に

おいても林床においても低いことが分かった。そ

れでは、防風林は種の多様性の保全の上であまり

役に立っていないのだろうか？

　上木と林床に出現する各種を生態的な特徴に分

けて、各森林がどのような種から構成されている

のかを調べたのが図一4である。上木（図一4
B）では防風林には湿性種（ハンノキ、ヤナギな

ど）の割合が高いことが分かる。林床（図一4

A）においても、防風林には湿地性種（クサレダ

マ、キツリフネなど）や開放地性種（ススキ、エ

ゾニュウなど）が占める割合が大きくなっている。

これらの防風林に特徴的にでてくる植物の中には

クロミサンザシやメハジキなど稀少化し現在純減

が危倶されている植物も含まれている。湿性の自

然草地やハンノキなど湿性林が広がっていた石狩

平野の泥炭湿地は開拓・農地改良により農地にな

り、さらに明渠、暗渠が掘られ、乾燥化がすすん

でいる。そのなかで防風林は従来周辺に普通に生

育していた湿性植物や開放地性植物が逃げ込んで

いるレフュージア（待避所）として大きな役割を

果たしていると考えられる。

　また、図一4から帰化種は都市林・防風林で多

く、大森林や断片林では少ないことが示された。

在来種の保全のためには都市林や防風林で帰化種

の動態を把握し、必要に応じて対策を講ずること

が必要である。

［防風林の種多様性の維持］

　防風林は幅ユO～80mほどで長さは数ユOm～数km

の細長い森林であるが、各防風林の問には農地や

道路・住宅が広がり、お互い同士は分断されてい

る。防風林によく見られる種をあげたのが表一2

である。これをみると出現頻度が高い、すなわち、

どこの防風林でもよく見られる、種は上木（ヤマ
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クワ、ヤマブドウなど）、林床（ヤマグワ、ツル

ウメモドキなど）とも果実を鳥が食べることによ

って種子が運ばれる鳥散布植物が多いことが分か

る。優占度上位種（占有する面積が広い種）は必

ずしも出現頻度上位種とは一致していない。例え

ば、ミズナラは上木で2番目に優占度の高い種で

あるが、出現頻度は高くない。これはミズナラが

ある杯分では普通によく見られるが、ないところ

も多い、という偏った分布をしていることを意味

している。ミズナラの種子はネズミやカケスによ

って運ばれることが知られており、それらの動物

の行動範囲に依存していると考えられ、今後ドン

グリ散布者の行動圏と稚樹分布に関する調査を行

なう予定である。

　図一5に防風林に出現したクロミサンザシの杯

分ごとの個体数と2002年度の開花率を示した。開

花率は集団の成熟度の指標となると考えられるが、

個体数の少ない集団は開花率が低く、別のところ

から種子が運ばれてきて成立の途中にある集団と

考えることがでる。このように、それぞれ孤立し

たように見える防風林であるが、生物の移動を通

じて相互に関係し合う生態系ネットワークを作っ

ている可能性が示唆される。
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4．インドネシア・スマトラ島における森林土壌C0、フラックスの空間依存性

　　　　石塚　成宏、中島　泰弘（農環研）、米村正一郎（農環研）、鶴田　治雄（東京農工大）、

　　　　イスワンデイアナス（ボゴール農科大）、ダニエルムルディヤルソー（ボゴール農科大）

　［研究目的コ

　熱帯アジア地域を中心としたアジア太平洋地域

では、人口の急増とともに森林が消失して農耕地

等になる土地利用変化が急速に進行している。土

地利用変化によって、土壌を含めた生物圏一大気

圏間の物質循環や収支、特に温室効果ガスの放出

　吸収量が大きく変化して地球温暖化に影響を及

ぼしていると推測されている川。しかし、熱帯

アジアを中心としたアジア太平洋地域ではこれら

の調査研究がなされておらず、これらの研究を実

施することが緊急に要求されている。ユ996年から

3年間おこなわれた環境庁プロジェクト（第工

期）では、メタンおよび亜酸化窒素のフラックス

決定因子が推定され、森林伐採による温室効果ガ

ス発生に対する影響は伐採時がもっとも大きく、

伐採によって引き起こされる窒素無機化および硝

化活性の増大がN・Oの発生を増大させることが明

らかになった｛2〕。本研究は、第n期におこなわ

れた試験のうち、一次林内のCO。フラックスの空

間依存性を明らかにするためにおこなった試験で
ある。

　ガスプラックスを広域に把握することは難しく、

そのアプローチは研究者によって異なる。同じ杯

分でも場所が変わればフラックスは変動するし、

また杯分の種類やタイプが異なればフラックスも

変わる。本研究では同一林内のデータのばらつき

と空間構造を把握することを目的とした。この目

的には地球統計学的手法が最も適している。地球

統計学的手法ではデータの空間構造（距離依存性

の有無等）が明らかになるだけでなく、データに

方向性が存在すればそれを加味して未観測点のデ

ータ推定が行える。そこで、本研究では地球統計

学的手法に最も適した格子状サンプリングをおこ

ない、空間構造を把握するとともに、得られたパ

ラメータから土壌C02フラックスマップを作成し
た。

［研究方法］

　試験地はインドネシア・スマトラ島ジャンビ州

内に設定した（図一1左）。ジャンビ州は、スマ

トラ島のほぼ中央部に位置し、西部山岳地帯から

東部泥炭湿地帯までを抱える東西350㎞、南北230

km程度の大きさの州である。大部分を占める中央

部は低地熱帯林が広がっていた場所であるが、す

でに大部分がゴム園やオイルパーム園として開発

されてしまっている。年平均地温はおよそ25℃、

年間の降水量が約2500㎜、9月～3月が雨季で、

4月～8月までが乾季であるが、乾季といえども

結構雨が降るのが特徴である。このジャンビ州の

北西部バシルマヤンにある保護林内に試験地（図

一ユ右）を設定した。この杯分は一次林とされ、

フタバガキ科の大木などが認められる。

　この林内に2ユmx27mの区画を作り、3m間隔で

計80点（横8個×縦ユO個のメッシュ）の観測点を

、ノ
ぐ・

十、　　　ψ
　＼8　　　亭
　イ、
　　↓へ　　　　　　　　　　○　　　脅
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サラ　ク

カリマン　ン．島

パシノレマヤン試験地

ジャンビ州　　　　　　o，
　　　　　　　　　　　　　　　　　gゆ
　0　　　　　　　　600km
　　　　　　　　　　　　ジャワ島　　　　　　　　　　　35（〕k111

図一1　試験地位置図

　　　　ジャンビ州の位置（左）とジャンビ州とバシルマヤン試験地の位置関係（右）
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設けた。内径25㎝、高さユ5cmのポリ塩化ビニール

製のチューブ（以下、チャンバー）を20個用意し、

まず最も西の2列20ヶ所にチャンバーを設置した。

設置後15分以上経ってから、このチャンバーに蓋

をして、蓋をしてからO分、ユO分、20分後にそれ

ぞれチャンバー内のガスを採取し、あらかじめ用

意してあった真空バイアルビンの中にガスサンプ

ルを密封した。20分の測定後、今度は西から3番

目と4番目の列に各チャンバーを移動し、同じ手

順でガスサンプルを採取した。西から5～8番目

の列についても同様に、順次東側に移動しながら

サンプリングをおこなった。写真一ユはサンプリ

ングをおこなっている風景である。この森林は閉

鎖杯分であり、しかも曇天だったので、サンプリ

ング開始時と終了時では地温にほとんど変化がな

く、温度の変化によるフラックスの変化は無視で

きると考えられた。ガスサンプルは日本に持ち帰

った後に、農業環境技術研究所のガスクロマトグ

ラフによってC0。の濃度を測定した。フラックス

の算出方法は文献‘3〕に従った。

［研究成果］

　フラックスの頻度分布は図一2のようになった。

正規分布か対数正規分布を検証するために、Q－Q

プロットを作図した（図一3）。その結果、対数

変換した方がしない方よりも直線性が良く、フラ

ックスの頻度分布は対数正規分布であると判断し

た。土壌の様々な性質の分布は対数正規分布にな

ると言われていることからこの分布は不自然では

なく｛4）、以降の統計解析には対数変換した値を

用いた。

　フラックスの平均値と標準偏差は、3．7
±ユ．3gCm’！dlとなった。この値は既存の文献に

おける他の熱帯林とほぼ同じ値（5〕であった。フ

ラックステータを地球統計解析用ソフト（GS＋、

ガンマデザインソフト）で解析し、空間依存性を

検証した。その結果、CO。は表一ユに示すような

パラメータで表される空間依存性があることがわ

かった。各パラメータの意味は文献‘いに詳しい

が、ここで重要なのはQ値とレンジである。Q値は

空間依存性を表すパラメータでO～ユの値ととり、

ユに近いほど空間依存性が高いことを示す。この

写真一1
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図一3　対数変換した場合のO－0プロット

　　　　図中の右下のO－0プロットは変換しなか

った場合

表一1 バリオグラムモデルにおける各パラメータ

適用モデル

指数モデル

レンジ（m）

6．06

シル

O．ユ230

ナゲット

O．Oユ05

Q値

O．915

決定係数

O．595
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Q値はO．915とかなり1に近く、このプロットの

C0。フラックスの空間依存性がかなり高いことを

表している。また、レンジ値が約6mということ

は、6mよりも近いチャンバー同士はお互いが関

連性をもっていることを表しており、独立したサ

ンプリングにはならないことを示している。従っ

て、この林分のC0。の平均値を出したい場合など

にチャンバーを複数個設置する場合には、最低6

m以上あけると効率のよいサンプリングが行える。

この空間依存性を利用して、クリギングという手

法でプロット内のCO。フラックスマップを作成し

た（図一4）。中央部やや下にC0・フラックスの大

きい場所があるが、この周辺は下層植生が密生し

ておりその根の呼吸が大きいためにC0。フラック

スが大きくなったものと考えられた。

［まとめ］

　空間依存性を明らかにすることによって、最適

なサンプリング間隔を設計することが可能になっ

た。また、クリギングによって精度の高い誤差評

価可能なC0。フラックスマップを作成することが

できた。このような手続きは煩雑であり、しかも

この研究のみで重要な結論が得られるという性質

のものではないが、同一林内における複数地点の

観測がどういう意味合いを持っているかを判断す

るのには必要な研究であるといえる。本研究は環

境省地球環境研究総合推進費によりおこなわれた。

［引用文献］

（1）　lPCC，　SummaW　此r　policymakers：　radiative

　　危rcing　of　climate，in　Climate　Change1994

　　Radiative　Forcing　of　C1imate　Change　and　An

　　Eva1uati0110f　the1PCC　lS92Emissi011Scenarios，

　　edited　by　J．T．Houghton，L．G．Meim　Fi1ho，J．

　　Bmce，Hoesung　Lee，B．A．Camamdar，E．Haites，N．

　　Han’is，㎜d　K．Maske11，pp72＿一126，Cambhdge，1

　　995．

（2）lshizuka　S．，Tsumta　H．，Murdiyarso　D．，An

　　intensive　fie1d　study　011C02，CH．and　N20

　　emissions　a11d　soil　propeれies　at危ur　la11d－use　types

　　in　Sumatm，1ndonesia．Glob．Biogeochem．Cydes

　　16：1049．2002．

（3）八木一行、温室効果ガス発生・吸収量、土壌

　　環境分析法、p129－138、土壌環境分析法編集

　　委員会編、博友社、東京、1997．
（4）Parkim　T．B．，Meisinger　J．J．，Chester　S．T．，Starr　J．
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　　carbon　dioxide　flux　ill　soi1　1’espi1’ation　and　its
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V．研究成果発表会報告

日　　時：平成15年3月5日（水）　13：O　O～ユ7：00
会　場：共済ホール（札幌市中央区北4条西ユ丁目共済ビル6階）

入場者数：396名

テーマ　　森林は地球温暖化防止にどれだけ貢献できるか

プログラム

　開会

　北海道支所長挨拶

　研究発表

　　ユ．樹木はCO。をどのくらい食べるのか　～光合成による固定～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飛田　博順

　　2．土も呼吸する　～森林土壌からのC　O。放出～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石塚　成宏

　　3．森林の息づかいをまるごと測る　～タワー観測によるCO。の吸収量～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中井裕一郎

　休憩

　　4．北海道の森林はどれくらいC　O。を固定するのか　～炭素固定量のマッピング～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田内　裕之

　特別講演

　　京都議定書吸収源としての森林の役割と問題点

　　　　　　　　　　　　　　森林総合研究所森林管理研究領域長　　天野　正博

総合討論

　閉会

ユ3：OO

ユ3：OO～ユ3：ユO

13：10～ユ3：40

ユ3：40～ユ4：ユO

ユ4：！0～ユ4：40

ユ4：40～15：OO

ユ5：OO～ユ5：30

15：30～ユ6：30

16：30～ユ7：00

17：OO

当日のようす

支所長挨拶 研究発表 総合言立論
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1．樹木はCO。をどのくらい食べるのか～光合成による固定～

　　　飛田　博順

［はじめに］

　私たちが毎日ごはんを食べて大きくなるのと同

じように、樹木は毎日C0。を食べて大きくなる。

このC0。を食べる機能が「光合成」である。この

報告では、まず、葉の光合成の仕組みと、生育環

境や樹種による光合成速度の違いを紹介する。続

いて、樹木の光合成速度に対する大気CO。濃度の

上昇の影響を調べたC0。付加実験の結果を報告す
る。

［光合成の仕組み］

　葉の光合成では、光エネルギーを利用し、CO。

と水から炭水化物と酸素が作り出される。光合成

には電子伝達系と炭酸固定系と呼ばれる二つの部

分があり、どちらも葉の葉緑体の中で機能してい

る。電子伝達系では、光のエネルギーを用いて根

から吸収された水が分解され、エネルギーを伝え

る物質が作り出される。水が分解される時に酸素

が放出される。炭酸固定系では一般に葉の裏側に

ある気孔から葉の内部に取り込まれたCO。が吸収

され、前述の電子伝達系で創られたエネルギーを

用いてショ糖やデンプンのような炭水化物が作ら

れ樹体内に吸収される。

　ここで忘れてはいけないのが、樹木も私たちと

同じように呼吸をしてCO。を出していることであ

る。光合成で吸収するC0。の量と、呼吸で放出す

るC0。の量の差が、樹木が体の中に固定するC0。の

量になる（今後CO。固定速度と呼ぶ）。

［生育環境によるC0週定速度の変化］

　葉のC0。固定速度は光が強いほど高くなり、あ

る一定以上の明るさになると最大に達する（最大

C0。固定速度）。光の強さが夜明けから日没まで変

化するのに伴い、CO。固定速度も1日の間で変化

する。夜間は暗いため、C0。を吸収せず逆に呼吸

でC0。を放出する。

　葉のC0。固定速度に影響するのは光だけではな

く、窒素栄養も影響する。葉の中の窒素の量が多

いほどC0。固定速度が高くなる。大気中に豊富に

ある窒素を利用できるのは一部の樹種だけであり、

ほとんどの樹木は土壌から窒素栄養を吸収する。

つまり土壌中に含まれる窒素栄養の多さが、葉の

C0週定速度に影響を及ぼす。

　実際に北海道の代表的な落葉広葉樹6種を、光

環境と土壌の窒素栄養量の異なる環境で育て、葉

の最大C0個定速度を調べた（図一ユ）。同じ環境

で生育させた場合でも、樹種問でC〇二固定速度は

異なった。例えば、シラカンバは、同じ環境で育

つイタヤカエデの1．5倍のCO。固定速度を示した。

また、同じ樹種でも、生育環境によってCO。固定

速度は異なり、イタヤカエデではユ．8倍、シラカ

ンバでは3倍の変動を示した。樹木は動くことが

できないため、生育する環境条件に順応し、葉の

C0。固定速度を変えているといえる。

　これまで示したC0。固定速度の値は、1㎡の葉

が1秒間に固定するC0、の量を表す。C02固定速度

の値が10のとき1㎡の葉が1時間に約1．6gのC0、

を固定するという速さになる。実際に樹木が体の

中に固定するC02がどのくらいの量になるのか、

この実験で育てた苗木の成長量から計算した。樹

高20㎝程度のシラカンバとミズナラの苗が、5月

から8月の4ヶ月間で固定したC0。の量は、それ

ぞれ15gと44gであった。苗の個体あたりの葉の量

が非常に少ないため、C02固定量も少量であった。

　樹種により、また同じ樹種でも生育環境により、

葉のC0。固定速度が異なるため、ある1本の樹木

のC0。固定量を正確に予測することは難しい。こ

の予測を、葉のC0。固定速度からできるだけ正確

に算出できるようにするために、現在も研究を続

けている。

’ω

　16
E　14　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一●」強光一窒素豊富

でヨI2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一・◎一庇陰一窒素豊富
∈

…；10　　　　　　　　　　　　　　　　r卜強光一窒素不足

固8埠g　6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋庇陰一窒素不足
似
回

O
O
＋く　イヤシバミシ幅　享事ラ生草；
　　　カ　　モ　　キ　　レ　　ラ　　ン
　　　エ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ

　　　テ

図一1　異なる光＿養分環境で生育させた、落葉

広葉樹6種苗木の最大CO。固定速度の平均値（n

；4）。強光は全天条件で、庇陰は全天の12％の
明るさ。
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［樹木のCO。固定速度に及ぼすCO。濃度上昇の影
響コ

　大気の組成は、体積の割合で多い順に窒素（78

％）、酸素（約21％）であり、C0。はアルゴンに次

いで4番目である。しかしその割合は非常に少な

く、約O．036％（360ppm）しか含まれていない。

酸素に対してとても少ない。近年、この大気中の

CO。濃度が年々確実に上昇し続けている。

　ハワイのマウナロア山では、アメリカの研究所

により、ユ958年から40年以上も大気のCO。濃度の

観測が続けられている。CO。濃度は、1958年に315

ppmであったが、現在では360ppm程度であり、こ

の43年間でも、明らかにCO。濃度が上昇し続けて

いることがわかる。1800年ごろまでは、270－280

ppmで安定していたようであるが、主に化石燃料

の使用の増加が原因で大気のCO。濃度が上昇して

いると考えられている。100年後には490～！200

ppmまで上昇すると予想されている。現在進行し

ている大気のC02濃度の上昇に対して、注目され

ているのが樹木のC0。固定能力である。

　現在の大気のC0。濃度環境で生育させた樹木の

C0。固定速度は、外気のC0。濃度の増加に伴い高く

なる。しかし、実際に高C0。濃度環境で生育させ

ると、葉の中のC02濃度（葉肉C0。濃度）とC0。固定

速度の関係が変化し、現状で予想されるよりも

CO。固定速度が低くなることが多く報告されてい

る。またCO。濃度の上昇に対する樹木のCO。固定速

度や成長の反応は、樹種により、土壌の養分環境

により異なることも知られている。森林の土壌中

の養分、特に窒素は、樹木の成長を制限する主要

な要因の一つである。高C02濃度環境では、CO。の

量に対して土壌の窒素栄養の量が相対的に不足し、

高CO。下でのC0。固定速度の変化に影響を及ぼす可

能性が考えられている。

　ここでは、開葉様式の異なるケヤマハンノキ、

ミズナラ、イタヤカエデのCO。固定速度と成長に

及ぼす、高CO。濃度と窒素供給量の影響を報告す
る。

［試験方法］

　イタヤカエデ、ミズナラ、ケヤマハンノキの苗

を実験に用いた。森林の樹種の移り変わりのこと

を植生遷移と呼ぶが、イタヤカエデは、植生遷移

の後期に優占する樹種で、暗い場所でも耐えて生

活することができる。ミズナラは植生遷移の中期

に優先する樹種で、生育環境が適している場合、

数回新しい葉を開く。ケヤマハンノキは、植生遷

移の初期に優占する樹種で、次々と葉を開く性質

を持つ。またケヤマハンノキは、他の2種と異な

り、根で根粒菌とよばれる放線菌と共生し、根粒

を形成し大気中の窒素を吸収することができる
（窒素固定能）。

　これらの苗を5月上旬に直径21㎝のビニーノレ製

ポットに移植した。土壌には鹿沼土と赤玉土を1

対1の割合で混合したものを用いた。CO。濃度と

温度を制御した環境調節室自然光室で生育させた。

C0。濃度を360μmo1mo1■1（現在のC0。濃度）と720

μmo1mo1■I（高C0。濃度）に設定し、5月中旬

に処理を開始した。温度は26／16℃（昼／夜）に設

定した。肥料は1／2Hoag1and　So1uti㎝を元に

調合した。窒素供給量を52．5mgNpot■1week■1

（High－N）と5．25mgNpot－1week■1（Low－N）の

2段階に設定した。他の養分は等量与えた。

　C0。処理開始後に新たに開いた葉の光合成を携

帯型光合成蒸散測定装置（LI－6400，Li－cor）を

用いて測定した。葉齢約1ヶ月の成熟葉について、

葉肉C02濃度と最大C0。固定速度の関係を調べた。

ミズナラのみ、葉齢約1．5ヶ月の光合成も測定し

た。100日後にそれぞれの樹種について各処理6

個体ずつを刈り取り、葉面積、各器官の乾燥重量

を測定した。

［結果と考察］

　葉肉C0。濃度とCO。固定速度の関係に見られる高

C0・濃度の影響は樹種によって異なった（図一
2）。

　イタヤカエデは、窒素供給量によらず、720ppm

で測定した時のCO。固定速度が、現在のC0。濃度で

生育させた個体より、高CO。下で生育させた個体

のほうが大幅に低下した（図一2の左から2番目

；現在のC0。濃度で生育させた個体を720ppmで測

定した時の値と、高C0。濃度で生育させた個体を

720ppmで測定した時の値の比較）。高CO。濃度で

生育させたときのC0。固定速度の上昇（現在のC0。

濃度で生育させた個体を360ppmで測定した時の値

と、高CO。濃度で生育させた個体を720ppmで測定

した時の値の比較）は、予想より少なかった。

　ケヤマハンノキは、720ppmで測定した時のCO・

固定速度が、現在のC0。濃度で生育させた個体よ

り、高CO。濃度で生育させた個体のほうがやや低

かったが、低下の大きさはイタヤカエデほど大き

くなかった（図一2の一番左）。この傾向は窒素

供給量が少ない場合（Low－N）でも同様であり、

窒素供給量の影響が少なかった。

　ミズナラは窒素栄養によって反応が異なった

（図一2の右から2番目）。窒素供給量が多い場
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合（High－N）には720ppmで測定した時のCO。固定

速度にC0。処理問で差がみれなかったが、窒素供

給量が少ない場合（Low－N）には高CO。濃度で生育

させた個体のほうが低下した。

　ミズナラは、葉齢が高くなると結果が異なった

（図一2の一番右）。窒素供給量が多い場合
（High－N）でも、イタヤカエデと同様に720pPmで

測定した時のCO。固定速度が高C0。濃度で大幅に低

下し、それぞれの生育環境のCO。濃度で測定した

CO・固定速度がほとんど同じになった。高CO。濃度

で生育する期間が長くなり葉の年齢が高くなると

C0。固定速度の上昇が少なくなることがわかった。

　個体あたりの葉面積に対する高C0・濃度の影響

を調べるために、個体重量に対する葉面積の比

（葉面積比（LAR））を示した（図一3土）。LAR

は、いずれの樹種でも、高C0。濃度で現在のCO。濃

度より大きくなることはなかった。逆にミズナラ

では、高C0。濃度のほうがLARが小さくなる傾向を

示した。この結果から、3樹種とも高CO、濃度環

境で個体に占める葉面積の割合が増えることはな

く、個体あたりの葉面積の増加によりC0。固定速

度が高まることはないことが明らかになった。

　3樹種の成長量に対する高C0。濃度の影響を調

べるために、高CO・処理ユOO日間の相対成長率

（RGR）を比較した（図一3下）。ケヤマハンノ

キでは窒素供給量の多少に関わらず高CO膿度の

ほうがRGRが高い傾向を示し、高CO。濃度により成

長が促進された。逆に、イタヤカエデではどちら

の窒素供給量でもRCRに差がなく高CO。下でも成長

がよくならなかった。ミズナラでは、窒素供給量

が多い場合（High－N）には高CO。のほうがRGRが高

く、高C0。濃度により成長が促進されたが、窒素

供給量が少ない場合（Low－N）はCO処理問でRGR

に差がなく、高CO。濃度でも成長がよくならなか

った。以上の3樹種の個体の成長量の結果は、そ

れぞれの個葉のCO。固定速度に対する高CO膿度の

影響を反映したものであった。

　以上の結果から、樹木のCO。固定速度とC〇二固定

量に対するCO。濃度の上昇の影響は、土壌の窒素

栄養の量や樹種の違いにより異なることがわかっ

た。土壌の窒素栄養が多い場合は、葉のCO。固定

速度が現在の大気のCO。濃度で測定した値に比べ

て上昇し、個体のCO。固定量も増加する場合があ

った。ただし現在のCO。濃度で生育させた個体で

予想されたよりはCO。固定量の増加は少ないもの

であった。一方、土壌の窒素栄養が少ない場合は、
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図一2　現在のCO。温度（0　360ppm）と高CO。濃度（●　720ppm）で生育させた、ケヤマハンノキ、ミ

ズナラ、イタヤカエデの葉肉CO。温度とCO。固定速度の関係。上段がHigh－N、下段がL㎝一N。ミズナラは葉

齢が高い場合（高齢葉、1．5ヶ月）の結果も示した。棒は標準誤差（n＝4）。
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ケヤマハンノキ以外の2樹種では、高CO。濃度環

境でCO。固定速度があまり上昇せず、個体のCO、固

定量も増加しなかった。ケヤマハンノキは、窒素

固定能を持つことにより、C0。の増加に対して窒

素をバランス良く吸収できたためにC02固定速度

とC0。固定量が上昇したと考えられる。樹木の生

育する土壌の窒素栄養条件が、将来のC0。濃度上

昇に対する樹木のC0。固定量の増加を制限する可

能性が示されたことから、大気中の窒素を森林生

態系の中に取り入れることのできるケヤマハンノ

キのような窒素固定能を持つ樹種は、高C0。環境

で土壌の窒素供給量を増加させ、他樹種の高CO。

環境でのC0。固定速度を促進させる殺害11を担うこ

とが期待される。

　今回高CO。濃度に対する樹木の反応を調べたが、

まだわからないことが多くあり、統一的な見解が

得られていないのが現状である。そのため今後も、

高CO。に対する樹木の反応の将来予測のためにデ

ータを集めていく必要がある。その一方で、現時

点での樹木のCO。固定量をより正確に把握するこ

とも重要である。葉のCO個定速度から、周囲の

環境条件を考慮して樹木個体、さらには森林の

C0。固定量を精度よく推定することも今後進めて

いく研究課題の一つである。ハワイで続けられて

いるC0。濃度の観測データのように、環境が変化

する前から、長期間、継続して測定を続け、記録

を残すことが重要であると考える。

　　　ケヤマハンノキ
　120

11川1
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図一3　現在のC0・濃度（360ppm）と高CO・濃度（720ppm）で生育させた、ケヤマハンノキ、ミズナラ、

イタヤカエデの、個体重量に対する葉面積の比（葉面積比、LAR：上図）と、100日間の個体重量の相対

成長速度（RGR：下図）。左側2本がHigh＿N、右側2本がL㎝＿N。棒は標準誤差（n；6）。
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2．土も呼吸する　～森林土壌からのCO。放出～

　　　石塚　成宏、田中　永晴、阪田　匡司、高橋

［はじめに］

　大気中の温室効果ガスの濃度上昇が観測され、

地球温暖化が危倶されている。温室効果ガスのう

ちもっともその寄与率が高いのは二酸化炭素（以

下、COl）であり、温暖化の寄与率は全体の60％

に達するとされている1）。1750年からのCO。濃度

上昇の原因のほとんどが化石燃料の燃焼を主とし

た工業にあり、自然生態系における大気一陸海域

の炭素循環はほぼ平衡していると考えられている

1）。しかし、今後地球温暖化が顕著になるにつ

れて、これら大気一陸海域の自然生態系の炭素循

環が変化し、CO。濃度がさらに上昇する正のフィ

ードバックを引き起こす可能性がある。従って、

自然生態系のCO。放出・吸収メカニズムを明らか

にするとともに、CO。濃度の変化や気温の上昇に

対するC0。放出・吸収量変化予測技術の精度を向

上することが必要とされている。

　土壌は海洋、地層中の炭素を除くと最大の炭素

貯留量を持ち、その量はユ500Pg（Pはペタで
ユO］5）で、植物体の炭素量（500Pg）の3倍、大

気中の二酸化炭素の炭素量（730Pg）のほぼ2倍

である1〕。従って、現在は平衡状態を保っている

と考えられる土壌圏とその他の生物圏の平衡が地

球温暖化によって失われて、土壌中の炭素がC0、

に変換され大気圏に放出されていくようなことが

あれば、大気中のCO・濃度がさらに上昇し、さら

なる温暖化を引き起こす可能性がある。そこで我

々は、日本の森林土壌からのCO。放出速度（以下、

土壌呼吸速度）を実測し、土壌呼吸速度と各種土

壌パラメーターとの関係を明らかにし、温暖化に

対する土壌呼吸速度の変化について考察した。

［試験方法1

　北海道層雲峡、定山渓、簾舞、羊ヶ丘、岩手県

安比、秋田県田沢湖、茨城県小川学術参考林、加

波山、常陸太田、茎崎、筑波山、長野県大地峠、

御嶽、愛知県瀬戸および稲武、広島県東広島、熊

本県鹿北、沖縄県南明治山において土壌呼吸速度

の観測を行った。土壌呼吸速度測定にはクローズ

ドチャンバー法（内径40㎝、高さユ5cm）を用い、

ガスの採取持問はO、ユO，20，40分の4回とした。

チャンバー数は原則として5つとし（小川、加波

山、大地、常陸太田、簾舞、筑波山、茎崎、沖縄

は3反復）、ガスの採取はユヶ月にユ回を基本と

した。採取したガスはあらかじめ真空引きをした

正通（立地環境研究領域）

バイアル瓶に封入し、北海道支所あるいは本所・

養分環境研に郵送し分析をおこなった。CO、の分

析には赤外線分析計またはGC－TCDを使用した。5

cmの地温をおんどとりJr．（ティーアンドイー

製）を用いて連続観測した。各試験地から3深度

（O～5cm，5～1O㎝、10～ユ5㎝）の土壌および

ユOOmL土壌円筒試料を採取し、一連の土壌分析を

おこなった。いくつかの試験地では、土壌円筒試

料のCO。生成能を測定し、土壌有機物分解による

CO。放出速度として評価した。さらに、この土壌

有機物分解によるCO・放出速度と各土壌パラメー

ターとの関係を解析した。

　観測されたフラックスの結果は、5cmの地温丁

（℃）、フラックス値y（gCm■2d］）の関係を下記

の回帰式で近似し、残差の平方和が最小になるよ

うにパラメーターを決定した。

　y・a・euT　　（1）

［結果と考察］

　過去の研究例でもみられるように、土壌呼吸速

度は地温と強い正の相関を示し（例えば図一1）、

5㎝の地温丁と土壌呼吸速度yの問には指数関数的

な関係があった。各試験地の（ユ）式における係数a

およびbは異なり、同じ温度（例えば15℃）であ

れば年間積算地温が少ない地点ほど土壌呼吸速度

は高く、年間土壌呼吸量は沖縄を除いて概ね北に

いくほど大きくなる傾向が認められた。また、標

高別では、標高が高くなるほど年間土壌呼吸量が

少なくなる傾向が認められた。土壌内のCO・移動

モデルを作成し、土壌有機物分解によるC〇二放出

速度と30分母の地温データおよび土壌呼吸速度の

温度依存性パラメーターを用いて、土壌有機物分

解による土壌表面からの年間CO。放出量を算出し

た。その結果、年間積算地温が低いほど土壌有機

物分解以外からのCO。生成量の割合が大きくなる

傾向が認められた（図一2）。土壌呼吸は土壌有

機物分解による呼吸と根の呼吸およびAo層分解に

よる呼吸の3つに大きく分けられることから、こ

の結果は根呼吸とAo層分解によって発生するCO。

の量が沖縄を除く関東以西ではほぼ一定であった

のに対し、東北・北海道ではこれらのCO。生成量

が大きかったことを示している。但し、土壌有機

物分解によるCO。放出量の推定には、フラックス

観測から得られたQユO値を使用しているため精度

に不安があり、今後より精度の高い詳細な調査が
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望まれる。また、土壌円筒試料の中には根も含ま

れており、一部の根呼吸は土壌有機物由来のCO。

生成量に含まれている可能性がある（もし、活性

を維持した根がかなり含まれていれば、Ao層分解

由来のC0。生成量の割合がより高くなると推定さ
れる）。

　土壌有機物分解由来のCO。発生量に関して、土

壌分析値との相関関係を解析したところ、セルラ

ーゼ活性とR．O．848と最も相関が高く、主として

土壌の微生物活性が土壌有機物からのC0。生成速

度を決定していることを示していた。また、C0。

の生成に寄与すると考えられる土壌中のセルロー

ス量は土壌有機物由来のC0。発生量が大きいほど

少なく（図一3）、分解可能な炭素源が減少して

いることが推定された。

［温暖化による土壌呼吸の変化］

　これらの結果を総合すると、年間積算地温の高

い地域では土壌微生物による有機物分解が進んで

いるために土壌中の有機物蓄積が少なく、またAo

層の蓄積も少ないのに対し、年間積算地温の低い

地域では土壌微生物による有機物分解が遅いため

に土壌中にセルロース等の有機物蓄積が多く、Ao

層の蓄積も多いと考えられる。従って、仮に地球

温暖化によって年間積算地温が上昇した場合、年

間積算地温が高い地域では分解できる有機物資源

が既に少なく、あまり土壌呼吸量は増加しないが、

年間積算地温が低い地域では分解できる有機物資

源が豊富に存在しているために、これらが分解さ

れることにより土壌呼吸量が増加すると予測され

る。従って、温暖化によって土壌呼吸速度の上昇

が予測されるが、中でも注意が必要なのは東北以

北の森林土壌における土壌呼吸である。

［おわりに］

　温暖化によって自然生態系がどのような反応を

示すかについては、植物の生産量の変化、植生の

群落構成の変化や降雨量の変化などを総合的に考

慮する必要があり、土壌呼吸の変化はその中の一

つに過ぎず、正確な予測というのは不可能である。

しかし、本研究で明らかになったように土壌呼吸

と温度の関係はかなり密接であり、温暖化によっ

て土壌呼吸量が増えることは避けられそうにない。

数千年（もしかしたら数万年かもしれない）とい

う年月をかけて土壌中に蓄積してきた炭素を、劇

的に減らしてC0。としてしまわないように、あら

ゆる努力をする必要があろう。

［引用文献］

ユ）IPCC2001，Climate　Change2001：The　Scieηtific

Basis．C㎝tributi㎝of　Working　Group　I　to　the　Third

Assessment　Repoれ。f　the　lntergovemm㎝tal　Panel　on

Climate　Change（Houghton　J．T．et　al．eds．），Cambridge

University　Press，Cambridge，United　Kingdom　and　New

York，NY，USA，pp881．
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3．森林の息づかいをまるごと測る　一タワー観測による正味CO，吸収量一

　　　　中井裕一郎、北村　兼三、鈴木　　覚

［はじめに］

　現在、大気中の二酸化炭素の増大とそれに伴う

気候の温暖化の進行が様々なレベルで過去につい

て検証され、将来予測が試みられている。海洋に

比べて地域毎にバラエティに富んだ固有の生態系

を形成している陸上の植物群落の二酸化炭素吸収

能力を定量的に評価することは遅れているが、徐

々に理解が進んでいる。リアルタイムな現象とし

ての植物の二酸化炭素吸収を捉える画期的な方法

として、森林の上で空気の流れやC0。の濃度変化

を測定することによって、森林と大気との間の

CO。輸送量を直接求める方法（乱流変動法または

渦相関法）が世界各地の森林で行われるようにな

ってきた。

［試験方法］

　森林と大気との問でCO。の輸送量（フラックス、

図一ユの正味C0。フラックス）を乱流変動法など

を用いて測定し、森林のCO吸収量を推定するこ

とに関してその特徴・メリット・一部の成果など

を述べる。

……堕言㌣…首
　　　　　　　　　　　　　　　　　　仁

　　　　　　　　　　＿仁

　　　　　　　　　→

図一1

土壌呼吸

一一一
㌻

　図一ユでわかるように、気象学的測定における

定点計測では、森林の上空に測器を設置するので

森林より高いタワーが必要とされ、”タワーフラ

ックス法”などといわれる。フラックスの測定で

は、大気乱流による温度、湿度、C〇一濃度変化な

どを測定するために応答の早い測器を使用する。

これは毎秒5回からユO回程度のサンプリング速度

で、約ユ2の気象要素等を測定・記録するためで、

データ量は膨大（2週間で約300MB）になる。この

ようなデータを処理することによって森林と大気

間のCO。交換量（NEE，　Net　Ecosystem　Exchange）

は30分母に得られる。本手法を長期連続翻則とし

て実施すると、30分～年の時間スケール、生態系

群落空間スケールのNEEが得られる。このような

時空間スケールでCO。吸収量（放出量）を得られ

る方法は他にない。得られたフラックスに簡単な

前提条件のもとで統計処理を行うと、GPP（Gross

　Primary　Production、総光合成量）、　RE

（EcosystemRespiration、生態系呼吸量）、NEP

（Net　Ecosystem　Producti㎝、。一NEE、純生態系生

産量）の分離なども行うことができる。

　このようにして得られた結果は、森林群落の炭

素循環プロセスモデルやリモートセンシングモデ

ルの検証データとして様々な時間解像度で使用で
きる。

　理想的な平坦地形・気象条件と均質な森林状態

にある場合、約5％の誤差でCO・吸収量が算定さ

れるといわれている。しかし、そういう場合は希

であり、本手法にも適用上の様々な問題点がある。

傾斜地形上で乱流強度が小さい（風速が小さい夜

間などの）場合には、森林生態系が放出するCO、

が乱流フラックス測定高度に到達することなく、

斜面にそって生態系外に流出してしまい、C〇二放

出量が過小評価されることが懸念されている。こ

の問題に対して一定の補正方法が提案されている

が未だ不確定性が残されている。また、乱流変動

法で測定されるエネルギー（顕熱・水蒸気輸送

量）が有効放射量に比べて系統的に過小である一

いわゆるエネルギーの保存則が成立しない矛盾一

が世界各地の観測サイトで確認されている、

　いずれにしても本手法は、測定の困難と考えら

れている土壌炭素の収支を含めた森林群落レベル

の炭素収支を測定する唯一の手法であり、日変化

や季節変化を議論できる多様な時間スケールと群

落レベルの空間スケールが特徴である。したがっ

て、森林群落内の個別炭素フラックス研究に対し

てワークフレームを与える中核的観測研究と位置

づけられる。ちなみに、現在のサイト数は温帯、

亜寒帯、ツンドラ、熱帯、5大陸にわたってユ80

以上を数え、継続年数ユO年以上のものも存在する、

　ここでは、森林総合研究所北海道支所羊ヶ丘実

験林においてユ999年から開始されたタワー観測の

結果を報告する。対象とした森林は森林総合研究

所北海道支所羊ヶ丘実験林内（札幌市内）の天然

6ユ
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生落葉広葉樹2次林で、平均樹高20m、主要構成

樹種はシラカンバ・ミズナラ・ハリギリ・シナノ

キなど、林床はチシマザサ・クマイザサが密生す

る。本森林は約ユOO年前の山火事後に自然再生し

たもので優占種のシラカンバは成熟し徐々に衰退

しつつあり、ミズナラなどを主とした森林にゆっ

くりと遷移していく初期段階にある。タワー周囲

は北向きの緩やかな斜面地形上にある。

1）タワーフラックス観測

　上記森林において、超音波風速温度計による3

次元風速と気温測定による渦相関法をべ一スとし

て、森林上8．5mの高さでフラックス観測を行っ

た。CO。乱流フラックスはクローズドパス赤外線

ガス分析計によるC0。濃度の測定に渦相関法を、

水蒸気フラックスは静電容量式湿度計による比湿

の測定にバンドパス渦相関法を、それぞれ適用し

て算出した。フラックスの平均化時間は30分とし

た。渦相関法観測高度以下のCO。貯留変動量を算

出するため、5高度でのCO。濃度を！高度2分つつ

で巡回測定、すなわち10分間で1サイクルとして

測定した。正味のC0。収支（NEE，Net　Ecosystem

Exchange）は乱流フラックスと貯留フラックス

（貯留変化量）の和とした。

2）微気象観測

　群落内～群落上の気温・湿度・風速の鉛直分布、

樹冠層下と群落上における日射・赤外放射・光合

成有効放射の各成分についての放射収支、林内の

積雪深、地温、土壌水分、地下水位などの観測を

行ない、各観測要素の平均値をユO分母に記録した。

3）樹冠層LAIの光学的推定

　樹冠層の葉面積指数（LAI）は、光学的推定に

より求めた1〕。まず、樹冠層の植物体面積指数（V

AI）を樹冠層上下の日射量観測値から求めた。樹

冠層の日射透過率τc、散乱光の吸光係数をkと

したとき、VAIは

VAI＝＿1／k・1nτc

となる。kを一定と仮定し、落葉期のVAIをVAIw。

一定とすると、

LAI＝VAI＿VAIw

によってLAIが求められる。算定には、散乱日射

時の10時一4時平均日射量を用い、落葉を定期的

に回収して得られたしAIと合うようにkを決定し
た。

4）NEEの簡単なパラメタリゼーションと補間・

補正

　無積雪期昼間の30分平均NEEユエ日分を順次移動

させながら直角双曲線関数（Michaelis－Menten
式）

NEE　＝　Rd　－　Pmax　．　APAR　／（一Pmax／Kp　＋　APAR）

に当てはめ、回帰結果を用いて補間を行った。こ

こで、Rd：昼間の生態系呼吸量、Pmax：飽和光合

成速度、APAR：群落に吸収された光合成有効放射

量、Kp：光合成曲線の初期立ち上がり勾配、であ

る。また、風のある夜間や積雪期のNEE（この場

合、生態系呼吸量RE）と地温との関係を4－7月と

それ以外の期間に分けて指数関数に回帰し、補間

と夜間の摩擦速度が0．3m／s未満の場合の補正に用

いた。

［結果と考察コ

　フラックステータについては無積雪期昼間の30

分平均のNEEユ1日分を移動させながら直角双曲線

関数に当てはめ（図一2）、補間を行った。夜間

や積雪期のNEE（生態系呼吸量RE）と地温との関

係を年間を通じて地温（5㎝）の指数関数として

4～6月とそれ以外の期問に分けて求め、夜間の

摩擦速度がO．3m／s未満の場合の補正と補間に用い
た。

　上記の補間と補正を行った上で、2002年のNEE

の季節変化を表すと図一3のようになる。若葉期

の日積算NEEが日毎に激しく上下するのは光合成

によるCO・吸収が放射量に鋭敏に反応しているか

らである。ここで、光学的手法によるLAIを日射

量観測値から求め、その季節変化を明らかにした

（図一3）。NEEとLAIの季節変化を同時に見ると、

樹木の開葉（5月）から7月ごろまではNEEの変

化はLAIの変化とよく同調している。しかし、そ

の後8～9月にかけてLAIがあまり変化していな

いのにC0吸収量は徐々に減少している。この吸

収量の減少の原因は、日射量の減少による光合成

速度の低下、気温や地温の上昇によって土壌呼吸

など放出フラックスの増大、葉の光合成能力その

ものの低下などによる。このような様々な要因が

年によって異なることによりCO吸収量の年々変

動が生じることが推察される。一方、積雪期のNE

Eを見ると一定した放出フラックスの継続してい

ることがわかる。積雪期のC0。放出量は日単位で

は小さいが、札幌の場合で約4ヶ月半程度継続す

ることから、年間のCO。吸収量を計算する場合に

はかなり大きなマイナス要因となることに留意し
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なければならない。

　葉の光合成能力はLA　Iだけでなくそれ以外の

葉の質（葉の成熟・老化による変化）によって決

まる。フラックスのモデル化ではLAI以外の葉の

経時的な変化を導入する必要がある。生理・生態

分野との連携による統合的な理解が現象解明に不

可欠である。

　生態系呼吸量を地温の関数として表現すると、

その年周期変化には明らかなヒステリシスが存在

した。原因としては、春期には植物の構成呼吸に

よる放出フラックスが大きくなることが想像され

るが、具体的なメカニズムは生態・土壌分野で行

われる植物の呼吸や土壌有機物の分解によるCO。

放出フラックスの個別要素別の観測等によって今

後、解明される必要がある。

　平年にはみられる春～夏期の乾燥した気象条件

が今までの研究期間中にはみられず、土壌の乾燥

に対するフラックスの反応を検討することはでき

なかった。長期観測をさらに継続し、多様な気象

条件下におけるデータの集積を図る必要がある。

　落葉広葉樹林の場合、フラックスの年間総量に

関して若葉期問の長さがおおきな影響を及ぼす。

特に、春先の開葉時期は吸収フラックスの立ち上

がりが北方へいくほど急激になるので、その時期

の早遅を正確に推定する必要がある。樹木季節の

生理学的なアプローチとリモートセンシングによ

るアプローチ両面で改良の余地が大きいと思われ
る。

　積雪期の放出フラックスは小さいが、継続期問

が長いため年間のCO1収支には無視できない影響

を持つ。このようなフラックスの大きさを立地条

件に応じて一般的に推定する方法を考える必要が
ある。
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4．北海道の森林はどれくらいC0。を固定するのか　一炭素固定量のマッピングー

　　　　田内　裕之、宇都木　玄、高橋　正義、田中　永晴

［はじめに］

　森林の炭素固定量に関しては、今までにもいく

つかの試算がなされているが、多くは森林計画簿

等の集計データから積み上げたもの、森林帯ごと

に単位面積あたりの平均固定量を算出し面積を乗

じたものであった。近年、リモートセンシングに

よる測定・推定が行われつつあるが、大面積での

評価には至っていない。本研究では、公表されて

いるデータセットを利用して、時点修正および変

更が容易な森林の炭素固定量算出システムの構築

を試みた。

［試験方法］

　公表されている3次メッシュサイズ（約1㎞四

方）の数値情報を用いて、森林における炭素固定

能力算出システムを考案した（図一1）。森林分布

の基礎となるデータセットには、現存植生データ

（第5回調査、環境省）を利用した。外分の成長

量と環境条件との関係を明らかにするために、主

な樹種の現存量推定にかかわる汎用性の高いアロ

メトリーを求めた。そのため、国内の林学関係誌

（1950年～）の公表データを全て拾い出し、採用

する係数を決定した。成長データには、全国的に

多点で定期調査が行われている酸性雨モニタリン

グ調査地（林野庁）の毎木データを用いた。その調

査地における成長量と環境要因との相互関係を調

べ、ある地点における環境要因からその場所（メ

ッシュ）の炭素吸収能力を推定する式を作成し、

全国集計を行った。また、書くメッシュの値をマ

ッピングした。

［結果と考察］

1）環境要因による成長量推定

　1975年より発表されている相対成長に関する文

献をすべて収集し、その係数が外的もしくは内的

環境要因によって変動するのかを解析した。その

結果、要因による有意な変数の変化は認められず、

全国一本の式を採用しても問題ないと判断し、樹

種別にスギ・ヒノキ・マツ類ほか針葉樹・広葉樹

のアロメトリー係数を決定した。

　1990年より測定されている、酸性雨モニタリン

グ調査地点（有効解析数670地点）の5年間の毎木デ

ータ等から、調査地の環境要因と成長量との関係

を重回帰分析によって求めた。いずれも、説明変

数（R2）はあまり高くなく、全ての種に共通して

有効な環境要因は見出せなかった。しかしながら、

樹種ごとに成長に影響する環境要因が抽出できた。

これらの要因から、ある場所における現存植生
（優占樹種）のC0。吸収能力を算出した。

2）森林の炭素固定能力

　植生データによると、北海道の森林面積は約

550万haで、年間炭素吸収能力は、964万ton／yrに

達した（表一1）。吸収能力は植生単位ごとに異な

り、その平均値はトドマツ林で1．98ton／ha／yrと

最大値を示し、ミズナラーカンバ林等の広葉樹林

では1．61ton／ha／yrであった。植生単位ごとの吸

収量は、その面積を反映し、低山地域に広く分布

するミズナラーカエデ林（広葉樹林）が258万ton

／yrと最大になった（表一1）。また、植栽木の

みで構成されるカラマツ林の吸収能力も高かった。

1）でメッシュごとに算出した炭素吸収量を階級別

に色分けしマッピングした（図一2）。地域別に

見ると、道東でトドマツ林が分布する地域では、

吸収能力が2．5tonlha／yr以上のところが多かっ

た。日高山脈北部や道東地域の混交林が分布する

地域では、

○生テータ

　㎝〃

立均データ
　土。
．．傳名ρ刀．

’光’デ」タ

光合口有効光

H偏榊〃＾

図一1　吸収■■出に利用したデータセット

括弧内はデータの出典。森林総研分は本研究で独

自に作成したデータセット。

表一1　北海道における森林の炭素吸収能力

森林区分　　炭素吸収量（t㎝／yr）

　針葉樹林

針広混交樹林

　広葉樹林

　合　　計

3，886．616

1，404．013

4，351．408

9，642，036
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吸収能力がユ．5－2．5t㎝／ha／yrの場所が多かった。

それに対し、道北では、特に天塩山地での低い吸

収能力（1．5ton／ha／yr未満）が顕著であった。

　このように北海道の森林は964万ton／yrの炭素

を吸収し、土壌中には112，100万ton（森林総合研

究所調べ）もの炭素を貯留している（図一3）。

北海道に在住する人問がエネルギー消費等で排出

する炭素量は1，5ユ6万ton／yrとなり、森林は排出

量の64％を吸収する能力があることがわかった。

また、土壌中には年間吸収量の約ユ20年分が貯留

されており、炭素のダムであることが示された。

わ公、．／人

　　　　，

図一3　人問活動によって1年間に排出される炭

素量と森林の炭素吸収量および土壌中の炭素貯留

1（北海道分）

　排出量は環境自書（平12）から計算。

一劣　一

　欝一
一｛・。潔．妻　　　　　鵬

・妙

麟

○　　　弓

．

．

○

図一2　北海道の森林の年間炭素吸収量マップ
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丸山　　日
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北口　北9
江田”ほ
小池　考良1北人〕
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丸山　　■
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北口　光Q
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山口　岳広
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炊木f左利r1北大〕
1，州1史1沿1北大〕

丸山　　口
小池　孝良：北大）

カバノキ科樹木におけるトリコーム形成の環境および季節依イ’＝刊」 H本州11≡1会北地逝尤…1：。高文珂。 1 11㌔l　l 11iΩ1号．o！

北橋　”勉1北人）
丸山　　日
i1床　禍1印11北大）

小池　孝良1北入）

萄一㍊高1二’二おけ石ポ葉…」σバ虫いと仙1葉σ：月（ク♪鐵刊’ □木林学会北池jo支；郁■論文坦三 5
1
1｛1ト11 2no：｛．o！
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北口　光○
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香1」j雅純1北大）
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丸山　　■
Ouurc・111．A，M．
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丸山　　■ 州II3の揃｝：＾、bに脳1㍑検．一 斗1友］昨1吏松林｛h態系を亜ヰ見した公共「言業の心人手
1」1■則介榊；’f“；1北地逝〕

ツ㌔！ll 2n03．03

丸山　　呂 針茸1樹σ）樹冠オー束1’lo〕÷舳から見た狐杯の健全ヤi，．舳嚇榊）検■；一 平成11年度称林’1二照；系をπ視した公共’」青ユの専入手

1」、1洲介糀；if．11峨林総合研究1i斤〕

2！一1三 2oo1｛．o11

赤塚1i、希子1北入）
八讐　一直1川　人1一北大j

コー戸帆森林公岬rにおける耳1川開立．芯とノデ後の洲ilに1λlIlる棚｛ 11水杯’』≡1会大公学林∫．．．嚇火 llll 1川’ 2on！．o11

八省　一成
小，■f　列1uヒ池j山〕1」

ROSの尤．五と1リ能刊
耳I」川考σ」多杁椚」に応じたピ1外公1制デデ1「σ）あ’」川：1｝lIlる1州介而月先棚1■，1；1そ’〕！1

11卜！n ！on！、lr

1ユ三■ゴ　　以　〕ヒ人』、上』｛　俊斗’｛火点工■二1．人）、』j、■」1　純u’（汽丁大j，1≡1〕　利リj〕’1タ」J貰垣：コンサルタントj

八讐一成 総f洲な1、地肴川二向けて 北汕池に力けるキャノフ分析’1〃先榊；’干、一11北池jロキ

ヤン7分州1〃究会〕

llll

，　1“1

！oo！、o一

八讐　一成

■ホ■じ
天ヨ　ロ8
1』，f　・1、司1北人」

li．1イ」小竹別一1」ヨ■1111の公告・縦一工に刈一』乙人々のt．，’止 林叉舳舳〃究 lhピ｛ り一11 ！oo！．ll

八讐　一皮
一・，If　別：1北池j匝庁i

］」1亨1白外公1由≡におけ乙ROS概念を川いたレクりj・一シ。」ン地域1べ分不｛」； li本林’；’会．．占 ドニl　l「 三3一・一“！ ！nn3．o！

≡二尿　俊中uU二｛且■三’1＝ノ（j、」」；Hヨ　純」｛亨；千人〕、甘干　　u…｛北人〕、1］」6］　利リj｛1－i外I買』f三コンサルタント〕

八讐一皮
■木■彰
イ■ル　　比1北人）

トイツ‘：おける木貫ノ・イ→jネルキー手コ」川の亜加‘ljと”F厳 ！1木林㌃会北海旭支椰1一命支火
二
一
1 1：｛！

㌔　l1；1

川〕1｛，n！

八讐　一皮

■木〕彰

北池joての木口系ハイ→マスコーネルキ・一手■」川σ川従椚 ・1■皮1：仰度伽休捻で洲究何1北池道支所｛ポ榊 70～711 1uo11．o！

八讐　一皮
神沽公＿｛郎1北人〕

希坂　　玲1火大j

ドイツ、バーデン・ビニ1ルチンベルク州にむける木賞バイオコーネルキー』！：い1供給 11木林㍉・’会人会’j＝・仙1舳北 ll　l ！uo11．l111

山口　岳広 ヤ’ンハキクイムシに1王j’」’jる■■j変■鳶α伽’。〃・r，1＾）〃ル川“‘’の〒カjゾマツに村一るヨ■川開、 11木林’；’会人会｛〃∫．．舳！項． 113 帆。 zllo！．o11

山口　岳広 カラマ・川カイメンタケ1耽11小分におけるrリ三fμ〕分1川1。と†冊」分布 11本1撞・。j’会伽1111！1人会．，舳1以行火 川 一11 川。！．n二■

山口　岳広 トドマツ’〕似元に’1’したミヤ■；’ト）ピマイタケ 命州：心吐咋11、「松林ヰ，t：山肌，一1〃オ1脇ニミ〕 一■lo■ 1ド丁 ！no！．il

山口　岳広 札帆〃州イ〕ハ｛ミジσ1二ぶ1■「．〃、 州川1一一工川1一〕北；呵j“三州■11令脱会i 州i 1㌧＝ ！川〕：舌．ol

山口　岳広 コ．ゾヤゴネズミ女1舳に起1＾1－1る舳州から分率さ九た刈」、！㈹1ω舳’」制」 11木林一一＝一公．1ヒ池jコ川1’，■は火
二
一
1 s！・トー ！no11．o！

山口　岳広 カニハ出1川川を探る一i何以；lll」一！によZ舳」」と心外キ’’1－lj定へω舳1ビー 1ギ1」父111‘r1皇舳㍑ζ刈卯打北池jO支州・lll ト！㌔トー； ！〔n11．ll！

山口　岳広
閉。1・微1！．物一十1」水1．、」r≡1川1…■1．から〃■．一．i1一〕互ひ1；州；：．｛ ’1」j友］1：1■五’べ林’1、∫正弄：を1一判‘Lた公jピ」；久ω」1丁人丁二

｛」、，1」介wゴい北池j口i

l　l一「1 ！山11｛、い．1
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発　炎　老’ 発　　表　　表　　胆　　名 禿　　　衣　　　、一と 巻いj〕 工Il 発行‘川

山口岳広 カラマツヤツバキクイムシに関与1る子1変閑郡の棚互仰川はイ’1花’』るのか？ 1け林’’1！一会大会榊寸1、舳眺 lll 3！1 2n03．n：｛

山口岳広 榊蟹い微化物・倒木病…t＝の視点から見た特級“」耐…な孜林悟＝珊σ）ためσ〕ム準と指原 ・r成11年度松林外悠系をT11視した公共’〃茨の導入ア

1五調査棚告ユ当峨桃総合伽究所〕
7｛川 2n03．O11

山下‘子 帰化生物の影背洲一際による小5以麻林1、態系の復元研究 γ成13年度唄蜘呆全価雌成果北（環境榊 1一 1卜7 2oΩ2，o呂

“m・5－i11．N1山・（山下口子）
Ko1kc，N．

1里h1山．A．

L。’「onω岬肥卵n北n・“Hgh－1・dl・舳・・1・i而・州・川d・舳篶・b甘W■1・㏄・・1’
dIm甘。nl！u㏄os＾一〇n31Wlu彗．1り人組と共なる1窒後段幣の在来椛における蜴11化に村1る災肺
依イ州1）

「1’皿1．COll＆EnWOnm㎝1 2一川U 131］
＾1：妃。

2noz．oリ

、’・m5，i・8．N。仙。山下0子）
A比．T．

SIπdI51nbuユ1o而。甘uwlh3nd　I州〔卜yo町wmlio面一面舵一〇叩πwon　o『〃“佃戸“∫mw叱。，舳
一nw茗i㍑I肥。．暇入秘アカギのサイズ分布、成長、ヤ1三表現の年変鋤〕

＾㎜a■・or㎜帥y llo 599

㌔605
2002．nH

山下□子 7カギ、小苗灰で在来榊1皿に閑き換わり、好成を振るう　姉3車外来棚小例共 外来孤ハント’ブ，ク（日木d、態学会縮、地人．一1節〕 205 2∩02，Oり

＾㎞．ToMlo
、∫■m・5M11．N8．山並1山下口子〕
丁㎜齪㎞．N．

Ku，hmo．H．

lnl－m訓1un出〕oun皿1or円舳1S］㎝㏄s Hi1川i） lnll

＾lolo

1002．ln

、’1m．5，i1・，Nm㎞（山下〔子）

Tm3k刮．N．
H〇三hl，Y．

Ku－hlm．H．
1（3mo．I（．

欄1狐f惚燃搬．搬顯泌撒ネ忠洲剃；棚鮒㎞伽 』uum川。rVc埋。咄110祠Scl㎝・o L川j 15叫21 2n“11．O1

山下〔子
小池イ．微
平汕　　1享

j窒移椴崎の異なる樹租の弱光への馴化榊止 円木林学会北1晦旭支部1総文北 5
1
2］へ23 2003．02

※名簿は森林総合研究所北海道支所職員の50音順であり遡及分が含まれています。
　太字は北海道支所職員です。
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w．資料

　1．会議等の開催
一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

右 升　日 主　　山 調髪場月 備

第ユ回北海道林業林産試験研究機関連 14．6．7
絡協議会

北海道支所 林木育種センター北

海道育種場

北海道林業林産試験研究連絡協議会林 ユ4．8．9
産専門部会

北海道支所 北海道立林産試
北海道立林産試験場 験場

北海道林業林産試験研究連絡協議会合 ユ4．9．ユO 北海道支所
同専門部会

北海道支所

第2回北海道林業林産試験研究機関連 14．9．ユ8
絡協議会

北海道支所 北海道支所

林業研究開発推進北海道ブロック会議 14．10．8 林野庁 K　K　Rホテル札幌

北海道支所

研究業務報告会 15．ユ．ユ0 北海道支所 北海道支所

「ユウ1」推進会議 ユ5．ユ．21 北海道支所 北海道支所

「カウ2」推進会議 ユ5．1．23 北海道支所 北海道支所

アンブレラ研究推進評価会議 15．3．3 北海道支所 北海道支所 環境省公害
防止

オオタカ保全に関する研究会 ユ5．3．3 北海道支所 北海道支所

北海道支所研究成果発表会 ユ5．3．5 北海道支所 共済ホール

北海道支所研究評議会 15．3．10 北海道支所 北海道支所

一75



平成ユ4年度森林総合研究所北海道支所年報

2．その他の諸会議・行事

　　　　一へ　　　　　　　　　　：
酉　　　　　　’我 謂佳日 王　　佳 謂隻易月 出

平成ユ3年度道立林産試験場研究 14．4．18 北海道立林産試験場 北海道立林産試験場 高橋　文敏

成果発表会 佐々木克彦
猪瀬　光雄

北海道育樹祭 ユ4．6．！6 北海道 道民の森（神居尻） 高橋　文敏

林木育種推進北海道地区協議会 14．7．1ユ 林木育種センター北海道 道赤れんが庁舎 高橋　文敏
育種場 猪瀬　光雄

河原　孝行

北海道農業研究センター創立10 14．9．6 北海道農業研究セン
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
ダ
ー 高橋　文敏

○周年記念行事 ター 一

北海道林木育種現地研究会 ユ4．9．ユ2 林木育種センター北海道 王子製紙（株） 高橋　文敏

～9．ユ3 育種場 育種センター 猪瀬　光雄
松崎　智徳

北海道森林管理局育樹祭 ユ4．10．5 北海道森林管理局 定山渓 高橋　文敏

北海道ブロック技術開発連絡協議 14．ユO．9 北海道森林管理局 北海道森林管理局 高橋　文散

会 佐々木克彦
猪瀬　光雄
今川　一志
他

全国山林苗畑品評会 14．！0．22 全国山林種苗協同組 中富良野町 猪瀬　光雄
合連合会

森林管理局函館分局業務研究発表 15．2．6 函館分局 函館分局 高橋　文散
会 嶺野　一義

他

北海道立林業試験場研究成果発表 ユ5．2．25 道立林業試験場 道立林業試験場 高橋　文散

会 佐々木克彦
猪瀬　光雄
今川　一志

北海道森林管理局旭川分局業務研 ユ5．2．28 旭川分局 旭川分局 佐々木克彦

究発表会 今川　一志
他
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3．依頼出張

く　頼 用　　　　　矛 用矛 日　呈

高橋　文敏 北海道水産林務部治山 北海道森林審議会林地保全部会 東山町、KKRホテル札 ！4．5．7
課長 現地調査及び部会出席 幌 ～5．24

駒木　貴彰 北海道水産林務部長 Hユ4第1回新林業機械作業シ かでる2・7 14．6．4
ステム検討協議会　出席

田中　永晴 北海道森林管理局長 H14業務研修1造林研修（森 石狩森林管理署 ユ4．6．1ユ

林土壌現地実習　講師） ～6．ユ2

猪瀬　光雄 北海道森林管理局長 長期育成循環施業現地検討会 根釧西部森林管理 ユ4．6．ユ2

（帯広分局） 出席 署、標茶町 ～6．ユ3

工藤　琢磨 北海道森林管理局長 H14業務研修n林業施行皿 北海道森林管理局 14．6．21
「猛禽類の生態について」講師

猪瀬　光雄 北海道森林管理局長 空沼国有林の今後のあり方調査 石狩森林管理署管 ユ4．6．28

検討会　出席 内

平川　浩文 斜里町長 知床100平方メートル運動地 斜里町役場 14．6．28
エゾシカ対策ワーキング会議出 ～6．29
席

尾崎　研一 北海道野幌森林公園事 オオタカの保全に関する学習会 野幌森林公園 ユ4．6．30

務所長 講師

猪瀬　光雄 （財）国際緑化推進セ 民間植林協力推進支援事業委員 国際緑化推進セン 14．7．4
ンター理事長 会（緑化・人材部会）分科会 ター ～7．5

出席

高橋　文敏 石狩空知流域森林・林 H14第1回石狩空知流域森林 岩見沢平安閣 14．7．ユ8

業活性化協議会長 ・林業活性化協議会　出席

猪瀬　光雄 第4ユ回東北・北海道 第41回東北・北海道地区民有 栗山町、当別町、 ユ4．8．6
地区緑化推進協議会長 林造林コンクール審査 留萌市 ～8．7

猪瀬　光雄 第4ユ回東北・北海道 第41回東北・北海道地区民有 中標津町、鶴居村 ユ4．8．ユ9

地区緑化推進協議会長 林造林コンクール審査 ～8．20

高橋　文敏 北海道立林産試験場長 林産試験場中長期ビジョン検討 道立林産試験場 ユ4．8．2ユ

委員会（第ユ回）出席

佐山　勝彦 林業・木材製造業労働 蜂等対策推進啓発普及講習会 北見林業会館 ユ4．8．22

災害防止協会北海道交 講師
部長

猪瀬　光雄 第41回東北・北海道 第41回東北・北海道地区民有 様似町 ユ4．8．23

地区緑化推進協議会長 林造林コンクール審査

佐山　勝彦 北海道野幌森林公園事 「スズメバチとのつきあい方」 野幌森林公園 ユ4．8．25

務所長 講演会　講師

石橋　聡 下川町 「第2回北海道巨樹・巨木サミ 下川町公民館 14．8．27
ット」パネラー

猪瀬　光雄 第4ユ回東北・北海道 第4ユ回東北・北海道地区民有 旭川市、下川町 ユ4．8．27

地区緑化推進協議会長 林造林コンクール審査 他 ～8．30

天野　智将 札幌地方木材林産協同 北海道広葉樹調査 北海道広葉樹協議 ユ4．8．27

組合連合会長 会　他 ～8．30

高橋　文敏 北海道森林管理局国有 第86回北海道森林管理局国有 北海道森林管理局 ユ4．8．29

林野管理審議会長 林野管理審議会　出席
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氏 く　頼 用　　　　　矛 用矛 日　呈

猪瀬　光雄 第4ユ回東北・北海道 第4ユ回東北・北海道地区民有 豊浦町、今金町、 ユ4．9．3
地区緑化推進協議会長 林造林コンクール審査 森町 ～9．4

河原　孝行 北海道立林業試験場長 ナナカマド種苗特性分類調査検 道立林業試験場 ユ4．9．1ユ

討委員会　出席

猪瀬　光雄 日高北部森林管理署長 緑の再生公開施業　講師 日高北部森林管理 ユ4．9．ユ9

署管内

田中　永晴 （独）国立日高少年自 「少年環境調査隊」講師 日高少年自然の家 ユ4．9．23

然の家所長 ～9．24

佐々木尚三 北海道立林業試験場長 Hユ4林業技術現地実用化事業 道立林業試験場 ユ4．9．25

第ユ回検討委員会　出席

猪瀬　光雄 北海道水産林務部長 H14森林生態系を重視した公 道庁赤れんが ユ4．9．27

共事業導入手法調査検討会（第
ユ回）出席

田内　裕之 （社）海外林業コンサ 国際協力事業団H14集団研修 JICA北海道国際セ ユ4．9．30
ルタンツ協会長 「森林造成コース」講師 ンター

猪瀬　光雄 （社）海外林業コンサ 国際協力事業団H14集団研修 JICA北海道国際セ ユ4．ユO．ユ

ルタンッ協会長 「森林造成コース」講師 ンター

田中　永晴 （社）海外林業コンサ 国際協力事業団H14集団研修 JICA北海道国際セ ユ4．10．1

ルタンツ協会長 「森林造成コース」講師 ンター

石橋　聡 国際協力事業団　筑波 タイ国林業・森林保全分野研修 王子製紙森林博物 ユ4．ユ0．1

国際センター所長 員にかかる研修旅行同行 館、東大演習林地 ～10．2

天野　智将 札幌地方木材林産協同 北海道広葉樹利用調査 北見市、網走市、 ユ4．10．2
組合連合会長 釧路市、帯広市 ～10．4

ユ4．10．8

～10．ユO

駒木　貴彰 北海道森林管理局長 公開講座「恵みの森林を科学す 道局 ユ4．ユO．3

る」講師

松崎　智徳 国際協力事業団　筑波 Hユ4ブラジル「天然林動態」 芦別市 ユ4．ユO．9

国際センター所長 カウンターパート研修旅行同行

山口　岳広 林野庁森林技術総合研 Hユ4海外技術研修「持続可能 当所、定山渓 ユ4．ユO．ユO

修所長 な森林経営の実践活動促進研 ～10．ユエ

河原　孝行 国際協力事業団　筑波 Hユ4ブラジル「天然林動態」 宗谷森林管理署管 ユ4．ユO．王O

国際センター所長 カウンターパート研修旅行同行 内 ～10．ユ2

猪瀬　光雄 北海道森林管理局長 Hユ4民有林・国有林森林施業 網走東部、西部地 ユ4．10．ユ5

（北見分局） 技術交流会　講師 域 ～10．18

天野　智将 札幌地方木材林産協同 北海道広葉樹利用調査 旭川市 14．10．ユ5

組合連合会長 ～ユ0．18

河原　孝行 ナナカマド種苗特性分 ナナカマド種苗特性分類調査第 道立林業試験場 ユ4．10．ユ6

類調査検討委員会長 2回検討委員会　出席

田内　裕之 国際協力事業団　筑波 Hユ4ブラジル「天然林動態」 上川中部森林管理 ユ4．ユO．ユ6

国際センター所長 カウンターパート研修旅行同行 署管内 ～ユ0．ユ8

阿部　真 国際協力事業団　筑波 H14ブラジル「天然林動態」 上川中部森林管理 ユ4．ユO．ユ6

国際センター所長 カウンターパート研修旅行同行 署管内 ～ユO．ユ8

高橋　文敏 北海道水産林務部治山 Hユ4北海道森林審議会林地保 北広島市　他 ユ4．ユO．2ユ

課長 全部会現地視察
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（　頼 用 用矛 日　程

工藤　琢磨 北海道水産林務部長 Hユ4第2回森林活用研修会 かでる2・7 ユ4．10．22

「オオタカ、クマタマの生態と
森林管理」講師

駒木　貴彰 網走支庁管内林政対策 林政対策議員連絡協議会研修会 オホーツク木のプ ユ4．ユO．25

議員連絡協議会長 講師 ラサ

佐々木尚三 北海道立林業試験場長 H14林業技術現地実用化事業 美幌町有林、美幌 14．ユO．29

現地検討会及び検討委員会（第 町民会館 ～ユO．30

2回）出席

高橋　文敏 北海道森林管理局長 林野公共事業評価第三者委員会 北海道森林管理局 ユ4．ユ1．14

出席

天野　智将 札幌地方木材林産協同 北海道広葉樹利用調査 壮瞥町、苫小牧 ユ4．ユエ．ユ8

組合連合会長 市、三石町、新冠 ～ユ1．2ユ

町他

鷹尾　元 富山県林業技術センタ 「リモートセンシングとGI　S 富山県林業技術セ 14．ユ2．3

一所長 による生態系に配慮した森林管 ンター林業試験場 ～ユ2．6
理技術」客員研究員講師

永光　輝義 総合地球環境学研究所 「持続的森林利用オプションの ぱるるプラザ京都 14．ユ2．12

長 評価と将来像」に関する研究会 ～12．ユ3

出席

工藤　琢磨 日本オオタカネットワ オオタカ保護指針策定調査検討 霞山会館 ユ4．ユ2．ユ6

一ク代表 会　出席 ～ユ2．ユ7

天野　智将 札幌地方木材林産協同 他移動広葉樹利用調査 函館市 ユ4．ユ2．ユ7

組合連合会長 ～ユ2．20

八巻　一成 環境省西北海道地区自 H14大雪山国立公園における 北電興業ビル ユ4．ユ2．ユ7

然保護事務所長 登山道の管理水準検討調査第ユ
回検討会　出席

高橋　文敏 北海道立林産試験場長 第2回林産試験場中長期ビジョ かでる2・7 ユ4．ユ2．18

ン検討委員会　出席

佐々木尚三 国際農林水産業研究セ 外国招へい共同研究員の訪問及 大雪天然林試験地 ユ5．ユ．22

ンター理事長 び招へい共同研究員に係る出張 他 ～1．24
依頼について

八巻　一成 環境省西北海道地区自 H14大雪山国立公園における 北電興業ビル ユ5．ユ．27

然保護事務所長 登山道の管理水準検討調査第2
回検討会　出席

高橋　文敏 北海道森林管理局長 H14函館分局業務研究発表会 函館分局 ユ5．2．5
（函館分局） 特別講師 ～2．7

猪瀬　光雄 北海道水産林務部長 H14森林生態系を重視した公 KKRホテル札幌 ユ5．2．18

共事業導入手法調査検討会（第
2回）出席

高橋　文敏 北海道森林管理局長 北海道技術開発委員会　出席 北海道森林管理局 15．3．7

猪瀬　光雄 北海道森林管理局長 北海道技術開発委員会　出席 北海道森林管理局 ユ5．3．7

鷹尾　元 （杜）日本林業技術協 アジア東部地域森林動態把握シ （杜）日休協 ユ5．3．9
会理事長 ステム整備事業　Hユ4第3回 ～3．ユO

調査等委員会　出席

中井裕一郎 （独）国立環境研究所 Hユ4地球環境モニタリング・ ユ5．3．ユ7

理事長 データベース検討会　温室効果 十 ～3．ユ8
ガスブラックスモニタリング分
科会　出席

79



平成ユ4年度森林総合研究所北海道支所年報

氏 K　頁 用　　　　矛 用矛 日　程

駒木貴彰 北海道水産林務部長 Hユ4第2回新林業機械作業シ かでる2・7 ユ5．3．18

ステム検討協議会　出席
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4．外国出張

派〕8 丁 期　間 用　　　　矛 経　　日

河原孝行 オランダ ユ4．4．5 生物多様性条約第6回締約国会出席 林野庁
～4．21

田内裕之 ブラジル ユ4．4．6 ブラジル・アマゾン森林研究計画フェーズ 国際協力事業
～4．28 2短期派遣専門家（天然林動態） 団

石橋聡 タイ ユ4．6．ユ7 東北タイ造林普及計画フェ』ズ2短期派遣 国際協力事業
～7．ユ3 専門家（杯分収穫表） 団

宇都木玄 オーストラリア ユ4．6．1 「乾燥地植林による炭素固定システムの構 科学技術振興
～6．14 築」現地調査 事業団

田内裕之 オーストラリア ユ4．7．6 「乾燥地植林による炭素固定システムの構 科学技術振興
～7．ユ7 築」現地調査 事業団

鷹尾元 ロシア 14．7．2ユ 「リモートセンシングによる温暖化ガスフ 科学技術振興
～8．20 ラックス観測のスケールアップ」 事業団

河原孝行 ロシア 14．7．28 科研費「サハリンにおける高山物種の多様 北海道大学総
～8．18 性創出機構」現地調査 合博物館

飛田　博順 大韓民国 ユ4．8．10 国際研究集会「第8回国際生態学会」参加 交付金
～8．ユ8

A1i　MQuo一 大韓民国 ユ4．8．ユ1 国際研究集会「第8回国際生態学会」参加 外国人
reshi ～8．ユ8

石塚成宏 タイ ユ4．8．ユ3 国際研究集会「第ユ7回国際土壌科学会 交付金
～8．22 議」参加

中井裕一郎 ロシア ユ4．8．27 「2ユ世紀の炭素管理に向けたアジア陸域 環境総合

～9．7 生態系の統合的炭素収支研究」現地調査

八巻　一成 ドイツ 14．9．7 科研費「分権化・循環型社会における森林 北海道大学
～9．24 政策の課題と政策手法に関する国際比較研

究」現地調査

丸山　　温 マレイシア ユ4．ユO．4 「荒廃熱帯林のランドスケープレベルでの 環境総合
～1O．ユ3 リハビリテーションに関する研究」現地調

査

鷹尾　　元 アメリカ合衆国 14．ユエ．3 「21世紀の炭素管理に向けたアジア陸域 環境総合
～1ユ．9 生態系の統合的炭素収支研究」ワークショ

ツブ参加

佐々木尚三 マレイシア ユ4．1ユ．5 低インパクト集材方法の検討 （独）国際農林

～11．20 水産業研究セ
ンター

猪瀬光雄 マレイシア ユ4．11．6 「マレイシア国サバ州における植林適地等 （財）国際緑化
～11．ユ5 把握調査」現地調査 推進センター

字都木玄 オーストラリア ユ4．！2．4 「乾燥地植林による炭素固定システムの構 科学技術振興
～ユ2．ユ4 築」現地調査 事業団

田内　裕之 オーストラリア 14．ユ2．7 「乾燥地植林による炭素固定システムの構 科学技術振興
～ユ2．ユ4 築」現地調査 事業団

丸山　　温 マレイシア 14．12．ユ1 「荒廃熱帯林のランドスケープレベルでの 環境総合
～12．ユ9 リハビリテーションに関する研究」植栽調

査地設定
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派遣 行 先 期　問 用 蚤 旦

酒井寿夫 マレイシァ ユ5．2．ユ 「荒廃熱帯林のランドスケープレベルでの 環境総合
～2．22 リハビリテーションに関する研究」現地調

査

佐々木尚三 マレイシア 15．2．3 低インパクト集材方法の検討「集材評価」 （独）国際農林

～2．ユ9 水産業研究セ
ンター

八巻　一成 ドイツ・スイス ユ5．2．7 科研費「条件不利地域における自然エネル 北大北方生物
～2．24 ギー利用と定住条件の改善に関する国際的 圏フィールド

総合研究」調査 科学センター

田内　裕之 オーストラリア 15．2．23 「乾燥地植林による炭素固定システムの構 科学技術振興
～3．2 築」現地調査 事業団
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5．職員の研修・講習

研修・講習名 期　間 主　催 場　　所 受講者

英語集合研修 ユ4．4．18 北海道支所 北海道支所 寺田　絵里
～5．30 佐々木尚三
ユ4．9．ユ9 阿部　　真
～ 酒井　佳美
ユ5．3．27 北村　兼三

鷹尾　　元
高橋　正義
八巻　一成
坂本　泰明
佐山　勝彦
松岡　　茂
平川　浩文
山口　岳広

衛生管理者免許試験受験準備講習会 ユ4．5．28 （財）北海道労働保 北海道トラック総 横濱　大輔
～5．30 健管理協会 合研修センター 西内　靖幸

育児休業・女子福祉制度研修会 14．6．20 人事院 札幌第3合同庁舎 宮下　　博
健康安全管理担当者研修会 北海道事務局

健康管理講座 ユ4．6．21 〃 〃 横濱　大輔

安全研修会 ユ4．7．！6 札幌豊平区危険物安 北海道立総合体育 嶺野　一義
全協議会 センター 吉田　　厚

（きたえ一る） 駒木　貴彰
飛田　博順

給与勧告等説明会 14．8．ユ6 人事院 札幌第3合同庁舎 横濱　大輔
北海道事務局

衛生管理者免許試験受験準備講習会 14．8．28 （社）北海道労働基 北海道トラック総 渡邊　謙一
～8．30 準協会連合会 合研修センター 宮下　　博

矢野　夢和

服務制度等説明会 ユ4．9．26 人事院 札幌第3合同庁舎 横濱　大輔
北海道事務局

第28回北海道地区係長研修 14．ユO．7 人事院 札幌第3合同庁舎 横濱　大輔
～1O．ユ1 北海道事務局

衛生管理者免許試験受験準備講習会 ユ4．10．23 （財）北海道労働保 北海道トラック総 吉田　　厚
～ユO．25 健管理協会 合研修センター 高山　昭一

平成ユ4年度安全運転管理者等講習 14．11．7 （社）北海道安全運 サッポロフローラ 嶺野　一義
会 転管理者協議会

災害補償実務担当者研修会 ユ4．ユエ．7 人事院 札幌第3合同庁舎 宮下　　博
北海道事務局

平成ユ4年改正給与法等説明会 ユ4．ユエ．25 人事院 札幌第3合同庁舎 横濱　大輔
北海道事務局

公務員倫理・セクシュアル・ハラス ユ4．ユ2．2 人事院 かでる2．7 中田　賢二
メントを考える特別研修会 北海道事務局 横濱　大輔

新任衛生管理者能力向上（再教育） ユ4．ユ2．3 （社）北海道労働基 北海道トラック総 中田　賢二
講習会 ～ユ2．4 準協会連合会 合研修センター

平成ユ4年度森林技術政策研修 15．ユ．ユ5 森林技術総合研修所 森林技術総合研修 阿部　　真
～ユ．ユ7 所

平成ユ4年度整備管理者研修 15．1．29 （社）札幌地区自家 札幌サンプラザ 坂上　　勉
用自動車協会
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研修・講習名 期　問 主　催 場　　所 受講者

理容所・美容所衛生管理講習会 ユ5．2．25 札幌市環境衛生部 札幌市民会館 横濱　大輔

平成14年度森林総合研究所中堅研 ユ5．3．3 森林総合研究所 森林総合研究所 北村　兼三
究職員研修 ～3．5

84



平成ユ4年度森林総合研究所北海道支所年報

　6．研修生・研修員の受入
①受託研修生

月 石1ク期暗 石　1ク　・　ノ’ 片人1日W

矢田　一 北海道東海大学工 ユ4．5．13 蛍光反応を利用した光合成初期過程の非 植物土壌系研
学部生物工学科 ～ユ5．3．1 破壊的推定法の修得 究グループ

深澤　晋作 筑波大学大学院環 14．6．ユ5 植生構造や多様性測定に影響を及ぼす人 針葉樹長伏期
境科学科 ～ユ5．3．3ユ 為撹乱の評価手法の修得 担当チーム

西沢　徹 金沢大学大学院自 ユ4．6．20 林床性植物の繁殖動態解析法の修得 森林育成研究
然科学研究科 ～14．12．20 グループ

堀田万祐子 北海道大学北方生 14．7．20 木本植物を用いたD　NA解析実験の修得 森林育成研究
物圏フィールド科学セン ～15．3．31 グループ
ター

江口　則和 北海道大学農学部 14．8．ユ9 樹木を生育させる環境を制御する方法と 植物土壌系研
森林科学科 ～ユ4．！0．31 年輪構造を解析する方法の修得（カラマツを 究グループ

対象）

武津英太郎 北海道大学大学院 ユ4．8．ユ9 樹木を生育させる環境を制御する方法と 植物土壌系研
農学研究科 ～！4．ユO．31 年輪構造を解析する方法の修得（落葉広 究グループ

葉樹を対象）

森下　智陽 北海道大学大学院 ユ4．9．20 ガスクロマトグラフの使用方法の修得 植物土壌系研
農学研究科 ～ユ5．3．20 究グループ

森　洋佑 北海道大学大学院 ユ4．10．1 木本植物を用いたDNA解析実験の修得 森林育成研究
地球環境科学研究 ～15．3．3ユ グループ
科

②その他研修生

氏 月 石1クハ哨 研　1ク　・　ノ’ ｛人担w

Mr．S㎜et 王立林野局　再造 ユ4．9．30 人工林・天然林管理の技術（国際協力事 天然林択伐担
SIRILAK 林・普及センター ～ユO．3 業団） 当チーム長

（タイ）

Mr．A1berto アマゾン国立研究 ユ4．10．7 天然林動態に関する講義及び実習、現地 森林育成研究
C．M．PINT0 所（ブラジル） ～1O．18 視察　（国際協力事業団） グループ

Mr．Danie1 サバ州森林局長 14．9．27 天然林施業の現地視察 実験林室長
K．S．Khio㎎ （マレイシア） ～9．28 （国際農林水産業研究センター外国招へ

い研究管理者）

Dr．Lee　Ying サバ州森林研究セ ユ4．9．27 天然林施業の現地視察 実験林室長
Fah ンター所長 ～9．28 （国際農林水産業研究センター外国招へ

（マレイシア） い研究管理者）

Mr．Muha㎜ad マレイシア森林研 14．1．20 集材方法の検討及び現地視察 実験林室長
F．B．Abdu1 究所 ～1．2ユ （国際農林水産業研究センター外国招へ
Rashid （マレイシア） い共同研究員）

Mr．Ricardo 循環型天然資源利 14．9．9 海外技術研修「持続可能な森林経営の実 森林国際基準
Javier 川省技術分野担当 ～9．1ユ 践活動促進」（森林技術総合研修所） 担当チーム長

㎜TEL 主任
（アルゼンチン）

Mr．Maria ブエノスアイレス 14．9．9 海外技術研修「持続可能な森林経営の実 森林国際基準
Laura 農務省森林開発局 ～9．1ユ 践活動促進」（森林技術総合研修所） 担当チーム長
TONELLO 技官

（アルゼンチン）
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月　　属 研1。期問 石　疹　・　ノ’ 片入担w

Mr．Marce1a 森林資源管理局地 ユ4．9．9 海外技術研修「持続可能な森林経営の実 森林国際基準
SORUC0 域主任 ～9．ユエ 践活動促進」（森林技術総合研修所） 担当チーム長
Retamozo （ボリビア）

Mr．WONDO 教育部門補佐 14．9．9 海外技術研修「持続可能な森林経営の実 森林国際基準
ESSAH （カメルーン） ～9．1ユ 践活動促進」（森林技術総合研修所） 担当チーム長
Gustave
Bertin

Mr．Tomas 農務省森林局技官 14．9．9 海外技術研修「持続可能な森林経営の実 森林国際基準
㎜王JZAR （チェコ） ～9．11 践活動促進」（森林技術総合研修所） 担当チーム長

Mr．Moha㎜ed 森林局地域主任 14．9．9 海外技術研修「持続可能な森林経営の実 森林国際基準
YAKUBU （ガーナ） ～9．11 践活動促進」（森林技術総合研修所） 担当チーム長

Mr．Zaw 森林省森林局課長 14．9．9 海外技術研修「持続可能な森林経営の実 森林国際基準
Win　MYINT 補佐 ～9．11 践活動促進」（森林技術総合研修所） 担当チーム長

（ミャンマー）

Mr．Diwakar 地域土壌保全事務 14．9．9 海外技術研修「持続可能な森林経営の実 森林国際基準
PAUDEL 所技官 ～9．1ユ 践活動促進」（森林技術総合研修所） 担当チーム長

（ネパール）

Mr．Bhawani 土壌保全・水管理 14．9．9 海外技術研修「持続可能な森林経営の実 森林国際基準
Prasad 局計画課主任 ～9．ユ1 践活動促進」（森林技術総合研修所） 担当チーム長

K㎜L （ネパール）

Mr．POWELL RAAN（NAFOR）総括 王4．9．9 海外技術研修「持続可能な森林経営の実 森林国際基準
Warman 主任 ～9．11 践活動促進」（森林技術総合研修所） 担当チーム長
B1anco （ニカラグア）

Mr．Jerry 地域森林局検査主 14．9．9 海外技術研修「持続可能な森林経営の実 森林国際基準
KOWIN 任 ～9．11 践活動促進」（森林技術総合研修所） 担当チーム長

（パプアニューギニア）

Mr．E1pidio 環境・天然資源局 ユ4．9．9 海外技術研修「持続可能な森林経営の実 森林国際基準
V．CAlBAHIT． 地域環境・天然資 ～9．ユエ 践活動促進」（森林技術総合研修所） 担当チーム長
Jr． 源事務所フ。ロシ“エクト

主任（フイリピ
ン）

Mr．N．G． ソコイネ農科大学 14．9．9 海外技術研修「持続可能な森林経営の実 森林国際基準
Mkumbo 技術主任 ～9．ユ1 践活動促進」（森林技術総合研修所） 担当チーム長
MASEKI （タンザニア）
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7．支所視察・見学

㌧責日 ＝
口

人妻 目　　　　　的 日’’氏

5．ユ4 札幌市立真駒内曙中学校 26 支所訪問 佐々木克彦
今川　一志
丸山　　温
坂場　　良

7．3 群馬県立高崎高等学校 20 企業研究所訪問としての研修 高橋　文敏
佐々木克彦
猪瀬　光雄
今川　一志
田内　裕之
駒木　貴彰
丸山　　温
坂場　　良

7．ユO 秦野市東財産区管理者 ユ1 秦野市東財産区議会議員研修 佐々木克彦
猪瀬　光雄
今川　一志
坂場　　良

8．8 ・札幌市子ども会育成連合会 60 間伐体験 高橋　文敏
今川　一志
佐々木尚三
横山　勝行
長澤　俊光
田内　裕之
宇都木　玄
阿部　　真
山下　直子
坂場　　良
大賀　恵子（非）
谷口　純子（非）

ユO．ユ0 中標津町議会 ユ4 行政視察研修 猪瀬　光雄
今川　一志
坂場　　良

1O．23 札幌市立宮の森中学校 4 総合的な学習 佐々木尚三
坂場　　良

ユO．23 秦野市北財産区管理者 ユ3 秦野市北財産区議会議員研修 猪瀬　光雄
今川　一志
坂場　　良

ユO．24 札幌市立中央中学校 3 総合的な学習 坂場　　良

ユエ．6 南幌町立南幌中学校 ユ5 総合的な学習 丸山　　温
田中　永晴
石橋　靖幸
坂場　　良

1ユ．7 札幌市立平岡緑中学校 ユ3 総合的な学習 田内　裕之
坂場　　良

ユエ．14 江別市立野幌中学校 5 総合的な学習 宇都木　玄
坂場　　良

ユエ．28 千歳市立北陽小学校 11 総合的な学習 猪瀬　光雄
坂場　　良
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視察・見学のようす

10月10日
　　中標津町議会

7月3日
群馬県立高崎高等学校

11月　7日
　札幌市立平岡緑中学校10月23目

秦野市北財産区管理者
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　8．広報活動

新聞・テレビ・ラジオ

　内容等

森林総合研究所北海道支所のエゾヤマザクラ並木について
　14．5．1放送　　NH　K札幌放送局

一般公開
　北国の森を知る
　　ユ4．6．ユ4掲載　　朝日新聞（夕刊）

　森林総合研究所一般公開
　　14．6．20掲載　　花新聞（Vo1．53）
　森林総合研究所北海道支所一般公開
　　ユ4．6．21掲載　　北海道新聞（朝刊）

研究課題出そろう
　14．6．18掲載

～色違いの桜並木～

第1回林業・林産試験研究機関連絡協議会
北海道林材新聞

緑の季節　カラマツ赤茶色　札幌と近郊1500・
　ユ4．6．26掲載　　北海道新聞（夕刊）

スズメバチの習性と防護策
　ユ4．7．25掲載　　民有林新聞

ガの幼虫食害拡大

植物の二酸化炭素吸収量測定し説明　「森林講座」に80人
　14．9．6掲載　　北海道新聞（朝刊）

紅葉のしくみ
　ユ4．ユO．8放送　　NH　K札幌放送局

研究成果発表会
　道内の森林　排出CO。の64％吸収　全国の吸収能力の23％
　　ユ5．2．26掲載　　毎日新聞
　耳よりな話　森林とCO分かりやすく
　　ユ5．2．27掲載　　北海道新聞（朝刊）

対応者
佐々木克彦
今川　一志

連絡調整室

連絡調整室

尾崎　研一

佐山　勝彦

宇都木　玄

田内　裕之

田内　裕之

田内　裕之

刊行物・広報誌等

　誌名等

区制施行30周年記念　豊平区の歴史～THE　HISTIRY　of　TOYOHI㎜WARD～
　コラム：北海道林業試験場　　札幌市豊平区発行

一般公開
　　北海道ウォッチングガイド（6月号）
　　北海道ウォーカー（2002NQ！3）

広報さっぽろ（豊平区版）
　とよひら今昔　第33回「林業試験場北海道支場」の巻
　～試験場の名残をとどめる豊平公園の樹木たち～　　札幌市豊平区発行

対　応者

今川　一志
坂場　　良

連絡調整室

真田　　勝
今川　一志
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一般公開
　日時1平成ユ4年6月22日（土）　午前10時～午後4時
　天気．晴れ
　来場人数：265名

○公開内容

I　森林総合研究所北海道支所の研究紹介
　　北海道支所の最新の研究を、研究員が分かりやすく紹介し、質問に応答しました。
　　　アンブレラ種担当チームの研究紹介
　　　天然林択伐担当チームの研究紹介
　　針葉樹長伏期担当チームの研究紹介
　　　C　O。収支担当チームの研究紹介
　　森林国際基準担当チームの研究紹介
　　森林育成研究グループの研究紹介
　　植物土壌系研究グループの研究紹介
　　寒地環境保全研究グループの研究紹介
　　森林生物研究グループの研究紹介
　　北方林管理研究グループの研究紹介

n　催し物

皿

lV

　丸太切り体験、動物探索、全方位走行型トラクターの実演、インターネット体験、ドングリ探し、緑
の相談コーナー、二酸化炭素の循環、種と虫の観察、顕微鏡をのぞいてみよう、バーチャル森林ツアー、
実験林エコツアー、ビデオ放映

プレゼント
　苗木（エゾマツ、アカエゾマツ、エゾヤマザクラ）、各種マツボックリ、押し葉入りシオリ、小木片
（端材）

アンケート
　一般公開について、みなさまより多くのご意見ご感想を聞かせていただきました。

催し物のようす

実験林エヨシアー

顕微鏡をのぞいてみよう

実験林エコツアー
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森林講座

第ユ回（通算9回目）
　日　　時　平成14年　9月　5日（木）
　　　　　　ユ5：OO～ユ6：45
　受講人数　78名
　内　　容　炭酸ガスを吸う樹の葉だち
　　　　　　　一森林の二酸化炭素固定の仕組み一
　　　　　　森林育成研究グループ　　　　宇都木　玄

第2回（通算10回目）
　日　　時　平成14年　9月12日（木）
　　　　　　ユ5’OO～ユ6：45
　受講人数　66名
　内　　容　刺されると痛いだけの昆虫ではありません
　　　　　　　一スズメバチの世界一
　　　　　　森林生物研究グループ　　　　佐山　勝彦

第3回（通算ユエ回目）

　日　　時　平成ユ4年　9月ユ9日（木）
　　　　　　ユ5’OO～ユ6：45　受講人数　56名
　内　　容　ストレスに対する樹木の反応
　　　　　　　一光、温度、水の影響一
　　　　　　植物土壌系研究グループ　　　北尾　光俊

第4回（通算ユ2回目）

　日　　時　平成14年　9月26日（木）
　　　　　　ユ5’OO～！6：45
　受講人数　47名
　内　　容　持続可能な森林経営への取り組み
　　　　　　　一森林バイオマスと森林認証一
　　　　　　北方林管理研究グループ長　　駒木　貴彰
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森林総合研究所北海道支所研究レポート

NQ タ　　イ　　ト　　ル 著　　者
印刷 ’刀配
音数 音数

仕様

65 衛生画像で再現したロシア極東の 鷹尾　　元 ユ，500 ユ，3！7 A4，4p
森林撹乱の履歴

カラー

66 森林作業に利用するべ一スマシン 佐々木尚三 ユ，500 1，3ユ7 A4，6p
の開発研究について一全方向移動

カラー

車両TTM一

67 札幌周辺里山の植物の多様性にせ 河原　孝行 ユ，500 1，332 A4，6p
まる 飯田　滋生（海外研究領域派遣職員 カラー

（J　ICA））

68 アジア熱帯林における土壌CO。 石塚成宏 ユ，500 ユ，368 A4，4p
フラックスの空間依存性 中島　泰弘（農環研） カラー

米村正一郎（農環研）
鶴田　治雄（東京農工大）
イスワシディ・アナス（ボゴール農
科大）

ダニエル・ムルディヤルソー（ボゴ
一ル農科大）

平成13年度森林総合研究所北海道支所年報
　森林総合研究所研究課題一覧
　北海道支所研究課題一覧
　特掲課題一覧
　試験研究の概要
　主要な研究成果
　研究発表会報告
　研究業績
　資料
　総務
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標本館

来館者数

標・官の開倉期間

（人）

メ分
一般

学　　　　生
国
都道 林業

月 小学生 中学生 高校生 大学生 府県 団体
外国 計

4月 635 260 2ユ 10 2 928

5月 520 487 9 2 ユ2 1 ユ，031

6月 297 431 14 4 746

7月 ユ92 175 5 20 4 ユ4 4ユO

8月 283 4ユ7 3 703

9月 298 284 ユユ 3 1 37 2 636

ユO月 205 ユ06 ユ2 4 29 14 370

11月 O

12月 O

1月 0

2月 O

3月 O

計 2，430 2，160 72 32 30 2 44 37 ユ7 4，824

票・官の開倉期間 平144月ユ3日～ユO月3ユ日4月ユ3日～ユO月3ユ日

主な見学者

月日 申　　込　　者 人数 目　　　　的
5．30 札幌市立西岡南小学校 99 総合的な学習

6．4 札幌市立西岡小学校 5 総合的な学習
6．20 札幌市立伏見中学校 6 校外学習における訪問
6．26 札幌市立西岡南小学校 79 総合的な学習

7．9 札幌市区民センター運営委員会 29 白石区民講座
8．2ユ 福住保育園 67 遠足

8．27 札幌市東区役所東区長 50 東区まちづくり見学会
8．30 札幌市立福住小学校 140 総合的な学習

9．3 中標津町森林組合 ユ2 役員研修
9．ユ2 札幌市立月寒中学校 5 総合的な学習

9．14 グリーンサークル 22 森林の勉強会
9．ユ6 札幌化学技術専門学校 25 樹木の識別法の習得
9．20 小原村森林組合 25 林業の研修
ユO．3ユ 札幌市立西岡小学校 63 総合的な学習

標本館見学のようす

　　　き

6月26目
札幌市立西岡南小学校

8月27目
東区まちづくり見学会

8月30目
札幌市立福住小学校
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　9．図書の収集・利用

収書数

単行書 逐次刊行物
製本

購入 寄贈 計 購入 寄贈 計

和書（誌） 194冊 73冊 267冊 ユ21種 515種 636種 ユOO冊
洋書（誌） 42冊 3冊 45冊 71種 56種 127種 180冊
計 236冊 76冊 312冊 ユ92種 571種 763種 280冊

利用
　平成14年度における図書室の利用人数は北海道支所職員を除き延べ72名でした。

文献複写

森林総合研究所外への依頼

森林総合研究所外からの依頼

件数

104件

524件
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10．固定試験地
’　U　1　　　　　一　■一町　　11’’　、1　一

控地番号1試験地名 研　　　究　　　項　　　目 森林符理署 林小斑　　繊　　杣
1舳杣　　，よ定　　終」’予11I占1食

1旧　　1i1度　定1雌1　1版1
区分

札幌　41苫小牧他生醐企試験』也 林冠磯城による他生の変化

1風害後の握移〕

胆振東部 13m．い一3　トドマツ

1・l03．い　　7カェゾマツ

　　　　　　エゾマツ

　　　　　　ダケカンバ

117．O1舳育舳先1〈　　　グルー一ブ

札幌71札舳ラマツ舳繊地 カラマツ産地試験 石狩 一1，な・ね1カラマツ 5、筥11S34111221不鮒1
2冒、91燃市舳究1A　　　グループ

札幌151常盤トドマツ人工林収概試験地 長伏期外分情熱の格愉方式の開発 石狩 1139．は一2　トドマツ 0，901S361H18i　lO帥1 21．01北方林行理研1A
　　　先グル…ブ

札幌161利椴別トドマツ人工林収秘訣峨地 長伐胆1林外†1榊の蜘肺方式の開発 空知 ’1．は　　トドマツ O．901S361H33110年毎1 1り．61北〃休符酬研1〈
　　　実グループ

札幌171万字カラマツ人工朴収秘訣験地 長伐胸j林舳1閥の盗側方式の開発 空知 18．ろ　　カラマツ 1．lO1S川11川115榊1 75．1北方体榊研1〈
　　　先グループ

札幌321ヤ手タモ人工朴の惟逃と生長訣験地

　　　　　13）（4）

長伐則村分†苫報の整備方式の開発の予刊！1」1石狩 一1．ほ・201ヤチダモ

　　　33：

1，111S30：H2715物11，131S25j 29．ゾ北方杖洲1π1A

　　　先グループ

札幌511札幌トドマツ産地訣峨地 トドマツ産地試験 石狩 58．ぬ　　　トドマツ

61．た

3．9」1S4211129　j不定j切1 3り．．1　森林育成舳先1A
　　　グルー・一プ

札幌541空沼天然林地燃月毎地O〕12〕 トドマツ・エゾマツ天外林の生長予測 石狩 112S．は　　トドマツ

　　い一1　エゾマツ

　　と　　広葉樹
1129．れ

　　ほ

　　へ

2．1O1S431113015‘lli亜10．9111Sμ1 21．O1北方林棚1研1A
　　　先グルーブ

札舳i1苫小牧広糊訣馳 落葉広葉樹林の更新 1胆振束蕎1； 1205．い　1広榊臓 一1：1，371S50111161不定則11 80．o1燃育舳先1パ
　　　グルー・プ

札幌63≡プL■」jウグイカンパ生長虹試験地 長伐蛆淋分価報の狢術’方式の開発 石狩 5273．に一1　ウグイカンパ O．971S5713－205物1 56．o1北方林榊1■1冊1A
　　　先グル・一プ

道局72≡余別7カユソマツ人工林収艘試験地 森林の備遮と成長の1刻係解析に関する研…石狩

究

3150．り　　7カェゾマツ 』．OS川〕31定めず15年毎1 北方榊：舳11〈
先グループ

旭川11枝幸カラマツ陸地級地 カラマツ産地試験 枝幸邪務所 o．い　　　カラマツ 1．OO1S31111221不定期1・l03－O1萩林育舳先1〈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グルーブ

旭川　2．1大2附主調査試験地 林冠破壊による他生の変化
（風害後σ）泥移〕

上川事秘所 260．ろ　　未主水

276，い

21㎜、い・ろ1

32n．い・ろ1

1，501S31111201不創酬12・18一・1 淋育舳先1〈
グループ

旭川　31林冠破壊による土塊の変化試験地 森林伐採に伴う接地環境変動と雌砧腐食1上川邪赫所

分解との関係

260．ろ　　未立木
276，い

290．い・ろ1

320，い・ろ1

1，501S311H201不榊」1州・4
11’O・収支担当1Hチ・一ム

旭川　5≡雄信内トドマツ人工林収秘訣厳地 艮伐蝪林分†1I榊の蜘帽方式の開発 留萌北部 50．い　　トドマツ O．50…S3811127110物1329．1 北方林榊剛く
先グループ

旭川　81土111トドマツ雌地試験地 トドマツ産地試験 上111司嚇所 川．い　　　トドマツ 一1．〃1S42111291不定期」1201．1 森林伽舳1先1〈
グループ

川119≡浜唖別トドマツ産地訣峨地 トドマツ産地訊峨 宗谷 lolo、　　　トドマツ

ろ・は1

9，021S421112ガ不定期1川0・81燃育舳先j〈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グルーブ

旭川111大棚生榊物榊徽林 厚生休の更新鋤態 上111刊嚇所 25－

200

トドマツ

〒カェゾマツ

エゾマツ

2．O≡l1121定めず1不定期」1ZlS■ 森林育舳先1A
グルー・プ

旭川121士別天然榊長j11腋繊地 トドマツ・エゾマツ天外林の成長予測 朝肥嚇所 ：｛97、い　　トドマツ

　　　　　エゾマツ

3－2011131定めず15年官・1 北方椛舳1＾
先グループ

旭川131幾武天然林成長洲固定訣疎地 トドマツ・エゾマツ天然林の成長予測 上川1湘1； 1111．ろ　　トドマツ

　　　　　エゾマツ

1．01131定めず15軸1 北方林竹舳1〈
先グループ

北見　31料牛内トドマツ人工林収微．試験地 長伐則杯分↑1榊の洛附方式の開発 佐呂1胴嚇所1 287．お　　トドマツ O．701S3711uO11OlF句11113．昔1北方林榊州く
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先グルーブ

北見 41ユソマツ・トドマツ天然生林雌脳地1外分成鮒の雌及び予測手法に1胴る1縦111菩一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究

ln』1．い　　エゾマツ

　　　　　　トドマツ

　　　　　　広葉樹

1－901S331定めず15年七三1 北州噌舳1＾
先グループ

北見　o1丸揃布カラマツ人工林収穫試験地 長伐岬」杯分fI1榊の整備方式の開発 網走i蝸11 lln8．う　　カラマツ 1．Ol11S421111715年肺1266．51北方林棚111」l1〈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　先グループ

北見71佐舳トドマツ舳訣厚鮒 トドマツ陸地試験 佐呂1岬粉所1 llo，む　　　トドマツ 一1，531S421112111不舳1335・・1 淋育舳先1〈
グ1レー一プ

棚；2い11休カラマツ産地試験地 カラマツ産地．弐験 ト朋胴菩11 15，い　　　カラマツ
1．07≡S35111231不定則」1210．ゾ淋育舳先jA　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グル・・ブ

術広　41ペケレトドマツ人工俳収秘訣疎地 1｛伐岬1林分立11榊の撒肪式の開発 弟子1洲嚇所1 77．ろ　　トドマツ 1．nO1S4011138110年切1－lS2．3 1北方朴吊：舳〃1A
先グループ

榊広　91桃室トドマツ脈地試験地 トドマツ雌地試験 桃釧1束剖； lozl、い　　トドマツ
1，321S“111291不醐15∩O・O1榊f舳先1＾　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グルー一プ

酢i雌　4≡ヨピタラシトドマツ人工林収泄汰験地 ⊥｛伐胸1林外†11」鞭の榊相方式の開発 木古舳舳1 1．ll．な　　トドマツ 1．∩一1S：lg川311110年i百13：13．1 北〃林管舳1〈
先グル・プ

1洲1s1帥f1トドマツ戸舳訣峨地 トドマツ作地訊験 木古内11嚇所12．l11o．へ

　　　　　　　　　　と

　　　　　　　　　　ち

トドマツ 1．・1：l1S〃11121；1イ；定呵」1310．：l1欣朴育1舳先1＾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グル・一プ

1’ム　．　＾ 症’±妙π上＝’士　　＾’ 益’±挫冊．；苦周目代r罰 口　　活間目｛仁J右‘百区分1A 森林総研主体，パ 森林総研・道同局共同． B道同局から依茗貢
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　ユエ．羊ヶ丘の気象

　試験研究の資料として、昭和48年から北海道支所羊ヶ止観測露場において、気象観測を実施している。
平成14年の気象の概要は以下の通りである。

1　平均気温は、7．1℃で前年よりO．7。高く、過去26年間の平均気温7．3℃よりO．2。低かった。最高気温は
　’8月ユ日に記録した28．5℃であり、真夏日に相当する30℃を超える日は一日もなかった。また、最低気温

　は12月30日の一15．5℃であり、一日の最高気温が氷点下（真冬日に相当）の日数は64日間であった。

2．年間降水量は788㎜で平年より少なめであった。

3　ユ月から3月までの積雪は平年よりやや少なめに推移し、4月1日に積雪ゼロとなった。初雪は10月30
　1ヨで、前年より5日早かった。12月の積雪は平年並みであった。

平成ユ4年度の羊ヶ止観測露場における観測値は、次表の通りである。

平成ユ4年　　気象年表

　　　　　　　気温（℃）

北緯　　42度59分42秒
東経　ユ4ユ度23分26秒
標高　ユ46．5m

月 平均 最高平均 最低平均 極値最高 起日時 極値最低 起日時

1 一4．7 3．1 一8．5 7．5 22　1ユ：OO ＿13．7 20　　7：OO

2 一2．5 2．8 一9．O 8．2 28　I4：OO 一13．9 13　　6：OO

3 O．5 5．O 一5．8 10．6 3ユ　15：OO 一ユO．1 2　18：OO

4 7．6 ユ2．2 4．O ユ9．5 29　13：OO 一3．0 4　　5：OO

5 ユ1．8 ユ6．5 8．2 22．7 29　14100 ユ．7 2　　4：00

6 14．1 ユ9．8 9．6 24．5 29　14：OO 3．5 25　　ユ：OO

7 18．9 22．O ユ4．ユ 28．1 26　12：OO ユ2．4 28　　2：OO

8 ユ8．3 2ユ．9 14．9 28．5 ユ　10：00 1ユ．O 30　　3：OO

9 15．6 22．5 1ユ．O 27．O 3　ユ2：OO 5．4 25　　6：00

10 1O．O 17．7 2．3 24．6 3　13：00 O．O 31　20：OO

11 O．4 6．8 一3．8 ユエ．5 工2　　9：OO 一7．1 16　　5：OO

ユ2 一5．4 4．O 一12．1 8．3 4　ユ2：OO 一工515 30　19：OO

年 7．ユ 22．5 一12．ユ 28．5 8／ユ10：OO ＿15．5 12／30　19：OO

28　問の 7．3 35．7 1994／8／7 一22．8 1978／2／17

平堆と亟直 ユ4：ユO 3：25
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降水量（㎜） 積雪（Cm）

月 総　　量 最大日量 起日 最大ユ時間量 起日 最大積雪深 起日

ユ 63．O 2ユ．O 4 5．O 28 70 10

2 49．5 12．5 24 3．0 ユ2 79 25

3 3ユ．O 8．5 2ユ 4．O 2ユ 64 8

4 25．5 ］2．5 25 4．O 25

5 26．O ユO．5 24 6．O 24

6 ユエ．5 1ユ．5 2 4．O 2

7 30．0 8．O ユエ 6．O ユ1

8 96．5 33．O 19 7．O 5

9 1ユ2．O 77．5 28 ユ6．O 28

ユO ユ90．O 36．5 2 ユO．5 2

11 ユ30．O 35．O 26 4．5 26 3 22

12 23．O 7．O ユ7 2．5 25 48 27

年 788．0 77．5 9／28 ユ6．O 9／28 79 2／25

初雪10／30

最大値の記録

年降水量 最大日降水量 最大1時間降水量 最大積雪深

最大 1490．O（’8ユ） 220．5 5ユ．O 136

最小 580．5（’84） ユ981／8／23 ユ979／ユO／43：OO 2000／2／25

風速（m／SeC） 湿度（％）

月 平均 最大 風向 起日 最大晦問 風向 起日 平均 最小 起日

ユ 1．8 6．7 SE 4 14．8 S 3 78．8 34．9 29

2 1．9 7．5 NW ユ9 ユ6．O NW 19 75．6 23．8 13

3 2．1 6．5 SSE 2ユ 15．7 S 2ユ 70．7 3ユ．O 22

4 2．7 8．3 S 24 ユ7．5 SSE 24 69．！ ユ6．5 27

5 ユ．9 7．2 NW ユ 17．5 NNW ユ 70．3 ユ2．9 3

6 1．9 6．2 S ユ2 ユ3．2 NNW ユO 81．ユ 32．9 ユ

7 1．7 5．3 S 2 10．9 S 2 90．3 54．O 28

8 1．9 5．7 S 24 13．O S 27 89．9 48．1 30

9 1．6 5．2 S 2 1ユ．4 S 2 80．9 33．6 ユ6

10 1．8 5．6 S ユ3 ユ5．2 SSW 2 79．ユ 3ユ．5 20

11 1．6 5．6 NW 28 16．2 NNW 28 79．3 32．8 ユ8

12 ユ．5 5．1 NNW 5 ユO．7 NNW 5 73．5 3ユ．2 8

年 1．9 8．3 8 4／24 ユ7．5 7 4／24 78．2 ユ2．9 5／3
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12．羊ヶ丘実験林試験林一覧

NQ 試験称名 試験項目 林班 樹種 年度 面積 担当グループ

ユ 針葉樹病害試験林 病害発生情報の収集・解析 ユーに トドマツ他 48 O．55 森林生物研究
と突発性病害発生生態の解 グループ
明

2 野鳥誘致林 キツツキ類の営巣穴の消失 ユーへ ナナカマド他 48 O．62 森林生物研究
過程の解析及び動態把握 グループ

3 特用樹試験林 成長調査 1一と キ村ゲ他 50 O．6ユ 実験林室

4 針・広葉樹造成試 成長調査 ユーち イチイ他 H元 0．5 実験林室
験林

5 群落構成試験林 北方系天然林における成長 2一は～よ ハイマツ他 48 ユO．4 森林育成研究
及び更新動態の長期モニタ グループ
リング

6 針葉樹人工林試験 成長調査 3一に，5一 グイマツ他 48 ユ3．2 実験林室
林 へ～ち，5

一ぬ，6一と

7 針葉樹腐朽病害試 立木の腐朽・変色を起こす 3一ほ カラマツ H3 O．97 森林生物研究
験林 菌類の生態および宿主との グループ

相互作用の解明

8 広葉樹人工林試験 成長調査 3一へ，3一 ミズナラ 48 5．82 実験林室
林 ち～る，4

一ろ，5一り

9 広葉樹人工林試験 北方林構成樹種の養分の配 3一と ウグイカンバ“ 49 O．94 植物土壌系研
林 分・利用特性 究グループ

10 土壌環境長期モニ 北方林の立地特性と物質循 4一へ トドマツ他 48 1．62 植物土壌系研
タリング試験林 環モデル 究グループ

ユユ 昆虫多様性試験林 昆虫発生情報の収集と解析 4一と トドマツ他 48 3．2ユ 森林生物研究
グループ

ユ2 虫害解析試験林 昆虫発生情報の収集と解析 4一ち トドマツ他 48 2 森林生物研究
グループ

ユ3 生態遷移試験林 森林の更新を制御する因子 5一ろ，6一 ヤマナラシ他 53 21．2 森林育成研究
としてのササの動態及びそ ろ，6一ほ グループ
の被覆の影響の評価

ユ4 森林気象試験林 北方系落葉広葉樹林の二酸 5一ろ，6一 ヤマナラシ他 H6 57．ユ
化炭素動態のモニタリング

寒地環境保全
い～へ，8 研究グループ
一い～ろ

ユ5 植栽密度試験林 密度管理技術に基づく長伐 5一に トドマツ他 48 5．77 北方林管理研
期株分の成長・収穫予測の 究グループ
高度化

ユ6 鳥獣生態調査試験 キツツキ類の営巣穴の消失 6一い，へ シラカンバ“他 H5 ユ5 森林生物研究
林 過程の解析及び動態把握 グループ

17 広葉樹用材林施業 天然林における択伐施業計 6一は～に シラカンバ“他 53 6．31 北方林管理研
試験林 画法の改善 究グループ

ユ8 針広混交林造成試 樹種の環境適応性の生理的 7一い～ろ シラカンバ“ 他 50 ユ5 植物土壌系研
験林 特性の解明と評価 究グループ

ユ9 ウグイカンバ植栽 成長調査 8一は ウグイカンバ“ 62 ユ．93 実験林室
試験林
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羊ヶ丘実験林基本図
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㎜．総務

　1．沿革
ユ908年（明4ユ）　6月

！927年（昭2）　9月

ユ933年（昭8）　1月

ユ936年（昭ユエ）10月

ユ937年（昭12）10月

1939年（昭14）　8月

1940年（昭15）　1月

ユ945年（昭20）　8月

ユ947年（昭22）　5月

1950年（昭25）　4月

　　　　　　　7月

ユ951年（昭26）　7月

ユ953年（昭28）10月

1954年（昭29）

ユ955年（昭30）

1961年（昭36）　5月

　　　　　　　1ユ月

ユ965年（昭40）　4月

　　　　　　　9月
ユ967年（昭42）　6月

1968年（昭43）10月

1969年（昭44）　4月

1970年（昭45）　5月

ユ972年（昭47）　5月

　　　　　　　5月

ユ974年（昭49）10月

1975年（昭50）　4月

ユ976年（昭51）　3月

　　　　　　　5月
ユ978年（昭53）ユO月

ユ98ユ年（昭56）　4月

1988年（昭63）ユO月

10月

北海道庁告示第36！号によって、江別村大字野幌志文別に内務省野幌林業試験場

が設立された。

庁舎を江別町西野幌に新築し、移転した。

北海道林業試験場と改められた。試験部（育林、利用、科学、保護、気象）、庶

務部（庶務、会計、売買）。

木材利用部新設。森林標本館が設置される。

ユO．7　昭和天皇陛下行幸され、本場並びに付属試験林を見学された。

上川森林治水保安試験所が開設された。

釧路混牧林業試験所が開設された。

帝室林野局北海道林業試験場が札幌市豊平に設立された。

野幌試験林の管理経営を札幌営林署に移管。

林政統一により帝室林野局北海道林業試験場と北海道庁所管の北海道林業試験場

を合併、林業試験場札幌支場と改められた。

上川、釧路両試験所が、それぞれ試験地と名称が変わる。

札幌営林局付属「森林有害動物調査所」が札幌支場の野鼠研究室になる。12月

木材利用部門は、本場に集中される。

支場を札幌市におき、分室を西野幌におく（経営部、造林部、保護部、庶務課）。

野幌の試験設備をすべて札幌市豊平に統合し、北海道支場と改めた。

野幌試験地が開設された。

経営部に牧野研究室新設、調査室が庶務課から分離（昭22新設）、造林部種子研

究室が育種研究室に名称変更。

保護部病理昆虫研究室が昆虫、樹病研究室に分離増。

千歳国有林において植樹祭が行われる。昭和天皇・皇后陛下が支場に行幸された。

所期の目的が達せられたので、上川試験地は廃止された。

経営部牧野研究室が営農林牧野研究室に名称変更。

所期の目的が達せられたので、釧路試験地は廃止された。

会計課が新設された。

創立60周年となり、祝典を行う。

造林部造林研究室が造林第ユ、造林第2研究室に分離増。

経営部防災研究室が治山、防災研究室に分離増。

羊ヶ丘への移転計画で実験林設置が決定したため、組織上の野幌試験地は廃止さ

れた。

調査室から実験林室が分離増。

庁舎が札幌市豊平区豊平から同市豊平区羊ヶ丘へ移転し、施設の新築、整備が行

われた。

保護部野鼠研究室が鳥獣研究室に名称変更。

羊ヶ丘における施設整備を完了した。

造林部の名称を育林部に変更。

創立70周年となり、一般公開及び祝典を行う。

育林部育種研究室が遺伝研究室に名称変更。

農林水産省組織規程の一部改正により森林総合研究所北海道支所に改組された。

育林部造林第ユ研究室、造林第2研究室はそれぞれ樹木生理研究室、造林研究室

となり、経営部経営研究室、営農林牧野研究室はそれぞれ天然林管理研究室、経

営研究室となった。また経営部治山研究室と防災研究室は統合減となり、防災研

究室となった。

創立80周年となり、記念植樹を行う。
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ユ998年（平ユO）1O月

2001年（平13）4月

2003年（平15）4月

創立90周年となり、一般公開及び祝典を行う。

独立行政法人森林総合研究所北海道支所となり、組織が変更となった。部制、会

計課及び研究室が廃止され、研究調整官、地域研究官、庶務課長補佐、5チーム

長、5研究グループ（森林育成・植物土壌系・寒地環境保全・森林生物・北方林

管理）が新設された。

チーム長（アンブレラ種担当）の課題が終了し、チーム長（生物多様性担当）が

新設された。

2　土地　施設

敷地・建物面積

（単位：㎡）

区　　　分
土　地　・　建　物 備　　　　考
構　造 面積（㎡）

土地 ユ，72ユ，394

建物敷地 5，425

樹木園 62，900

苗畑 38，590

試験林ほか 1，6ユ4，479

建物（延） 8，247

本館 RC－3 3，893 49．8．10建築

特殊実験室 RC一ユ 848 48．4．1建築

生物環境調節実験棟 RC一ユ 377 49．ユO．ユ2建築

野兎生態実験室 RC一ユ ユ42 48．4．1建築
鳥類野外実験室 RC一ユ 56 49．ユO．ユ2建築

群落水耕温室 R一ユ 300 49．ユO．ユ2建築

樹病隔離温室 R一ユ ユ35 49．ユO．12建築

育種温室 R一ユ ユ29 49．10．ユ2建築

苗畑調査実験室 RC－2 345 48．4．！建築

標本館 RC一ユ 392 49．ユO．ユ2建築

その他 ユ，630
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3．組織

平成ユ5年　4月 ユ日現在

森林総合研究所

（筑波研究学園都市）

木曽試験地

千代田試験地

小笠原試験地

十日町試験地

北海道支所
（札幌市）

東　北　支所
（盛岡市）

関　西　支　所

（京都市）

四　国　支所
（高知市）

九　州　支所
（熊本市）

多摩森林科学園

（八王子市）

多摩試験地

支所　長

研究調整官

連絡調整室

研究情報専門官

立　　　任

実験林室

庶　務　課

課長補佐

庶務係
職員厚生係

会計　係

用　度　係

主　　　任

地域研究官

チーム長（生物多様性担当）

チーム長（天然林択伐担当）

チーム長（針葉樹長伏期担当）

チーム長（C　O。収支担当）

チーム長（森林国際基準担当）

森林育成研究グループ

植物土壌系研究グループ

寒地環境保全研究グループ

森林生物研究グループ

北方林管理研究グループ

一ユ03
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4．平成14年4月2日から平成15年4月ユ日の異動
揺　用

発令月日

ユ5．4．ユ

氏　名

士谷　直輝

新　　所　　属

庶務課（会計係）

旧　　所　　属

転　大

発令月日

15．

15．

15．

氏　名

志水　俊夫

飯田　滋生

佐藤　孝一

新　　所　　属

支所長

チーム長（針葉樹長伏期担当）

庶務課（庶務係）

1日　所　　属

本所企画調整部企画科長

本所海外研究領域付

本所総務部経理課

転　出

発令月日 氏　名 新　　所　　属　　　　　　血　⊥　■ 旧　　所　　属

14．6．1 磯野　昌弘 本所森林昆虫研究領域主任研究官 北海道支所主任研究官

ユ5．4．1 西内　靖幸 本所総務部用度課 庶務課（用度係）

ユ5．4．1 田内　裕之 本所森林植生研究領域植生管理研 チーム長（針葉樹長伏期担当）
究室長

ユ5．4．ユ 天野　智将 東北支所主任研究官 北海道支所主任研究官

界　任

発令月日

15．4．

ユ5．4．

15．4．

氏　名

山下　直子

佐山　勝彦

工藤　琢磨

新　　所　　属

北海道支所主任研究官

北海道支所主任研究官

北海道支所主任研究官

田　　所　　属

森林育成研究グループ

森林生物研究グループ

森林生物研究グループ

配置換

発令月日

ユ5．4．1

氏　名

吉田　　厚

新　　所　　属

庶務課（用度係）

旧　　所　　属

庶務課（会計係）

退　職

発令月日

ユ5．2．28

ユ5．3．31

氏　名

高山　昭一

高橋　文敏

新　　所　　属

退職

定年退職

田　　所　　属

庶務課（庶務係）

支所長
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　5．平成ユ5年4月1日現在の名簿
支所長　　　　　　　研究職　　　志水　俊夫

　研究調整官　　　　　〃　　　　佐々木克彦

連絡調整室長

　研究情報専門官

　　主任

　〃

一般職

　〃

〃

今川　一志

坂場　　良

寺田　絵里

高橋あけみ

森林育成研究グループ長

　　　　　　　　研究職
主任研究官

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

河原　孝行

松崎　智徳

宇都木　玄

阿部　　真

山下　直子

永光　輝義

実験林室長

庶務課長

　課長補佐

　　庶務係長

職員厚生係長

会計係長

用度係長

主任

地域研究官

研究職　　　佐々木尚三

技術専門職　横山　勝行

　・　　　長澤　俊光

一般職

　〃

〃

　〃

技術専門職

一般職

　〃

〃

〃

〃

〃

〃

嶺野

中田

坂上

佐藤

輪島

横濱

宮下

渡邊

土谷

相澤

矢野

吉田

一義

賢二

　勉

孝一

洋美

大輔

　博

謙一

直輝

利和

琴和

　厚

研究職　　　猪瀬　光雄

生物多様性担当チーム長

　　　　　　　　　研究職　　尾崎

森林国際基準担当チーム長

　　　　　　　　　研究職　　　山口

C　O。収支担当チーム長

　　　　　　　　研究職　　　田中

天然林択伐担当チーム長

　　　　　　　　研究職　　石橋

研一

岳広

永晴

聡

針葉樹長伏期担当チーム長

　　　　　　　　　研究職　　飯田　滋生

植物土壌系研究グループ長

　　　　　　　　研究職
主任研究官

　　〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

寒地環境保全研究グループ長

　　　　　　　　研究職
　主任研究官　　　　〃

〃

森林生物研究グループ長

　　　　　　　　研究職
主任研究官

　　〃
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

北方林管理研究グループ長

　　　　　　　　研究職
　主任研究官　　　　〃

　　　〃　　　　　　　　　　〃

〃

研究職　　　35名
一般職　　　　ユ4名

技術専門職　　　3名

計　　　52名

丸山

石塚

酒井

北尾

飛田

酒井

　混

成宏

寿夫

光俊

博順

佐美

中井裕一郎

北村　兼三

鈴木　　寛

平川

松岡

坂本

石橋

佐山

工藤

駒木

鷹尾

八巻

高橋

浩文

　茂

表明

靖幸

勝彦

琢磨

上包止’
貝早フ

　元

一成

正義

一105
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6．事業予算額

（1）予算

（単位：千円）

　　　　事　　業　　科　　目　　名

事業費

　　一般研究費

　　　　　　　　ア／北海道

　　　　　　　　イ／北海道

　　　　　　　　ウ／北海道

　　　　　　　　工／北海道

　　　　　　　　オ／北海道

　　　　　　　　カ／北海道

　　　　　　　　キ／北海道

　　　　　　　　サ／北海道

　　　　　　　　シ／北海道

　　特別研究費

　　　　　　　　C02収支
　　　　　　　　影響モニタリング

　　　　　　　　持続的森林管理

　　機械整備費

　　政府受託事業費

　　　　　農林水産省受託事業費

　　　　　　　　農林水産技術会議事務局

　　　　　　　　林野庁

　　　　　文部科学省受託事業費

　　　　　環境省受託事業費

　　　　　　　　地球環境保全等試験研究費

　　　　　　　　環境研究総合推進費

　　政府外受託事業費

　　　　　　　　北海道環境科学研究センター

　　　　　　　　外国人特別研究費

　　　　　　　　科学研究費補助金

　　寄付金事業　前田一歩園財団

研究管理費

一般管理費

　　　　　　　　　合　　　　計

予　算

157，
　20，

　　3，

　　2，

　　2，

　　4，

　　ユ，

　　3，

　12，

　　8，

　　1，

　　2，

　！7，

100，
　33，

　32，

24，

4ユ，

26，

15，

　6，

　ユ，

　ユ，

　3，

57，

69，

283，

額

097
018
394
937
911
284
180
069
6ユ7
707
919
403
095
328
980
382
196
77ユ
891
880
746
679
001
678
298
559
139
600
800
431
213
741

（2）収入契約

（単位：千円）

事　業 科 目　名

事業収入

事業外収入

調査等依頼収入

資産貸付収入

合 計

実績額

397
283
680

！06
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